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第 1 章 

一般情報 

本書について 

本書は、ヴァイサラ気圧湿度温度変換器 PTU300 の設置、操作、

メンテナンスについて説明しています。 

本書の内容 

- 第 1 章、一般情報：本書と製品に関する一般的な情報について

説明します。 
- 第 2 章、製品概要：PTU300 の特徴、長所、および製品各部の

名称を説明します。 
- 第 3 章、設置：製品を設置する際に役立つ事項について説明し

ます。 
- 第 4 章、操作：製品の操作に必要な事項について説明します。 
- 第 5 章、Modbus：Modbus プロトコルを使用して変換器を操作

する際に必要な情報を説明します。 
- 第 6 章、メンテナンス：製品の基本的なメンテナンスに必要な

事項について説明します。 
- 第 7 章、校正と調整：PTU300 の校正と調整に関する事項と手

順を説明します。 
- 第 8 章、技術データ：製品の技術データを示します。 
- 付録 A、プローブ取り付けキットおよび取り付け例：PTU300 

に利用可能な取り付けキットと取り付け例を示します。 
- 付録 B、計算式：出力項目の計算に使用される計算式について

説明します。 
- 付録 C、Modbus リファレンス：変換器の Modbus 機能およびデ

ータについて説明します。 
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本書の表記について 

本書全体を通じて、安全に注意を払うべき重要事項を以下のよう

に示しています。 

警告 警告は重大な危険があることを示します。本書をよく読んで慎重

に指示に従っていただかないと、傷害を受ける、あるいは死亡に

至りかねない危険があります。 

 

注意 注意は潜在的な危険性があることを示します。本書をよく読んで

慎重に指示に従っていただかないと、製品が損傷する、あるいは

重要なデータが失われることがあります。 

 

注記 注記はこの製品の使用に関する重要な情報を強調しています。 

安全 

納品された PTU300 は、工場からの出荷時に安全検査が行われ、

合格しています。以下の事項に注意してください。 

警告 製品には接地を施し、屋外設置の場合は感電の危険を減らすため

に、定期的に接地を点検してください。 

 

注意 製品を改造しないでください。不適切な改造は、製品に損傷を与

えたり、故障につながったりする恐れがあります。また、製品が

適用される法律に準拠しなくなる恐れがあります。 
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ESD 保護 
静電気放電（ESD）は、電気回路の損傷、または潜在的損傷の原

因になる可能性があります。ヴァイサラ製品は、通常の使用条件

下で発生する静電気放電に対しては、十分な対策が講じられてい

ます。ただし、何らかの物体を機器筐体内部で接触させた場合や

取り外した場合、または機器筐体内部に挿入した場合、静電気放

電によって本製品が損傷する可能性があります。 

高電圧の静電気放電を防ぐため、次の点に注意してください。 

- 静電気放電の影響を受けるものを扱う際は、適切に接地され静

電気放電保護された作業台に載せてください。これが不可能な

場合は、基板に接触する前に、機器筐体に自分自身を接地して

ください。自分自身の体を接地する際は、リストストラップと

抵抗性接続コードを使用してください。これらのいずれもでき

ない場合は、基板に触れる前に、触れていない方の手で機器筐

体の導電性のある金属部分に触れてください。 
- 基板を扱う際は、常に端の部分を持ち、部品の実装された表面

に触れないようにしてください。 

リサイクル 

 

リサイクル可能な材料はすべてリサイクルしてください。 

 

 

ユニットは法定規則に従って廃棄してください。通常の家庭廃棄

物と一緒に処理しないでください。 
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規制の適合 

EU 適合宣言 
ヴァイサラ気圧湿度温度変換器 PTU300 は、以下の EU 指令の条

項に適合しています。 

- 低電圧指令 
- EMC 指令 
適合は、以下の基準への準拠によって示されています。 

- EN 60950-1：情報技術機器 - 安全性 - 第 1 部：一般要求事項 
- EN 61326-1：測定、制御、および試験所用の電気機器 - EMC 要

求事項 - 工業立地での使用 
- EN 550022：情報技術機器 - 無線妨害特性 - 限度値および測定方法 
- EN 61000-3-2：高調波電流発生限度値 
- EN 61000-3-3：公共低電圧電源系統における電圧変化、電圧変

動およびフリッカの限度量 
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DNV 型式認定 
ヴァイサラ気圧湿度温度変換器 PTU300 は、DNV（デット・ノル

スケ・ベリタス）の船級、高速軽量艇に関するルールおよび DNV 
のオフショア標準への適合が認定されています。 

該当する試験は、Standard for Certification No. 2.4, April 2006  
（認証基準 No. 2.4、2006 年 4 月）に従って実施されました。 

表 1 用途、ロケーションクラス 
タイプ PTU300 
温度 B 
湿度 B 
振動 A 
EMC B 
筐体 B/IP65 
 

 

型式認定製品 

認証番号：A-13529 

LAN または WLAN インターフェース付き

の変換器 
本機器は、FCC 規則第 15 章に従い、Class B デジタル機器の限度

値への適合が試験によって認定されています。この限度値は、住

宅地での設置における有害な干渉からの合理的な保護を提供する

ことを目的としています。本装置の動作には次の 2 つの要件が課

されています。（1）本機器が干渉を引き起こさないこと、および

（2）本機器が、機器に望ましくない動作を引き起こす可能性のあ

る干渉の影響を受けないこと。 
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本機器は、無線周波数エネルギーを生成して使用しており、その

エネルギーを放射することがあるため、指示に従って設置および

使用しなかった場合、無線通信に有害な干渉を引き起こす恐れが

あります。ただし、不正な設置や使用がない場合でも干渉を引き

起こさないことは保証の限りではありません。本機器によってラ

ジオやテレビの受信に有害な干渉が生じるかどうかは機器の電源

をオン、オフにすることで確認可能ですが、干渉が生じる場合、

ユーザーは次のいずれか、またはいくつかの対策を講じて干渉を

抑制してください。 

- 受信アンテナの方向や位置を変更する。 
- 機器と受信器の間の距離を拡げる。 
- 機器を、受信器が接続されている電源回路とは別の電源回路に

接続する。 
- 取扱業者または経験豊富なラジオ/テレビ技術者に相談して支援

を求める。 

WLAN インターフェース付きの変換器 

本機器は、2 dBi 半波長アンテナと共に動作するように設計されて

います。ゲインが 2 dBi を超えるアンテナを本機器と共に使用す

ることは禁止されています。アンテナインピーダンスは 50 Ω です。 

他のユーザーに対する潜在的な無線干渉を軽減するには、等価等

方輻射電力（EIRP）が正常な通信で許容されている電力以下にな

るように、アンテナタイプとそのゲインを選択する必要があります。 

この Class [B] デジタル機器は、カナダの ICES-003 に適合しています。 

商標 

HUMICAP® および BAROCAP® は Vaisala Oyj の登録商標です。 

その他すべての商標は、該当する各社が所有しています。 
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ソフトウェアライセンス 

本製品には、ヴァイサラが開発したソフトウェアが含まれていま

す。当該ソフトウェアの使用には、該当する供給契約に記載され

ているライセンス契約条件が適用されます。別途のライセンス契

約条件がない場合は、ヴァイサラグループの一般ライセンス条件

が適用されます。 

保証 

標準的な保証条件については、当社ホームページをご参照くださ

い。www.vaisala.com/warranty 

通常の損耗、例外的な条件下での使用、過失的な取り扱いまたは

据え付け、もしくは許可を受けない改造に起因する損傷に対して

は、上記保証は無効です。各製品の保証の詳細については、適用

される供給契約または標準取引条件を参照してください。 

 

http://www.vaisala.com/warranty
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第 2 章 

製品概要 

この章では、ヴァイサラ気圧湿度温度変換器 PTU300 の特徴、 

長所、および製品各部の名称を説明します。 

PTU300 の説明 
PTU300 変換器は、幅広い用途において信頼性の高い気圧測定を

実現します。PTU300 シリーズ変換器は、気圧測定用にヴァイサ

ラが開発した BAROCAP® シリコン静電容量式絶対圧センサを使

用しています。PTU300 シリーズデジタル変換器の測定原理は、

高度な RC 発振器と 3 つの基準コンデンサとの比較による静電容

量式気圧センサの連続的な測定に基づいています。変換器のマイ

クロプロセッサーにより、気圧の直線性と温度依存性が補正され

ます。 

PTU300 の用途は、校正試験所の環境条件モニタリングからレーザ

ー干渉計のアクティブ波長の補正、GPS 気象観測などに及びます。 

PTU300 変換器では、気圧、温度、湿度の 3 つの測定パラメータ

ーを組み合わせることができます。PTU300 で測定および計算さ

れる項目については、26 ページの表 2 を参照してください。オプ

ションとして利用できる項目は 26 ページの表 3 に示されています。 

アナログ出力は、電流信号と電圧信号から選択できます。一方、

デジタル出力は RS-232（標準）または RS-422/485（オプション）

を選択できます。ローカルディスプレイも使用できます。 

PTU300 変換器では、1 つまたは 2 つの圧力トランスデューサー 
を使用できます。PTU301、PTU303、および PTU307 プローブを 
PTU300 変換器で使用できます。温度プローブのみを使用する

（湿度測定のない）PTU30T モデルもあります。 

屋外用途では、HMT330MIK 取り付けキットを PTU300 変換器と

共に使用することをお勧めします。 
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表 2 PTU300 の基本的な測定項目 
測定項目 略号 メートル単位 非メートル単位 
気圧 P 26 ページの表 4 を参照してください。 
相対湿度 1） RH %RH %RH 
温度 T ºC ºF 

1）相対湿度は PTU30T モデルには含まれません 
 

表 3 PTU300 のオプション測定項目 
測定項目 略号 メートル単位 非メートル単位 

露点/霜点温度（Td/f） TDF ºC ºF 
露点温度（Td） TD ºC ºF 
絶対湿度（a） A g/m3 gr/ft3 
混合比（x） X g/kg gr/lb 
湿球温度（Tw） TW ºC ºF 
湿り空気量/乾燥空気量 
（容積比または重量比）（H2O） 

H2O ppmv/ppmw ppmv/ppmw 

水蒸気圧（Pw） PW hPa psi 
飽和水蒸気圧（Pws） PWS hPa psi 
エンタルピー（h） H kJ/kg Btu/lb 
T と Td/f  の差（∆T） DT ºC ºF 

 

表 4 PTU300 のオプション気圧測定項目 
測定項目 略号 利用可能な単位 
気圧の推移と傾向 P3h hPa、psia、inHg、torr、bara、barg、

psig、mbar、mmHg、kPa、Pa、
mmH2O、inH2O 

圧力（P1 と P2 の両方が接続され

ている場合、両者から得られる平

均気圧を測定） 

P 

トランスデューサー 1 または 2 か
ら得られる気圧 

P1 および P2 

QNH 圧力 QNH 
QFE 圧力 QFE 
高度補正圧力 HCP 
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基本機能とオプション 

- 圧力検知の冗長オプション（1 台に 2 つのセンサ） 
- 気圧測定の 2 つの精度クラス 
- 様々な用途に対応できる各種プローブ 
- 気圧測定で 3 時間の推移と傾向を使用可能 
- 計算出力項目を利用可能 
- 使いやすいディスプレイとキーパッドインターフェース（オプ

ション） 
- 各種プローブの取り付けキット、センサ保護オプション、プロ

ーブケーブル長 
- 複数の設置目的に合わせた変換器取り付けキット 
- ケミカルパージ機能（計測環境内の化学物質が測定に影響する

恐れがある用途向け） 
- 高湿環境でのプローブ加温およびセンサ加熱（PTU307） 
- Modbus シリアル通信プロトコルのサポート 
- PTU307 のオプション温度センサ 
- オプションモジュール： 

- 絶縁型電源 
- AC コンセント電源用の電源モジュール 
- RS-422/485 モジュール 
- LAN および WLAN インターフェース 
- リアルタイムクロック付きデータロガーモジュール 
- 追加アナログ出力モジュール 
- リレーモジュール 
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PTU200 との比較による新機能と改善された機能 

- %RH 精度の向上 
- グラフ表示（任意のパラメーターの推移） 
- アナログ出力（電圧または電流） 
- MI70 または PC 用サービスポート 
- Modbus シリアル通信プロトコルのサポート 
- オプションの USB-RJ45 ケーブルによるサービス接続のための 

USB 接続 
- 絶縁 RS-485 モジュール（単一の気圧計モジュールを使用） 
- リレーモジュール（単一の気圧計モジュールを使用） 
- LAN および WLAN インターフェース（単一の気圧計モジュー

ルを使用） 
- リアルタイムクロック付きのデータロガーモジュール（単一の

気圧計モジュールを使用） 
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変換器の構成 

 
1104-078 

図 1 変換器本体 

番号は上の図 1 に対応しています。 

1 = 信号および電源用のケーブルグランドまたは WLAN アン

テナコネクタ 
2 = 圧力ポート 
3 = オプションモジュール用のケーブルグランド、または AC 

コンセントケーブル 
4 = カバーネジ（4 本） 
5 = キーパッド付きディスプレイ（オプション） 
6 = カバー LED 
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0604-060 

図 2 変換器の内部 

以下の番号は、上の図 2 に対応しています。 

1 = サービスポート（RS-232） 
2 = アナログ出力設定用の DIP スイッチ 
3 = 電源および信号配線用のネジ端子 
4 = リレー、RS-422/485、データロガー、LAN、WLAN、 

アナログ出力モジュール（オプション） 
5 = 電源モジュールの接地用コネクタ 
6 = インジケータ LED 付き調整ボタン（ケミカルパージボタ

ン） 
7 = ガルバニック絶縁モジュール（オプション） 
8 = 温度プローブケーブル 
9 = 湿度プローブケーブル 
10 = BARO-1 モジュール 
11 = 圧力ポート 
12 = 電源モジュール 
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プローブオプション 

PTU301 は、壁取り付け用です。標準バージョンには固定プロー

ブが付属しています。 

 
1104-079 

図 3 PTU301 固定プローブ 

PTU301 ショートケーブルプローブは、LAN モジュールと電源モ

ジュールを同時に設置している場合に、WLAN モジュールと共に

使用するための特別バージョンです。短いケーブル（21 cm）に小

型プローブタイプの PTU303 プローブが付いており、プローブホ

ルダー付きの取り付けプレートがあります。 

 
1104-080  

図 4 PTU301 ショートケーブルプローブ 
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0911-067 

図 5 プローブオプション 

以下の番号は、上の図 5 に対応しています。 

1 = PTU303 プローブ、小型プローブタイプ 
2 = PTU307、高湿タイプ（オプションの加温プローブ） 
3 = 温度プローブ 

プローブケーブル長については、216 ページの表 41 を参照してく

ださい。 
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加温プローブ PTU307 
プローブと外部環境の間に温度差があると、センサに結露が発生

する恐れが生じます。濡れたプローブは、外気の湿度を正しく測

定することはできません。結露した水が汚れている場合、プロー

ブの寿命が短くなり、校正値が変化することがあります。 

PTU307 プローブは、高湿および急速な湿度変化により結露が発生

する可能性がある用途で使用します。プローブヘッドが常に加温

されていて、ヘッドの温度は常に周辺の温度よりも高く保たれて

います。このためプローブの結露を避けることができます。加温

プローブの消費電力は、他のプローブより少し高くなります。 
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第 3 章 

設置 

この章では、製品を設置する際に役立つ事項について説明します。 

ハウジングの取り付け 

ハウジングはオプションの取り付けプレートの有無にかかわらず

取り付け可能です。 

取り付けプレートなしの標準取り付け  

変換器を壁面に、たとえば M6 ネジ 4 本（付属していません） 

で締め付けてハウジングを取り付けます。 

 
0601-011 

図 6 標準取り付け 
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壁面取り付けキットを使用した壁面取り付け 

壁面取り付けキットで取り付ける場合は、取り付けプレート（ヴ

ァイサラ注文コード：214829）は壁面や標準電源ボックス（中継

ボックス）に直接設置できます。背面の壁を通して配線する場合

は、取り付ける前に変換器の配線穴からプラスチックプラグを取

り除いてください。 

 
0503-004 

図 7 壁面取り付けキットを使用した取り付け 

以下の番号は、上の図 7 に対応しています。 

1 = プラスチック製取り付けプレート 
2 = M6 ネジ 4 本（付属していません）でプレートを壁面に

取り付けます 
3 = アーチ側が上になります 
4 = 固定用 M3 ネジ 4 本（付属）で PTU300 を取り付けプレ

ートに固定します 
5 = 壁面/中継ボックス取り付け用の穴 
 



第 3 章 _______________________________________________________________________ 設置 

VAISALA ________________________________________________________________________ 37 

 
0804-065 

図 8 プラスチック製取り付けプレートの寸法（mm/インチ） 
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PTU301 ショートケーブルプローブは、プローブホルダープレー

ト（ヴァイサラ注文コード：226252）を使用して壁面に取り付け

るように設計されています。プローブホルダープレートは、プレ

ースホルダーが下部にある点を除き、標準取り付けプレートと同

じです。 

 
0911-061  

図 9 プローブ取り付けプレートの寸法（mm/インチ） 
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DIN レール取り付けキットを使用した取り

付け 
DIN レール取り付けキットには、壁面取り付けキット、クリップ

ファスナー 2 本、M4 x 10 ネジ DIN 7985（ヴァイサラ注文コード 
215094）2 本が含まれています。 

1. 取り付けキット付属のネジを使って、スプリングホルダー 2 
個をプラスチック製取り付けプレートに固定します。 

2. ネジ 4 本（付属）を使って、PTU300 をプラスチック製取り

付けプレートに固定します。 
3. クリップファスナーがレールにカチっと収まるように変換器

を DIN レールに押し込みます。 

 
0503-002 

図 10 DIN レール取り付けキットを使用した取り付け 
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ポールまたはパイプライン用取り付けキッ

トを使用したポール取り付け 

ポールまたはパイプライン用取り付けキット（ヴァイサラ注文コ

ード：215108）には、ポール取り付け用に金属製取り付けプレー

トと取り付けナット 4 個が含まれています。取り付け時は、金属

製取り付けプレートの矢印を上に向けてください。41 ページの図 
13 を参照してください。 

  
0503-006 

図 11 垂直ポール 

以下の番号は、上の図 11 に対応しています。 

1 = 30 ～ 102 mm ポール用 U ボルト（2 個）M8（付属）*。 
2 = 取り付けナット M8（4 個） 

* 変換器に D-9 コネクタ（屋外での取り付けには非推奨）がある

場合、U ボルトは、上端が直径 30 ～ 102 mm（約 80 mm 以上）の

範囲のポールを使用する場合のみ取り付けることができます。 

 
0503-007 

図 12 水平ポール 

番号は上の図 12 に対応しています。 

1 = 取り付けナット M8（4 個） 
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金属製取り付けプレートは、ポールまたはパイプライン用取り付

けキットのレインシールドに含まれています。 

 
0503-041 

図 13 金属製壁面取り付けプレートを使用した取り付け 

以下の番号は、上の図 13 に対応しています。 

1 = M8 ネジ 4 本（付属していません）でプレートを壁面に取

り付けます 
2 = 固定用 M6 ネジ 4 本（付属）で PTU300 を取り付けプレ

ートに固定します 
3 = 取り付け時に、矢印の向きに注意してください。取り付

け時、矢印は上向きである必要があります。 
 

 
0509-151 

図 14 金属製取り付けプレートの寸法（mm/インチ） 
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取り付けキット付きのレインシールドの取

り付け 

変換器（特にディスプレイ/キーパッドオプション付きの変換器）

を屋外に設置する場合は、レインシールドを使用することを強く

お勧めします。 

 
0503-008 

図 15 取り付けキット付きのレインシールドの取り付け 

以下の番号は、上の図 15 に対応しています。 

1 = 取り付けキット付きレインシールド（ヴァイサラ注文コー

ド：215109）を金属製取り付けプレートに 2 本の（M6）
取り付けネジ（付属）で締め付けます 

2 = レインシールドを付けた取り付けプレートを壁またはポー

ルに固定します（ポール取り付けを参照） 
3 = 固定用ネジ 4 本（付属）で変換器を取り付けプレートに固

定します 
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パネル取り付けフレーム 

オプションのパネル取り付けフレーム（ヴァイサラ注文コード：

216038）を使用すると、埃が入らないようにきちんと変換器を取り

付けることができます。このフレームは薄い柔軟性のあるプラスチ

ック製の板でできていて、片面には粘着テープが付いています。 

このフレームを使用して、取り付け穴の粗さを隠し、外観を良く

することができます。パネル取り付けフレームには変換器の重量

を支える強度はなく、取り付け用の支持具も含まれていません。 

パネル取り付けフレームの使用方法は次のとおりです。 

1. フレームを型板として使用して、取り付け穴に必要なサイズ

をパネルにマークを付けます。 
2. パネルに穴を開けます。 
3. 適切な支持具を使用して、パネルの中に変換器を取り付 

けます。 
4. フレームに付いている粘着テープの保護紙を剥し、変換器の

周囲にフレームを貼り付けます。43 ページの図 16 を参照し

てください。 

 
0704-002 

図 16 パネル取り付けフレーム 

以下の番号は、上の図 16 に対応しています。 

1 = パネル（付属していません） 
2 = パネル取り付けフレーム 
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 0804-083 

図 17 パネル取り付け寸法（mm/インチ） 
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配線 

ケーブルブッシング 

電源やアナログ/シリアルの接続用ケーブルには、シールド付きの 
3 ～ 10 芯の電気ケーブルをお勧めします。ケーブル径は 8 ～ 11 mm 
としてください。ケーブルブッシングの数は変換器のオプションに

よって異なります。ケーブルブッシングについては以下の推奨事項

を参照してください。 

 
0604-059 

図 18 ケーブルブッシング 

以下の番号は、上の図 18 に対応しています。 

1 = 信号/電源用ケーブル Ø8 ～ 11 mm 
2 = 圧力ポート 
3 = オプションの電源モジュール用ケーブル Ø8 ～ 11 mm 
 

注記 使用環境の電気ノイズレベルが高い場合（強力な電気モーターが

近くにある場合など）は、シールド付きケーブルを使用するか、

信号ケーブルを他のケーブルから離すことをお勧めします。 
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ケーブルの接地 

EMC 性能を最大限に発揮するために、電気ケーブルのシールドは

適切に接地してください。 

 
0605-027 

図 19 電気ケーブルのシールドの接地 

以下の手順を実施するときは、上の図 19 を参照してください。 

1. 外部被覆を必要な長さに剥きます。 
2. 編組シールドまたはシールド箔を寸法 X 分ほど剥きます。 
3. ドーム形キャップナット（1）およびグランドのシールイン

サートと接触ソケット（2 と 3）を、図に示すようにケーブ

ルに押し付けます。 
4.  編組シールドまたはシールド箔を約 90º 折り返します（4）。 
5. グランドのシールインサートと接触ソケット（2 と 3）を編

組シールドまたはシールド箔まで押し付けます。 
6. 下の部分（5）をハウジングにはめ込みます。 
7. グランドのシールインサートと接触ソケット（2 と 3）のシ

ールを下の部分（5）に押し込みます。 
8. ドーム形キャップナット（1）を下の部分（5）の上に取り付

けます。 
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変換器ハウジングの接地 

変換器ハウジングを接地する必要がある場合、接地コネクタはハ

ウジングの中にあります。30 ページの図 2 を参照してください。

プローブがハウジングと同電位に接続されていることと、異なる

点での接地は必ず同電位であることを確認してください。電位差

があると有害なアース電流が発生することがあります。 

出力信号から電源線をガルバニック絶縁する必要がある場合、オ

プションのガルバニック絶縁モジュール付きで PTU300 を注文す

ることができます。このモジュールは有害な接地ループを防止し

ます。 

代替配線システム 

変換器を接続するには、オプションの方法として、基本的な配線

の使用、8 ピンコネクタの使用、または D-9 コネクタの使用の 3 
つがあります。 

配線システムは、機器の注文時に選択します。配線にコネクタが

必要な場合は、工場でセットされます。 

- 基本的な配線を使用する場合は、「信号と電源の配線」を参照

してください。 
- 8 ピンコネクタを使用する場合は、49 ページの「8 ピンコネク

タ」を参照してください。 
- D-9 コネクタを使用する場合は、50 ページの「D-9 コネクタ」

を参照してください。 
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信号と電源の配線 

電源モジュールを配線する場合は、57 ページの「電源モジュール」

を参照してください。 

 
0506-028 

図 20 マザーボードのネジ端子ブロック 

以下の番号は、上の図 20 に対応しています。 

1 = 電源端子 10 ～ 35 VDC、24 VAC 
2 = ユーザーポート（RS-232 端子） 
3 = アナログ信号端子 
 

警告 配線が通電していないことを確認した上で接続してください。 

 
1. 4 本のカバーネジを取り外し、変換器カバーを開きます。 
2. 変換器底部のケーブルブッシングを通して電源線と信号線を

挿入します。前のセクションの接地手順を参照してください。 
3. アナログ出力ケーブルを端子 Ch1 +、Ch1-、Ch2+、Ch2- に

接続します。RS-232 ユーザーポートケーブルを RxD、GND、

TxD 端子に接続します。RS-232 接続の詳細については、93 ペ
ージの「シリアルライン通信」を参照してください。 

4. オプションモジュールを配線するときは、該当するセクショ

ンの手順を参照してください。 
- RS-422/485 インターフェース （66 ページの） 
- リレー （64 ページの） 
- 3 番目のアナログ出力 （62 ページの） 
- LAN インターフェース （69 ページの） 
- WLAN インターフェース （71 ページの） 
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5. 電源線を POWER 10...35V= 24V~ の（+）端子と（－）端子

に接続します。24 VAC 電源を使用する場合は、電源線の接

続前に以下の「注意」を参照してください。 
6. 電源をオンにします。正常な作動中は、カバー上のインジケ

ータ LED が点灯します。 
7. カバーを閉め、カバーネジを元に戻します。これで変換器の

使用準備が整いました。 

8 ピンコネクタ 

 
 1104-126 

図 21 オプションの 8 ピンコネクタのピン配列 

表 5 オプションの 8 ピンコネクタの配線 
ピン  配線 シリアル信号 アナログ信号 

 RS-232（EIA-232）  RS-485（EIA-485） 
1 白 データ出力 TX D1+ Ch 3- 
2 茶 （シリアル GND） （シリアル GND） 信号 GND（チャ

ンネル 1 および 2 
用） 

3 緑  -  - Ch 2+ 
4 黄  -  - Ch 1 + 
5 グレー  電源 － 電源 － 電源 － 
6 ピンク 電源 + 電源 + 電源 + 
7 青 データ入力 RX D0－ Ch 3+ 
8 シールド/赤 ケーブルシールド ケーブルシールド ケーブルシールド 

 

注記 8 ピンコネクタは、AC（コンセント）電源と接続されるリレーモ

ジュールや電源モジュールと共に使用することはできません。 
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D-9 コネクタ 

 
 0605-123 

図 22 オプションの D-9 コネクタの配線 

表 6 RS-232/485 シリアル出力のピン割り当て 
ピ

ン 
 線の色 シリアル信号 

RS-232 C RS-485 
1 赤   
2 白 TX  
3 黒 RX  
4 黄   
5 茶 接地  
6 緑  D0－ 
7 青 電源電圧の接地 電源電圧の接地 
8 グレー  D1+ 
9 オレンジ 電源電圧 電源電圧 

 

注記 D-9 コネクタは、IP65 に準拠していないため、屋外では使用しな

いことをお勧めします。 
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24 VAC 電源への接続 
各変換器を個別の非接地電源に接続することをお勧めします（下の

図 23 の上の図を参照）。複数の変換器またはその他の機器を 1 つ
の AC 電源に接続する必要がある場合、位相（~）を各変換器の（+）
コネクタに必ず接続してください（図 23 の下の図を参照）。 

注意 24 VAC 電源の使用 

火災および損傷を防止するため、24 VAC 配線を接地するか、他

の機器の "－"、"0"、または "GND" 端子に接続する場合は、同じ

配線を "－" 端子と変換器に接続する必要があります。 

 

 
0703-041 

図 23 24 VAC 電源への接続 
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プローブの取り付け 

湿度測定や特に校正の際には、プローブの温度と測定環境の温度

が同じであることが不可欠です。環境とプローブの間にわずかで

も温度差があると、誤差が生じます。下図に示すように、温度が 
+20 °C で相対湿度が 100 %RH の場合、環境とプローブの間に 
±1 °C の差があると ±6 %RH の誤差が生じます。 

下のグラフは周囲温度とセンサ温度の差が 1 °C である場合の 
100 %RH での測定誤差（左側）を示しています。 

 
0507-023 

図 24 100 %RH での測定誤差 
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ケーブル付きプローブの一般指示事項 
ケーブル付きプローブは、プローブを水平にして取り付けます。

この方法により、チューブに凝結した水がセンサに流れることは

ありません。 

プローブをプロセスに垂直に取り付ける以外に選択肢がない場合

は、ケーブルを通した場所を十分シールして断熱してください。

また凝結した水がケーブルを伝わってプローブへ流れるのを防止

するため、ケーブルはゆるく吊してください。 

 
0507-024 

図 25 プローブの水平取り付け 

以下の番号は、上の図 25 に対応しています。 

1 = 各部をシールします 
2 = 断熱します 
3 = ケーブルを絶縁します 
4 = ケーブルをゆるく吊るし、結露した水がケーブルを伝わ

ってセンサに流入するのを防ぎます。 
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0507-022 

図 26 プローブの垂直取り付け 

以下の番号は、上の図 26 に対応しています。 

1 = 各部をシールします 
2 = ケーブルを絶縁します 
3 = 断熱します 
4 = ケーブルをゆるく吊るし、結露した水がケーブルを伝わ

ってセンサに流入するのを防ぎます。 

注記 金属に沿った熱伝導による結露の問題を避けるため、加温プロー

ブ（PTU307）を金属構造物に取り付けないでください。 

 

もしプロセス内の温度が周囲温度よりも高い場合は、プローブ全

体とケーブルをなるべく長く、プロセス内に入れてください。こ

れにより、ケーブルの熱伝導による測定誤差を防ぐことができま

す。 

ダクトやチャンバーに取り付ける場合、プローブはダクト側面か

ら挿入してください。もし側面での取り付けが不可能で、プロー

ブを上部から挿入する場合は、十分に断熱してください。 

ヴァイサラプローブ取り付けキットと取り付け例については、227 
ページの付録 A を参照してください。 
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小型プローブタイプ PTU303 
PTU303 は小型プローブタイプ（d=12 mm）で、最大 +80°C
（+176°F）まで対応するプローブです（気圧測定の温度限界は 
+60°C（140°F）です）。このプローブは、気象観測ステーション、

環境補正、レーザー干渉計、およびテストベンチに適しています。

このプローブはダクトやチャンバー等への設置に適しています。

取り付けキットはヴァイサラから入手できます。 

PTU303 用の以下のプローブ取り付けキットと取り付け例につい

ては、227 ページの付録 A を参照してください。 

- ダクト取り付けキット 

- ケーブルグランド 

 

高湿環境用の PTU307 
PTU307 は、相対湿度が非常に高く、飽和に近い環境に適してお

り、加温プローブがセンサの飽和を防ぎます。オプションで温度

プローブを追加できます。 

PTU307 RH+T プローブは、最大 +180°C（+356°F）までの温度に

適しています（気圧測定の温度限界は +60°C（140°F）です）。 

PTU307 の以下のプローブ取り付けキットと取り付け例について

は、227 ページの付録 A を参照してください。 

- ダクト取り付けキット 

- ケーブルグランド 

- スウェジロック耐圧コネクタ 

- ヴァイサラの気象観測用取り付けキット 

取り付けキットには湿度プローブ用と温度プローブ用の 2 種類が

あります。 
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温度プローブ（オプション） 
PTU307（加温プローブ付き）および PTU30T 変換器モデルで周囲

温度を測定するために追加温度プローブを利用できます。この追

加温度プローブによって、露点、混合比以外の湿度項目を測定で

きます。温度プローブは、工場で変換器に接続する必要がありま

す。ユーザーがケーブルを取り外したり、再接続したりしないで

ください。 

追加温度プローブは、PTU307 プローブと同じ測定環境に設置す

る必要があります。加温プローブの熱が温度プローブに伝わらな

いようにしてください。 

動作温度限界 
PTU307、PTU303、および PTU30T プローブの動作温度限界は、

PTU300 変換器よりも高く設定されています。変換器の温度限界

は、気圧測定の上限温度 +60°C（140°F）に基づいており、これは

すべての PTU300 シリーズモデルに適用されます。 

下の表 7 に、PTU300 シリーズプローブを RH 測定または T 測定

に使用する場合の動作温度限界を示します。 

表 7 PTU301、303、307、および 30T の温度範囲および

動作圧力範囲 
 PTU 301 PTU303 PTU 307 PTU30T* 

変換器の気圧測定温

度限界 
-40 ～ +60 °C 
（-40 ～ +140 °F） 

-40 ～ +60 °C 
（-40 ～ +140 °F） 

-40 ～ +60 °C 
（-40 ～ +140 °F） 

-40 ～ +60 °C 
（-40 ～ +140 °F） 

RH または T 測定時

のプローブの動作温

度限界 

-40 ～ +60 °C 
（-40 ～ +140 °F） 

-40 ～ +80 °C  
（-40 ～ +176 °F） 

-40 ～ +180 °C 
（-40 ～ +356 °F） 
 

-70 ～ +180 °C 
（-94 ～ +356 °F）* 

+20 °C（+68 °F） 
での精度 

± 0.2 °C  
（± 0.4 °F） 

± 0.2 °C  
（± 0.4 °F） 

± 0.2 °C  
（± 0.4 °F） 

± 0.1 °C  
（± 0.18 °F） 

温度の単位 °C、°F °C、°F °C、°F °C、°F 
 

* PTU30T は T および P 測定のみに使用でき、RH 測定には使用できません。 
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オプションモジュール 

電源モジュール 
AC（コンセント）電源から電源モジュールへの接続は、資格のあ

る電気技術者のみが行ってください。容易にアクセスできる遮断

装置を固定配線に組み込む必要があります。 

 
0506-027 

図 27 電源モジュール 

以下の番号は、上の図 27 に対応しています。 

1 = AC（コンセント）電源の電圧線をこれらの端子に接続し

ます 
2 = 接地用端子 
3 = モジュールが工場で取り付け済みでない場合、これらの

端子からマザーボードの POWER 10 ... 35V 24V 端子に配

線します。 
4 = + 
5 = - 
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設置 

1. 電源を切断し、変換器カバーを開きます。 
2. ケーブルグランドから保護プラグを外し、配線を通します。

電源モジュールが工場で取り付け済みの場合、ステップ 5 に
進みます。 

3. モジュールを取り付けるには、4 本のネジで電源モジュール

をハウジングの底部に固定します。位置については、30 ペ
ージの図 2 を参照してください。 

4. 配線を電源モジュールの + と － のマークの付いた端子から、

変換器のマザーボード上の POWER 10 ... 35 V 24V 端子に接続

します。 
5. AC コンセント電源の電圧線を N と L マークの付いた電源モ

ジュール端子に接続します。 
6. 接地線を変換器の右側にある接地端子に取り付けます。

  
7. 電源を接続します。正常な作動中は、変換器のカバー上の 

LED が点灯します。 
 

警告 電源が入っている状態で電源モジュールを変換器から外さないで

ください。 

 

警告 電源モジュールが変換器に取り付けられていない場合は、コンセ

ント電源を電源モジュールに接続しないでください。 

 

警告 保護接地端子は常に接続してください。 
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警告 

Dieses Produkt entspricht der Niederspannungsrichtlinie (2006/95/EWG). 

- Das Netzmodul darf nur von einem dazu befugten Elektriker angeschlossen werden.  
- Trennen Sie das Netzmodul nicht vom Messwertgeber, wenn der Strom eingeschaltet ist. 
- Verbinden Sie das Netzmodul nur mit der Spannungsquelle, wenn es im Messwertgeber 

PTU300 montiert ist. 
- Das Erdungskabel muss zum Schutz immer angeschlossen sein. 

 

Ce produit est conforme à la Directive relative à la Basse Tension 
(2006/95/EEC). 

- Seul un électricien compétent est habilité à raccorder le module d’alimentation au secteur.  
- Ne pas détacher le module d’alimentation du transmetteur lorsqu’il est en service. 
- Ne pas raccorder le secteur au module d’alimentation lorsque celui-ci n’est pas installé dans 

le transmetteur PTU300. 
- Toujours raccorder un bornier de protection à la terre. 

 

Tämä tuote on pienjännitedirektiivin (2006/95/EEC) mukainen. 

- Vaihtovirtaliitännän saa kytkeä tehonsyöttömoduuliin ainoastaan valtuutettu sähköasentaja 
- Älä irrota tehonsyöttömoduulia lähettimestä, kun virta on kytkettynä. 
- Älä kytke verkkovirtaa tehonsyöttömoduuliin, jos kyseistä moduulia ei ole asennettu PTU300 

lähettimeen. 
- Kytke aina maadoitusliittimet. 

 

Denna produkt uppfyller kraven i direktivet om lågspänning (2006/95/EEC). 

- Nätanslutningen (växelströmsanslutningen) får bara anslutas till strömförsörjningsmodulen 
av en behörig elektriker. 

- Ta inte loss strömförsörjningsmodulen från mätaren när strömmen är på. 
- Anslut inte strömförsörjningsmodulen till nätet när den inte är installerad i PTU300-mätaren 
- Anslut alltid en skyddande jordningsplint. 

 

Questo prodotto è conforme alla Direttiva sul basso voltaggio (2006/95/CEE). 

- La conduttura elettrica può essere collegata al modulo di alimentazione elettrica soltanto 
da un elettricista autorizzato. 

- Non staccare l’alimentazione elettrica dal trasmettitore quando è acceso. 
- Non collegare la corrente elettrica al modulo di alimentazione elettrica se non è installato nel 

trasmettitore PTU300. 
- Collegare sempre il morsetto protettivo a terra! 
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Dette produkt er i overensstemmelse med direktivet om lavspænding 
(2006/95/EØS). 

- Netstrømskoblingen til må kun tilsluttes strømforsyningsmodulet af en autoriseret elinstallatør 
- Strømforsyningsmodulet må ikke løsgøres fra senderen, mens spændingen er sluttet til. 
- Slut ikke netspændingen til strømforsyningsmodulet, når det ikke er installeret i PTU300- 

senderen 
- Forbind altid den beskyttende jordklemme! 

 

Dit product voldoet aan de eisen van de richtlijn 2006/95/EEG 
(Laagspanningsrichtlijn). 

- De stroom kan aan de stroomtoevoer module aangesloten worden alleen door een bevoegde 
monteur.  

- Het is niet toegestaan de stroomtoevoer module van de transmitter los te koppelen wanneer 
de stroom aan is. 

- Het is niet toegestaan de stroom aan de stroomtoevoer module aan te sluiten als deze niet 
in een PTU300-transmitter is gemonteerd.  

- Altijd beschermend aardcontact aansluiten!  

 

Este producto cumple con la directiva de bajo voltaje (2006/95/EEC). 

- La conexión de la alimentación principal al módulo de alimentación sólo puede realizarla 
un electricista autorizado. 

- No desenchufe el módulo de alimentación del transmisor cuando esté encendido. 
- No conecte la alimentación principal al módulo de alimentación cuando no esté instalado 

en el transmisor PTU300. 
- Conecte siempre el terminal de protección de conexión a tierra.  

 

See toode vastab madalpinge direktiivile (2006/95/EEC). 

- Voolukaabli võib vooluallika mooduli külge ühendada ainult volitatud elektrik. 
- Ärge ühendage vooluallika moodulit saatja küljest lahti, kui vool on sisse lülitatud. 
- Ärge ühendage voolukaablit vooluallika mooduli külge, kui seda pole PTU300-tüüpi saatjasse 

paigaldatud. 
- Ühendage alati kaitsev maandusklemm! 

 

Ez a termék megfelel a Kisfeszültségű villamos termékek irányelvnek 
(2006/95/EGK). 

- A hálózati feszültséget csak feljogosított elektrotechnikus csatlakoztathatja 
a tápegységmodulra. 

- A bekapcsolt távadóról ne csatolja le a tápegységmodult. 
- Ne csatlakoztassa a hálózati feszültséget a tápegységmodulhoz, ha az nincs beépítve 

a PTU300 távadóba. 
- Feltétlenül csatlakoztasson földelő védőkapcsot! 
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Šis produktas atitinka direktyvą dėl žemos įtampos prietaisų (2006/95/EB). 

- Elektros tinklą su energijos tiekimo moduliu sujungti gali tik įgaliotas elektrikas. 
- Niekada neišimkite energijos tiekimo modulio iš siųstuvo, kai maitinimas yra įjungtas. 
- Jei energijos tiekimo modulis nėra įmontuotas PTU300 siųstuve, nejunkite jo į elektros tinklą. 
- Visada prijunkite prie apsauginės įžeminimo jungties! 

 

Šis produkts atbilst Zemsprieguma direktīvai (2006/95/EEC). 

- Strāvas pieslēgumu var pieslēgt pie barošanas avota moduļa tikai autorizēts elektriķis. 
- Neatvienot barošanas avota moduli no raidītāja, kad pieslēgta strāva. 
- Nepievienot strāvu barošanas avota modulim, ja tas nav uzstādēts PTU300 raidītājā 
- Vienmēr pievienot aizsargājošu iezemētu terminālu ! 

 

Ten produkt spełnia wymogi Dyrektywy niskonapięciowej (2006/95/EEC). 

- Napięcie zasilające powinno zostać podłączone do modułu zasilacza tylko przez 
wykwalifikowanego elektryka. 

- Nie wolno odłączać modułu zasilacza od nadajnika, kiedy zasilanie jest włączone. 
- Nie wolno podłączać napięcia zasilającego do modułu zasilacza, kiedy nie jest on 

zamontowany w nadajniku PTU300. 
- Zawsze należy podłączać zabezpieczający zacisk uziemiający! 

 

Tento výrobek vyhovuje Směrnici pro nízké napětí (2006/95/EEC). 

- Připojení síťového napájení k napájecímu modulu smí provádět pouze oprávněný elektrikář. 
- Neodpojujte napájecí modul od snímače při zapnutém napájení. 
- Nepřipojujte síťové napájení k napájecímu modulu, pokud není instalován ve snímači 

PTU300. 
- Vždy zapojte ochrannou zemnící svorku! 
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電源のガルバニック絶縁 
出力信号から電源線をガルバニック絶縁する必要がある場合、オプ

ションのガルバニック絶縁モジュール付きで PTU300 を注文するこ

とができます。このモジュールは有害な接地ループを防止します。 

注記 AC 電源モジュールを使用している場合は、ガルバニック絶縁モ

ジュールは必要ありません。これら 2 つのモジュールは、物理的

に互換性がなく、同時に取り付けられないことにも注意してくだ

さい。両方のモジュールを取り付けると、変換器のカバーが完全

に閉まらなくなります。 

 

 
0506-030 

図 28 ガルバニック絶縁モジュール 

番号は上の図 28 に対応しています。 

1 = ガルバニック絶縁モジュール 
 

3 番目のアナログ出力 

 
0503-030 

図 29 3 番目のアナログ出力 

以下の番号は、上の図 29 に対応しています。 

1 = フラットケーブルピン 
2 = 信号線用ネジ端子 
3 = 出力モードおよび範囲選択用の DIP スイッチ 
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取り付けと配線 

1. 電源を切断します。アナログ出力モジュールが工場で取り付

け済みの場合、ステップ 4 に進みます。 
2. モジュールを取り付けるには、変換器のカバーを開き、4 本

のネジでアナログ出力モジュールを MODULE 1 の位置に取

り付けます。30 ページの図 2 を参照してください。 
3. アナログ出力モジュールとマザーボードの MODULE 1 用コ

ネクタをフラットケーブルで接続します。 
4. ケーブルグランドから保護プラグを外し、配線を通します。 
5. 配線を Ch+ と Ch－ のマークの付いたネジ端子に接続します。 
6. スイッチ 1 と 2 のいずれかを ON に設定することで電流/電

圧出力を選択します。 
7. スイッチ 3 ～ 7 のいずれかを ON に設定することで範囲を選

択します。 
 

注記 一度に ON にできるのはスイッチ 1 と 2 のいずれか 1 つです。 

一度に ON にできるのはスイッチ 3 ～ 7 のいずれか 1 つです。 
  

 
 0508-029 

図 30 3 番目のアナログ出力の選択 

8. 電源を接続します。 
9. 出力項目を選択し、シリアルライン経由かディスプレイ/キー

ボードでチャンネルのスケールを設定します。152 ページの

「アナログ出力項目」を参照してください。アナログ出力の

テストについては、153 ページの「アナログ出力のテスト」を

参照してください。故障時表示の設定については、155 ページ

の「アナログ出力の故障時表示設定」を参照してください。 
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リレー 
PTU300 は、設定可能なリレーモジュールを 1 つ取り付けること

ができます。各モジュールでは 2 点のリレーを設定できます。接

点定格については、217 ページの「オプションモジュールの技術

仕様」を参照してください。 

取り付けと配線 

1. 電源を切断し、変換器カバーを開きます。リレーモジュール

が工場で取り付け済みの場合、ステップ 5 に進みます。 
2. モジュールを取り付けるには、4 本のネジでリレーモジュー

ルをハウジングの底部に固定します。位置については、30 
ページの図 2 を参照してください。 

3. コンセント電源を使用している場合は、接地線を接地端子に

取り付けます。 
4. リレーモジュールとマザーボードの MODULE 1 ピンをフラ

ットケーブルで接続します。 
5. ケーブルグランドから保護プラグを外し、リレー配線を通し

ます。 
6. 配線を次のネジ端子に接続します。NO、C、および NC。

「リレー作動状態の選択」を参照してください。 
7. 電源を接続し、カバーを閉めます。 

リレー作動状態の選択 

中央の C 端子と、NO/NC 端子のいずれか 1 つを接続する必要があ

ります。リレー極性は任意に選べます。 

NO  通常開 
C  共通リレー 
NC  通常閉 
 

リレー非作動： C と NC の出力は閉、NO は開 
リレー作動： C と NO の出力は閉、NC は開 
 

注記 リレーの動作方法（リレー出力項目の選択、リレーセットポイン

トの設定など）については、156 ページの「リレーの動作」を参

照してください。 
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0503-037 

図 31 リレーモジュール 

以下の番号は、上の図 31 に対応しています。 

1 = リレー 1 または 3 のインジケータ LED 
2 = リレーテストボタン 
3 = フラットケーブルピン 
4 = リレー 2 または 4 のインジケータ LED 
 

警告 変換器の電源を切断している場合でも、リレーモジュールに危険

電圧が存在している可能性があります。変換器を開ける前に、変

換器とリレー端子に接続した電圧の両方のスイッチをオフにする

必要があります。 

 

警告 変換器を接地せずに、コンセント電源をリレーユニットに接続し

ないでください。 
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RS-422/485 インターフェース 
RS-422/485 インターフェースを使用すると、RS-485 ネットワーク

と PTU300 変換器間で通信を行うことができます。RS-485 インタ

ーフェースは絶縁されており、最高通信速度は 115200 ビット/秒
となっています （最大バス長が 1 km の場合は、19200 ビット/秒
未満のビットレートを使用してください）。 

ネットワークに RS-232/RS-485 コンバーターを選択している場合

は、電源内蔵型コンバーターを使用しないでください。必要な消

費電力をサポートしているとは限らないためです。 

注記 RS-485 モジュールを接続している場合、PTU300 メインボード上

の RS-232 ユーザーポートは使用したり接続したりできません。

サービスポートは正常に動作します。 

 
1102-023 

図 32 RS-485 モジュール 

以下の番号は、上の図 32 に対応しています。 

1 = フラットケーブルピン 
2 = 選択スイッチ 
3 = 配線用ネジ端子 
 

注記 以前のバージョンの RS-422/485 モジュールのデータ回線には、

D1+ と D0- ではなく A と B のマークが付けられています。回線

がアイドル状態の場合、D1+ は D0- と比べて正の電圧がかかって

います。 

このモジュールを接続する場合、通信の問題が発生したときに 
D1+ と D0－ の配線を交換できるよう備えておいてください。 

1

2

3
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取り付けと配線 

1. 電源を切断します。RS-422/485 モジュールが工場で取り付け

済みの場合、ステップ 4 に進みます。 
2. モジュールを取り付けるには、変換器のカバーを開き、4 本

のネジで RS-422/485 モジュールをハウジングの底部に取り

付けます。 
3. RS-422/485 モジュールとマザーボードの MODULE 1

（Communications） ピンをフラットケーブルで接続します。 
4. ネットワークの配線をケーブルグランドに通して引き出し 

ます。 
5. ツイストペア線（1 対または 2 対）をネジ端子に下の表 8 の

ように接続します。 
 

表 8 ツイストペア線のネジ端子への接続 
ネジ端子 データライン 

（2 線 RS-485） 
データライン 
（4 線 RS-422/485） 

1 （接続なし） Rx D0－ 
2 （接続なし） Rx D1+ 
3 共通 共通 
4 D0－ Tx D0－ 
5 D1+ Tx D1+ 
RS-422/485 ネットワークでの問題発生を防止するために、共

通端子は他の機器の対応する端子に配線してください。 
6. RS-422 または RS-485 を使って PTU300 を 1 台だけマスター

コンピュータに接続する場合は、スイッチ 1 と 2 を ON にす

ることによって PTU300 の内部終端処理を行うことができま

す。マスターのライン終端も終端処理を確実に行ってくださ

い（マスターの内部終端、または別途ターミネータを使用し

ます）。 
複数の変換器を同じ RS-485 バスに接続する場合は、スイッ

チ 1 と 2 を OFF にして、バスの両端を別途ターミネータで

終端させてください。こうすることによりバス操作を妨げる

ことなく変換器を取り外すことができます。 

注記 別途ターミネータを使わずに、RS-485 バスの終端で変換器の内部

終端処理を行った場合、変換器を外すとバス操作を妨げることに

なります。 
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7. 選択スイッチ 3 を使ってバスタイプ（4 線/2 線）を選択します。 
 
4 線モードでは RS-485 マスターは Rx D1+ と Rx D0- 端子を介

してデータを PTU300 に送り、Tx D1+ と Tx D0- 端子を介して 
PTU300 からデータを受け取ります。 

 
 1102-028 

図 33 4 線 RS-485 バス 

表 9 4 線（スイッチ 3：オン） 
RS485 マスター データ PTU300 
Tx D1+ → Rx D1+ 
Tx D0－ → Rx D0－ 
Rx D1+ ← Tx D1+ 
Rx D0－ ← Tx D0－ 

スタブ

終端 終端

終端 終端

ツイストペア

120R
120R

120R

120R

ツイストペア

スタブ

スタブ

ボーレート19200 スタブ 3m未満
ボーレート112000 スタブ 0.3m未満

Rx D0－
Rx D1+
共通
Tx D0－
Tx D1+

スイッチ
終端オフ
終端オフ
2/4線オン
RS422オフ

Tx D0－
Tx D1+
共通
Rx D0－
Rx D1+

スイッチ
終端オフ
終端オフ
2/4線オン
RS422オフ

Tx D0－
Tx D1+
共通
Rx D0－
Rx D1+

RS485-1

RS485-1

アドレス MM

アドレス NN

RS485バスマスター
共通ライン

共通ライン

スクッ
中継�
ボ

スクッ
中継�
ボ

スクッ
中継�
ボ
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 1102-027 

図 34 2 線 RS-485 バス 

表 10 2 線（スイッチ 3：オフ） 
RS485 マスター データ PTU300 
D1+ ↔ D1+ 
D0－ ↔ D0－ 

8. RS-422 通信モードを使用する場合は、スイッチ 3 と 4 の

両方を ON 位置に設定します（RS-422 モードでは 4 線配線

が必要です）。 

9. 電源を接続し、カバーを閉めます。 

LAN インターフェース 
オプションの LAN インターフェースを使用すると、変換器への

イーサネット接続を行うことができます。ユーザーは PuTTY など

の Telnet クライアントプログラムや Modbus TCP プロトコルを使

用して、仮想端末セッションを確立することができます。LAN イ
ンターフェースを使用している場合は、RS-232 ユーザーポートを

使用したシリアル通信が無効になります。 

終端

終端

120R
D0－
D1+
共通

スイッチ
終端オフ
終端オフ
2/4線オフ
RS422オフ

スタブ

スタブ

スタブ
RS485-1

RS485-1

RS485バスマスター

ツイストペア 共通ライン

アドレス NN

アドレス MM

共通
D0－
D1+

スイッチ
終端オフ
終端オフ
2/4線オフ
RS422オフ

共通
D0－
D1+

120R

ツイストペア 共通ライン

中継�
ボックス

中継�
ボックス

中継�
ボックス
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LAN インターフェースモジュールは、工場（変換器を注文した場

合）またはヴァイサラサービスセンターで取り付ける必要があり

ます。このモジュールは、取り付け後、変換器によって自動的に

認識されます。ネットワークへの物理的な接続には、LAN インタ

ーフェースモジュール上の RJ45 コネクタと標準のツイストペア

イーサネットケーブル（10/100Base-T）を使用します。LAN イン

ターフェース（オプション）付きの変換器は、適切なケーブルと

ケーブルグランドが取り付けられた状態で出荷されます。 

LAN インターフェースは、静的と動的の両方のネットワーク設定

を使用できます。インターフェースで動的設定を使用するよう設

定した場合、LAN インターフェースが接続されているネットワー

クにはその設定を提供する DHCP サーバーが必要です。 

ネットワークの設定には、オプションのディスプレイとキーパッ

ド、またはサービスポートを使用します。設定方法については、

96 ページの「LAN 通信」を参照してください。LAN インターフ

ェースは、Web 設定インターフェースも提供します。これにアク

セスするには、Web ブラウザーのアドレスフィールドに LAN イ
ンターフェースの IP アドレスを入力します。105 ページの「LAN 
および WLAN の Web 設定」を参照してください。 

注意 LAN インターフェースは、信頼されたネットワーク環境（信頼さ

れた企業 LAN またはインターネットを介した VPN ベース接続）

で使用するように設計されています。ネットワークを介して悪意

のあるユーザーから攻撃を受ける恐れがあるため、変換器をパブ

リックネットワークに直接接続しないでください。 

 

 

   

 1 = フラットケーブルコ

ネクタ 
 2 = RJ45 コネクタ、リ

ンクおよび動作表示

用のインジケータ 
LED 付き 

 0709-003 

図 35 LAN インターフェースモジュール 
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WLAN インターフェース 
オプションの WLAN インターフェースを使用すると、変換器への

無線イーサネット接続（IEEE 802.11b）を行うことができます。

ユーザーは PuTTY などの Telnet クライアントプログラムや 
Modbus TCP プロトコルを使用して、仮想端末セッションを確立

することができます。WLAN インターフェースを使用している場

合は、RS-232 ユーザーポートを使用したシリアル通信が無効にな

ります。 

このインターフェースは、有線等価プライバシー（WEP）と Wi-
Fi 保護アクセス（WPA、WPA2）をサポートしています。WEP に
ついては、64 ビットと 128 ビットの暗号化と、オープンシステム

または共有キーによる認証をサポートしています。WPA は、事前

共有キー（PSK）モードで、TKIP または CCMP（AES とも呼ばれ

る）による暗号化と共に使用されます。 

LAN インターフェースと同様に、WLAN インターフェースは静

的と動的の両方のネットワーク設定を使用できます。インターフ

ェースで動的設定を使用するよう設定した場合、WLAN インター

フェースが接続されているネットワークにはその設定を提供する 
DHCP サーバーが必要です。 

WLAN インターフェースは、Web 設定インターフェースも提供しま

す。これにアクセスするには、Web ブラウザーのアドレスフィール

ドに WLAN インターフェースの IP アドレスを入力します。105 ペー

ジの「LAN および WLAN の Web 設定」を参照してください。 

 

   

 1 = フラットケーブルコ

ネクタ 
 2 = アンテナケーブルコ

ネクタ（変換器カバ

ーに接続） 

 0802-103 

図 36 WLAN インターフェースモジュール 
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注意 WLAN インターフェースは、信頼されたネットワーク環境（信頼

された企業 LAN またはインターネットを介した VPN ベース接

続）で使用するよう設計されています。ネットワークを介して悪

意のあるユーザーから攻撃を受ける恐れがあるため、変換器をパ

ブリックネットワークに直接接続しないでください。 
 

注記 WLAN インターフェースの国設定は初期設定で米国になっていま

す。この設定では動作が WLAN チャンネル 1 ～ 11 に制限されて

います。その他のチャンネル（12 ～ 14）を有効にするには、Web 
設定インターフェースを使用して国設定を変更してください。 

 

注記 WLAN インターフェースは、PTU301 固定プローブモデル（壁取

り付け用）と共に使用しないことをお勧めします。PTU301 ショ

ートケーブルプローブは、WLAN インターフェースと共に使用す

るように設計されています。 

WLAN アンテナの取り付け 

WLAN インターフェースモジュールは、工場（変換器を注文した

場合）またはヴァイサラサービスセンターで取り付ける必要があ

ります。変換器の使用を開始する前に、WLAN インターフェース

のアンテナを変換器カバーに付いている RP-SMA コネクタに接続

する必要があります。アンテナの位置については、223 ページの

図 80 を参照してください。 
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データロガーモジュール 
オプションのデータロガーモジュールを使用して、測定データの

データストレージを拡張できます。データロガーを取り付けてい

る場合、このストレージが変換器によって自動的に使用されます。

保存されたデータは、オプションのディスプレイモジュールを使

用して確認したり、シリアル接続を介してアクセスしたりできま

す。80 ページの「グラフ表示履歴」および 145 ページの「データ

の記録」を参照してください。 

データロガーモジュールには不揮発性フラッシュメモリがあり、 
4 つのパラメーターを 10 秒間隔でサンプリングした場合、4 年 5 
ヶ月分のデータを保存することができます。メモリが一杯になっ

ても、データの記録は停止せずに、古いデータから順番に上書き

されます。このモジュールには、パラメーターおよび観測期間ご

とに、一定期間における最小値と最大値が保存されるほか、その

一定期間におけるサンプルデータの平均値がデータ推移値として

保存されます（下の表 11 を参照）。 

表 11 観測期間と分解能 

観測期間 推移/最大/最小の 

計算期間（分解能） 

20 分 10 秒 
3 時間 90 秒 
1 日 12 分 
10 日 2 時間 
2 ヶ月 12 時間 
1 年 3 日 
4 年 12 日 

記録される項目は、ディスプレイ/キーパッドまたはシリアルライ

ンを使用して測定対象に選択している項目と同じです。変換器の

使用を開始する前に、目的の項目が選択されていることを確認し

てください。後から項目を変更した場合、変換器は新しい項目の

記録を開始し、選択されていない項目の記録は停止します。項目

を変更しても、すでにメモリに保存されている測定データは削除

されません。ただし、選択されていない項目のデータにアクセス

するには、まずその項目を測定対象として再選択する必要があり

ます。 

データロガーモジュールには、バッテリーバックアップ付きのリ

アルタイムクロックがあります。このクロックは、工場で協定世

界時（UTC）に設定されており、ユーザーが時間を設定すること

はできません。ロガーのメモリに保存されるデータには、ロガー

のクロックによってタイムスタンプが記録されます。 
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日付と時刻を変換器で設定すると、ロガーのクロックの時間との

オフセットとして変換器のメモリに保存されます。保存されたデ

ータを参照する場合、タイムオフセットはグラフ履歴に表示され

るタイムスタンプとシリアルポートから出力されたデータに適用

されます。データロガーのメモリに記録されているタイムスタン

プは、最初に保存されたままです。 

変換器に時間を設定することによって、クロックドリフト（±2 分
/年未満）を補正できます。これにより、ディスプレイとシリアル

ポートで使用されているタイムオフセットが更新されます。時間

を設定するには、キーパット/ディスプレイまたはシリアルコマン

ドを使用します。 

 

   

 1 = フラットケー

ブルピン 
 2 = バッテリー 

 0706-068 

図 37 データロガーモジュール 

データロガーモジュールは、リセットまたは電源投入後、初期化

されるまで通常少なくとも 10 秒かかります。変換器は、データロ

ガーモジュールの準備ができるまで起動しません。 

正常な作動中は、モジュールのインジケータ LED が緑色に点滅し

ます。LED が赤色に点灯した場合は、モジュールに問題がありま

す。また、変換器は「アドオンモジュールノナイブエラー」を発

生させて問題の発生を示します。モジュールが正しく作動しない

場合は、メンテナンスのために変換器をヴァイサラに送付してく

ださい。 

データロガーモジュールは、工場（変換器を注文した場合）また

はヴァイサラサービスセンターで取り付ける必要があります。こ

のモジュールは、取り付け後、変換器によって自動的に認識され

ます。モジュールの新しいバッテリーが必要な場合は、メンテナ

ンスのために変換器をヴァイサラに送付してください。 
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第 4 章 

操作 

この章では、製品の操作に必要な事項について説明します。 

はじめに 

電源投入後、数秒で変換器カバー上の LED が点灯して、正常に作

動していることを示します。データロガーモジュールを取り付け

ている場合、起動には最大 18 秒かかることがあります。オプショ

ンのディスプレイを使用している場合、変換器の電源を最初に入

れた際に、言語選択メニューウィンドウが開きます。▼▲ 矢印ボ

タンを使用して言語を選択し、エラブボタン（左  ボタン）を

押します。 

圧力は湿度の計算と精度に影響を及ぼします。したがって、正確

な計算のために周囲気圧を考慮に入れる必要があります。PTU300 
は、初期設定では補正用の測定済み気圧を使用します。 

気圧の設定方法については、126 ページの「圧力補正設定」を参

照してください。 
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ディスプレイ/キーパッド（オプション） 

オプションのディスプレイとキーパッドを組み合わせると、機器

の現在の設定と状態、現在の測定値、最近の測定履歴のグラフを

表示するショートカットが有効になります。さらに、この機器に

は、設定を調整し、機能をオンまたはオフにするための使いやす

くて見やすいメニューシステムがあります。 

基本表示 
ディスプレイには選択されている項目の測定値が、選択されてい

る単位で表示されます。基本表示には 1 ～ 4 個の項目を選択でき

ます（117 ページの「項目と単位の変更」を参照）。 
 
 

 
0601-014 

図 38 基本表示 

以下の番号は、上の図 38 に対応しています。 

1 = ジョウホウショートカットキー、82 ページの「情報表示」

を参照。 
2 = グラフショートカットキー、80 ページの「グラフ表示履

歴」を参照。 
3 = 選択されている項目が表示されます 
 

注記 どの表示においても、オワリボタンがない場合でも、右ファンク

ションボタンを 4 秒間押し続けると、基本表示に直接戻ります。 
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気圧の 3 時間推移と傾向の表示 
基本表示の使用 

 
0604-056 

図 39 P3H 推移と傾向を含む基本表示 

以下の番号は、上の図 39 に対応しています。 

1 = 傾向：増加/減少を表すコード番号付きグラフ記号（詳細

については、78 ページの図 40 を参照） 
2 = P3h 記号 
3 = 推移（中央値） 
 

気圧傾向の記号とコード 

観測時点までの 3 時間の気圧傾向を表す特性記号については、78 
ページの図 40 を参照してください。 

出典：The World Meteorological Organization (WMO) publication 
Manual on Codes（世界気象機関（WMO）出版物、コードに関す

るマニュアル）Vol. I.1, International Codes, Part A - Alphanumerical 
Codes, 1995 Edition, WMO - No. 306. Section C, Code Table 0200:a. 
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0604-055 

図 40 気圧傾向の表示 

以下の番号は、78 ページの図 40 に対応しています。 

0 = 上昇後に下降。現在気圧は 3 時間前と同じかまたは高

い。 
1 = 上昇後に安定、または上昇後によりゆるやかに上昇。現

在気圧は 3 時間前よりも高い。 
2 = 上昇（一様にまたは不安定に）。現在気圧は 3 時間前よ

りも高い。 
3 = 下降または安定後に上昇、または上昇後にさらに急速に

上昇。現在気圧は 3 時間前より高い。 
4 = 安定。現在気圧は 3 時間前と同じ。 
5 = 下降後に上昇。現在気圧は 3 時間前と同じまたは低い。 
6 = 下降後に安定、または下降後によりゆるやかに下降。現

在気圧は 3 時間前より低い。 
7 = 下降（一様にまたは不安定に）。現在気圧は 3 時間前よ

り低い。 
8 = 安定または上昇後に下降、または下降後にさらに急速に

下降。現在気圧は 3 時間前より低い。 

気圧傾向  コード 



第 4 章 _______________________________________________________________________ 操作 

VAISALA ________________________________________________________________________ 79 

シリアルラインを使用した方法 

気圧の 3 時間推移と傾向表示はシリアルライン経由でも利用でき

ます。以下のように入力します。 

>form "P=" p "trend=" p3h "tend=" a3h #r#n 
OK 
 
>send 
P=  1024.7trend=     0.8tend=1 

最後の行が値を示します。 

Form コマンドの詳細については、117 ページから始まる「項目と

単位の変更」を参照してください。 

推移が不明の場合 

PTU300 シリーズ気圧計は、気圧傾向がまだ計算できていない場

合、つまり気圧計に電源を入れてからの経過時間が 3 時間未満の

場合、記号「*」を出力します。気圧推移が存在しない場合も同じ

ように表示されます。 

注記 P3H 傾向を表示項目として選択したとき、PTU300 内の記録には、

推移や傾向値ではなく、実際の気圧測定値が書き込まれます。 
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グラフ表示履歴 
グラフ表示は、一度に 1 つの選択されている項目について、デー

タ傾向または最大/最小グラフを表示します。グラフは測定中に自

動更新されます。 

 

 

 
0706-052 

図 41 グラフ表示 

傾向グラフ：平均値をグラフ表示します。それぞれの値は一定期

間における平均値です。下の表 12 を参照してください。 

最大/最小グラフ：最小値と最大値をグラフ形式で表示します。そ

れぞれのポイントは、そのデータポイントで代表される一定時間

における絶対最小値と最大値を示します。下の表 12 を参照してく

ださい。 

表 12 傾向および最大/最小の計算期間 

観測期間 推移/最大/最小の 

計算期間（分解能） 

20 分 10 秒 
3 時間 90 秒 
1 日 12 分 
10 日 2 時間 
2 ヶ月 12 時間 
1 年 3 日 
4 年* 12 日 

* データロガーモジュールの最長ログ期間を示します（データロガーモジュー

ルを取り付けている場合） 

グラフ表示では下記の機能を使用できます。 

- ツギヘボタンを押すと、傾向グラフと最小/最大グラフが切り替

わり、表示用に選択されている項目を順次見ることができます。 
- オワリボタンを押すと、基本表示に戻ります。 
- ▼▲ 矢印ボタンを押すと、グラフの期間が拡大または縮小し 

ます。 
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- ◄► 矢印ボタンを押すと、カーソル（垂直線）が時間軸に沿っ

て移動します。カーソルモードでは、個々の測定ポイントを確

認できます。カーソル位置の数値は左上に表示されます。右上

には、現在から選択した時点までの時間（ロガーモジュールな

しの場合）またはカーソル位置の日付と時刻（ロガーモジュー

ルを取り付けている場合）が表示されます。 
- オプションのデータロガーモジュールを取り付けている場合、

カーソルを画面の外までスクロールすることによって時間軸上

の別のポイントに移動することができます。新しい日付が表示

され、カーソルはスクロール先の日付の中心位置に移動します。 

 

  

 0706-030 

図 42 グラフ表示（データロガーあり） 

データロガーモジュールを取り付けている場合、拡大、カーソル

移動、縮小によって、時間軸を迅速に移動することができます。 

グラフの下に表示されている時間は、変換器の現在のタイムオフ

セットを使用して調整されます。変換器の日時設定を変更すると、

履歴グラフに表示されているタイムスタンプもそれに応じて変更

されます。日時の手動変更の影響については、73 ページの「デー

タロガーモジュール」を参照してください。 

表 13 カーソルモードでのグラフ情報メッセージ 

メッセージ 説明 

デンゲン ナシ 電源障害（垂直破線も表示される） 
データ ナシ 表示用の項目が選択されていない 
システム エラー 一般機器または電源の問題 
T ソクテイ シッパイ 温度測定/センサの不具合 
RH ソクテイ シッパイ 湿度測定/センサの不具合 
P ソクテイ シッパイ 気圧測定/センサの不具合 
チョウセイモード サドウ 調整モード作動（調整モード中に記録される

データは表示されない） 

時間表示の後の疑問符は、その時刻の後に少なくとも 1 回の電源

障害（垂直破線）が発生したことを示します。この場合、現在と

カーソル位置の正確な時間差は確認できません。データロガーモ

ジュールを取り付けている場合、時間が確認できるため、疑問符

は表示されません。 
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情報表示 
情報表示画面には機器の現在の設定および状態が表示されます。

この画面を表示するには、基本表示で左ファンクションボタンジ

ョウホウを押します。以下の情報が表示されます。 

- 現在進行中のセンサ動作（該当する場合、ケミカルパージなど） 
- 現在または過去の未確認のエラー（該当する場合） 
- 機器情報：製品名、バージョン、シリアル番号 
- 調整情報（最終調整日、ユーザーによる調整内容） 
- 測定設定 
- ケミカルバージ設定に関する情報（該当する場合） 
- 表示アラーム設定 
- シリアルインターフェース情報 
- LAN および WLAN インターフェースのネットワーク設定と状

態（該当する場合） 
- アナログ出力情報 
- リレー出力情報（該当する場合） 

 
0706-002 

図 43 ディスプレイに表示される機器情報 

必要な情報が表示されるまでツギヘボタンを繰り返し押して、情

報表示を確認します。左右の矢印ボタンを押して、情報表示を順

に切り替えることもできます。 
 
表示を終了するには、右ファンクションボタン OK を押します。 
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メニューとナビゲーション 
メニューでは、設定を変更したり機能を選択したりできます。 

1. 基本表示モードで ▼▲◄► 矢印ボタンのいずれかを押して、

メインメニューを開きます。 
2. 上下矢印ボタン ▼▲ を押して、リストを上下にスクロール

させます。オプションを強調表示させると選択することがで

きます。 
3. サブメニューを開くには、右矢印ボタン ► を押します。 
4. 前のメニューレベルに戻るには、左矢印ボタン ◄ を押し 

ます。 
5. 基本表示に直接戻るには、右ファンクションボタンオワリを

押します。 

 

 

 

 

 

 

 

  

0706-028, 0802-040 

図 44 メインメニュー 

ソクテイのケミカルパージなど、一部のメニュー項目は、変換器

と取り付けられたオプションでサポートされている場合にのみ表

示されます。 
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言語の変更 

1. 右  ボタンを 4 秒間押し続けて基本表示に戻ります。 
2. ▼▲◄► ボタンのいずれかを押して、メインメニューを開

きます。 
3. システムメニューオプションまでスクロールし、► ボタン

を押します。このメニューオプションは （レンチ）マーク

で表示されています。 
4. ゲンゴメニューオプションまでスクロールし、左  ボタ

ンを押します。このメニューオプションは （旗）マークで

表示されています。 
5. ▼▲ ボタンを使用して言語を選択し、右  ボタンを押し

て選択を確定します。 
6. 右  ボタンを押すと、基本表示に戻ります。 

小数点以下の四捨五入の設定 

四捨五入機能を使用して、小数点以下 1 桁を丸めることができま

す。初期設定では、四捨五入がオンになっています。四捨五入は、

小数点以下の出ない項目には影響しません。 

1. 矢印ボタンのいずれかを押して、メインメニューを開きます。 
2. ディスプレイを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. シシャゴニュウを選択し、オン/オフキーを押します。 
4. オワリキーを押すと、基本表示に戻ります。 

ディスプレイのバックライトの設定 

初期設定では、ディスプレイのバックライトは常にオンになって

います。自動モードでは、最後にキーを押してから 30 秒間はバッ

クライトが点灯します。いずれかのキーを押すとバックライトは

再点灯します。 

1. 矢印ボタンのいずれかを押して、メインメニューを開きます。 
2. ディスプレイを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. バックライトを選択し、ヘンコウキーを押します。 
4. オン/オフ/ジドウを選択し、エラブキーを押します。 
5. オワリキーを押すと、基本表示に戻ります。 
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ディスプレイのコントラストの設定 

ディスプレイのコントラストは、周囲温度に基づいて自動的に調

整されます。ただし、設置場所や見る方向によっては、コントラ

ストを手動で微調整する必要がある場合があります。 

ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 

1. 矢印ボタンのいずれかを押して、メインメニューを開きます。 
2. ディスプレイを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. コントラストを選択し、チョウセイキーを押します。 
4. 左右矢印ボタンを押してコントラストを調整します。 
5. OK キーを押してから、オワリを押して基本表示に戻ります。 

シリアルラインを使用した方法 

シリアルラインコマンド CON を使用して、ディスプレイのコン

トラストの設定を表示したり設定したりすることができます。 

CON [xxx]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

xxx 
 

= ディスプレイのコントラスト値。推奨範囲は -9 ～ 9 
で、初期設定は 0 です。負の値を設定すると画面が

明るく、正の値を設定すると暗くなります。 

例（現在のコントラスト設定を表示）： 

>con 
Contrast       : 0 
> 

例（コントラストを 5 に設定）： 

>con 5 
Contrast       : 5 
> 
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キーパッドのロック（キーガード） 

この機能ではキーパッドをロックしてキーパッドの誤操作を防止

します。 

1. 左ファンクションボタンを 4 秒間押し続けると、キーパッド

がロックされます（どの表示においても）。 
2. キーパッドのロックを解除するには、同じキーを 4 秒間押し

続けます。 

メニュー PIN によるロック 

メニュー PIN によるロックを有効にすることにより、機器の不正

な設定変更を防止することができます。この機能を有効にすると、

基本表示、グラフ表示、および機器情報表示は利用できますが、

メニューへのアクセスがロックされます。鍵のマークは、この機

能が有効であることを示します。 

1. 矢印ボタンのいずれかを押して、メインメニューを開きます。 
2. システムを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. PIN ナンバーを選択し、オンキーを押します。 
4. 上下矢印ボタンを使って PIN コードを入力します。左右矢印

ボタンを押して次の桁に移動します。設定を確定するには、

OK キーを押します。これで PIN によるロックが有効になり、

鍵のマークがディスプレイに表示されます。 
5. オワリキーを押すと、基本表示に戻ります。メニューに戻る

には、正しい PIN コードを入力する必要があります。 

PIN によるロックを解除する場合は、PIN コードを入力してメニ

ューを開き、システム、PIN ナンバーの順に選択して、オフキー

を押します。 

PIN コードを忘れてしまった場合は、変換器カバーを開いて ADJ 
ボタンを 1 回押します。数秒待つとチョウセイ メニューが表示さ

れます。PIN ナンバーノ ショウキョを選択し、ショウキョキーを

押します。 

注記 シリアルコマンド LOCK を使って、キーパッドを完全に無効に

することもできます。139 ページの「シリアルラインを使用した

メニュー/キーパッドのロック」を参照してください。 
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工場設定 

ディスプレイ/キーパッドを使用して工場設定に戻すことができま

す。この操作は調整内容には影響を与えません。戻るのは、メニ

ューで行うことのできる設定だけです。 

1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 

2. システムを選択し、右矢印ボタンを押します。 

3. ショキセッテイニ モドスを選択し、ジッコウキーを押して

選択を確定します。ハイキーを押すと、すべての設定が工場

での初期設定にリセットされます。 

途中で変更を中止してメニューを終了する場合は、イイエキーを

押します。 

その他のメニューオプションについては、117 ページの「一般設

定」を参照してください。 

表示アラームの設定 
ディスプレイ/キーパッドオプション付きの変換器には表示アラー

ム機能があり、個別に設定可能な 2 種類のアラームが用意されて

います。各アラームは選択した項目を対象として発生し、限度値

を自由に設定できます。また、スレッシュホールド値を設定して、

アラーム限度値付近で測定値が変動したときに不必要にアラーム

を発生させないようにすることができます。アラームは、変換器

がサポートしているすべての項目について設定できます。表示ア

ラームは、ディスプレイ/キーパッドオプションを使用してのみ設

定できます。 

限度値を正しく設定すると、指定範囲の内外でアラームが発生す

るようにすることができます。 

- 測定項目が指定範囲外にある場合にアラームが発生するように

するには、セットポイント 1 をセットポイント 2 より大きい

限度値に設定します。 

- 測定項目が指定範囲内にある場合にアラームが発生するように

するには、セットポイント 1 をセットポイント 2 より小さい

限度値に設定します。 
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アラーム限度値は、グラフ表示に太い点線として表示されます。

表示アラームが発生すると、グラフ表示の自動スケーリングによ

って限度値が常に表示されたままになります。 

 
 1102-012 

図 45 グラフ表示に表示されたアラーム限度値 

アラームが発生すると、アラーム情報がディスプレイに表示され、

ディスプレイのライトが点滅します。データロガーモジュールを

取り付けている場合、アラーム情報にはアラーム発生の日時が含

まれます。 

 
0802-041 

図 46 表示アラームの発生 

一度に複数のアラームが発生する場合があります。ただし、ディ

スプレイに表示されるのは最初に発生したアラームです。OK ボ
タンを押して現在表示中のアラームを確認すると、次に発生した

アラームが表示されます。 

発生したアラームは画面にのみ表示されます。アラームメッセー

ジがシリアルラインに出力されることはありません。アラームを

確認したら、データグラフを参照し、測定項目が限度値を超えた

時刻を調べる必要があります。オプションのリレー出力を個別に

設定することで、リレー出力をアラーム出力として使用すること

ができます。161 ページの「リレー出力の設定」を参照してくだ

さい。 
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ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 

1. キーパッドの矢印ボタンを押して、メインメニューを開 
きます。 

2. 矢印キーを使用してディスプレイ、アラームの順に選択し、

ヒョウジ アラームメニューを開きます。ヒョウジ アラームメ

ニューには、アラームの現在の有効/無効状態が表示されます。 

 
0802-069 

図 47 表示アラーム 

3. 矢印ボタンを使って設定するアラームを選択します。アラー

ム編集ページが開きます。 

注記 アラーム編集ページでの変更はすぐに反映されるため、画面にア

ラームが表示される可能性があります。 

 
4. アラームの対象とする項目を選択するには、ヘンコウボタン

を押し、リストから目的の項目を選択します。 
5. アラーム限度値を変更または削除するには、セットポイント

1 またはセットポイント 2 フィールドに移動し、セッテイボ

タンを押します。値を変更または消去するよう求められます。 

 
0802-070  

図 48 アラーム限度値の変更 

値を変更する場合、その値にカーソルを合わせてから上下の

矢印ボタンを使用して変更します。カーソルの移動には左右

の矢印ボタンを使用します。変更した値を受け入れるには 
OK ボタンを選択します。変更を元に戻すにはキャンセルを

選択します。 
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6. 適切なスレッシュホールド値を設定して、測定値が小さく変

動しアラーム限度値を繰り返し上下したときに不必要にアラ

ームを発生させないようにします。 
7. アラームを有効または無効にするには、アラームヲ ドウサ

ジョウタイニスルチェックボックスを選択または選択解除し

ます。 
8. アラーム設定画面を閉じて基本表示に戻るには、オワリボタ

ンを押します。 

シリアルラインを使用した方法 

シリアルラインコマンド ALSEL を使用して、表示アラームの設

定を表示したり設定したりすることができます。 

ALSEL [項目 1 項目 2]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

項目 1 = 表示アラーム 1 の対象項目。変換器で使用可能なす

べての測定項目を設定できます。26 ページの表を参

照してください。測定項目のほかに、以下のオプシ

ョンも選択できます。 
 
FAULT – 機器障害のアラーム 
ONLINE – 測定出力を停止させるセンサ動作（ケミ

カルパージなど）のアラーム 
項目 2 = 表示アラーム 2 の対象項目。オプションは項目 1 と

同じです。 

例（現在の表示アラーム設定を表示）： 

>alsel ? 
Al1 P     above: - ? 
Al1 P     below: 1013.00 hPa ? 
Al1 P     hyst : 10.00 hPa ? 
Al1 P     enabl: ON ? 
Al2 T     above: 40.00 'C ? 
Al2 T     below: - ? 
Al2 T     hyst : 1.00 'C ? 
Al2 T     enabl: OFF ? 
Warning! One or more alarms disabled. 
> 
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表 14 ALSEL のパラメーター 

名前 説明 

above 指定した場合、項目値がこのセットポイントの値を上回るとアラ

ームが発生します。ただし、above < below の場合は、代わりに

（above + hyst）と（below – hyst）でアラームが発生します。 
FAULT および ONLINE については設定できません。 

below 指定した場合、項目値がこのセットポイントの値を下回るとアラ

ームが発生します。ただし、above < below の場合は、代わりに

（above + hyst）と（below – hyst）でアラームが発生します。 
FAULT および ONLINE については設定できません。 

hyst 余分な戻り量を表すセットポイントとの距離。次回セットポイント

を横切ったときにアラームを再生成するために必要になります。 
FAULT および ONLINE については設定できません。 

enabl 表示アラームの有効化（ON）または無効化（OFF）。 

例（表示アラームの項目として Tdf と T を設定し、以下のように

アラームを設定）： 

>alsel tdf t 
Al1 Tdf   above: 80.00 'C ? 10 
Al1 Tdf   below: - ? 
Al1 Tdf   hyst : 1.00 'C ? 
Al1 Tdf   enabl: ON ? 
Al2 T     above: 40.00 'C ? - 
Al2 T     below: - ? 0 
Al2 T     hyst : 1.00 'C ? 
Al2 T     enabl: OFF ? on 
> 
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データ処理用 MI70 Link プログラム 
MI70 Link は、Windows PC を使用してヴァイサラ変換器の測定デ

ータを処理できるようにするサポートプログラムです。MI70 Link 
を使用すると、以下のようなことができます。 

- リアルタイムウィンドウ機能を使用して、変換器の測定指示値

を直接監視する。 

- 記録されたデータを変換器のメインメモリから数値またはグラ

フ形式で転送する。表計算プログラム（Microsoft Excel など）

を始め、ほとんどすべてのアプリケーションで処理できるよう

になります。1 回の転送でダウンロード可能なデータポイント

の最大数は 65000 であることに注意してください。 

MI70 Link プログラムを使用するには、シリアルケーブルまたは 
USB ケーブルで Windows PC を変換器のサービスポートに接続す

る必要があります。MI70 Link プログラムおよびオプションの接

続ケーブルはヴァイサラから入手できます。220 ページの「スペ

ア部品とアクセサリー」を参照してください。 

シリアルインターフェースを使用して、変換器を MI70 Link プロ

グラムに接続するには、以下のステップに従ってください。 

1. PC を変換器のサービスポートに接続します。95 ページの

「サービスポート接続」を参照してください。 
2. PTU300 の電源がオンであることを確認します。 
3. MI70 Link プログラムを起動します。 
4. プログラムの使用を開始します。通常、COM ポートを手動

で選択する必要はありません。MI70 Link ソフトウェアで自

動的に検出されます。 

注記 MI70 Link の使用方法については、プログラムのオンラインヘル

プを参照してください。 
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シリアルライン通信 

ユーザーポートまたはサービスポートを使用して、シリアルイン

ターフェースを接続します。 

ホストシステムに常時接続する場合は、ユーザーポートを使用し

ます。シリアル設定を変更して、RUN、STOP、SEND、POLL、
および MODBUS の各モードで操作することができます。 

一時的に接続する場合は、サービスポートを使用します。サービ

スポートは常に固定シリアル設定で利用できます。 

 
 0605-039 

図 49 マザーボード上のサービスポートコネクタとユーザ

ーポート端子 

以下の番号は、上の図 49 に対応しています。 

1 = サービスポートコネクタ 
2 = ユーザーポート端子 
 

ユーザーポート接続 
ユーザーポート RxD、GND、TxD のネジ端子と PC のシリアルポ

ート間を適切なシリアルケーブルで接続します。94 ページの図 50 
を参照してください。 

表 15 ユーザーポートのシリアル通信の初期設定 

パラメーター 値 

1 秒あたりのビット数 4800 
パリティ Even 
データビット 7 
ストップビット 1 
フロー制御 None 
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0506-033 

図 50 PC のシリアルポートとユーザーポート間の接続例 

PC シリアルポートのピン 4、6、7、8 への接続が必要なのは、ハ

ードウェアとのハンドシェイクを必要とするソフトウェアを使用

している場合のみです。 

ユーザーポート動作モード 

変換器は、電源を入れると、設定された動作モードに応じて動作

します。 

- STOP モードでは、変換器はソフトウェアのバージョン情報とコ

マンドプロンプトを出力します（エコーをオンにしている場合）。 
- RUN モードでは、すぐに測定の出力が開始されます。 
- SEND モードでは、測定メッセージが 1 つ表示され、コマンド

プロンプトが表示されます（エコーをオンにしている場合）。 
 

- POLL または MODBUS モードでは、電源を入れても変換器か

らは何も出力されません。 

モードの説明については、143 ページの「SMODE」を参照してく

ださい。 

注記 通信モジュール（LAN、WLAN、または RS-422/485 インターフ

ェース）を取り付けている場合、RS-232 ユーザーポートは使用

できません。 
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サービスポート接続 
接続ケーブル 

サービスポートに接続するには、RJ45 コネクタ付きの適切なケー

ブルが必要です。PC の接続方法に応じて、シリアル接続ケーブル

（オプションアクセサリー：19446ZZ）または USB-RJ45 シリアル

接続ケーブル（オプションアクセサリー：219685）を使用できます。

USB ケーブルを使用すると、標準タイプ A USB ポートを通して変

換器を PC に接続することができます。ビットレートがサービスポ

ートのシリアルインタフェースによって制限されるため、USB ケ
ーブルで高速データ転送できないことに注意してください。 

USB ケーブル用ドライバーのインストール 

USB ケーブルを使用する前に、付属の USB ドライバーを PC にイ

ンストールする必要があります。ドライバーをインストールする

際は、画面に表示されるセキュリティに関する通知に同意する必

要があります。 

1. USB ケーブルが接続されていないことを確認します。接続

されている場合は、取り外してください。 
2. ケーブルに同梱のメディアを挿入するか、www.vaisala.com 

から最新のドライバーをダウンロードします。 
3. USB ドライバーのインストールプログラム（setup.exe）を実

行し、初期設定をそのまま使用してインストールします。 
4. ドライバーのインストール後、USB サービスケーブルを PC 

の USB ポートに接続します。Windows によって新しいデバ

イス（USB ケーブル）が検出されます。ドライバーは自動

的に使用されます。 
5. インストールによって USB ケーブル用の COM ポートが予

約されます。Windows のスタートメニューにインストールさ

れている Vaisala USB Instrument Finder プログラムを使用し

て、ポート番号とケーブルの状態を確認します。 

個々のケーブルは Windows によって異なるデバイスとして認識さ

れ、新しい COM ポートが予約されます。端末プログラムの設定

では必ず正しいポートを使用してください。 

 

http://www.vaisala.com/
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サービスポートの使用 

1. 変換器カバーのネジを外し、カバーを開きます。 
2. 必要なケーブル（シリアルインタフェースケーブルまたは 

USB ケーブル）を PC とサービスポートコネクタに接続しま

す。サービスポートの位置については、93 ページの図 49 を
参照してください。 

3. 端末プログラムを開き、以下のように通信設定を行います。 
表 16 サービスポートの通信設定 

パラメーター 値 

ボー 19200 
パリティ なし 
データビット 8 
ストップビット 1 
フロー制御 なし 

 
 端末プログラムの使用に関する詳細については、106 ページ

の「端末プログラム設定」を参照してください。 

4. PTU300 の電源を入れます。 

LAN 通信 
LAN 通信を使用するには、LAN または WLAN インターフェース

をネットワークに物理的に接続し、ご利用のネットワークに合わ

せてネットワーク設定を行う必要があります。インターフェース

については、69 ページの「LAN インターフェース」および 71 ペ
ージの「WLAN インターフェース」を参照してください。 

LAN インターフェースと WLAN インターフェースは共に変換器

のシリアルインターフェース（ユーザーポート）にアクセスする

ことによって動作します。シリアルインターフェース経由で使用

できるコマンドとプロトコルはすべて、LAN および WLAN イン

ターフェース経由で使用できます。109 ページの「シリアルコマ

ンド一覧」を参照してください。端末プログラムを使用した接続

方法については、106 ページの「端末プログラム設定」を参照し

てください。 
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IP 設定 
LAN および WLAN インターフェースの IP 設定については、表 17 
を参照してください。現在の設定についてはシリアルライン経由

または機器情報表示を使用して確認できます。82 ページの「情報

表示」を参照してください。 

表 17 LAN および WLAN インターフェースの IP 設定 
パラメーター 説明 

オートコンフィグレ

ーション（DHCP） 
有効である場合、変換器はネットワーク設定（IP アドレスを含む）をネット

ワーク内のサーバーから取得します。無効である場合、代わりに静的ネットワ

ーク設定を使用します。 
Web コンフィグレ

ーション 
有効である場合、インターフェースの設定は Web ブラウザーを使用して変更

できます。設定ページには、変換器の IP アドレスを閲覧することでアクセス

できます。 
IP アドレス 4 つの部分からなる、変換器のネットワーク ID。オートコンフィグレーショ

ンを使用しない場合は、手動で設定する必要があります。 
 
値の例：192.168.0.222 

ネットマスク IP アドレスと一緒に使用して、変換器が含まれているネットワークを特定し

ます。オートコンフィグレーションを使用しない場合は、手動で設定する必要

があります。 
 
一般的なネットマスク：255.255.255.0 

ゲートウェイ 変換器から他のネットワークにアクセスするために使用するサーバーの IP ア
ドレス。オートコンフィグレーションを使用しない場合は、手動で設定する必

要があります。 
 
値の例：192.168.0.1 

MAC MAC アドレスは LAN または WLAN インターフェースの一意のハードウェア

アドレスです。変更できません。 

ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 

LAN および WLAN インターフェースの IP 設定は、ディスプレイ/
キーパッドを使用して以下の手順で設定できます。 

1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. ► 矢印ボタンを押し、インターフェースを選択します。 
3. ► 矢印ボタンを押し、ネットワーク セッティングを選択し

ます。変換器でネットワーク情報が更新されるため、少し時

間がかかります。 
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4. ネットワーク インターフェースメニューが表示されます。 
IP コンフィグレーションオプションを選択し、IP コンフィ

グレーションメニューを開きます。 

 
1102-015 

図 51 ネットワークインターフェースメニュー 

ネットワーク インターフェースメニューでは、コミュニケ

ーションプロトコルを設定したり、Web コンフィグレーシ

ョンオプションの有効と無効を切り替えたり、LAN または 
WLAN インターフェースに現在アクセスしているユーザー

を切断（セツダン）したりすることができます。 
5. IP コンフィグレーションメニューで、オート コンフ(DHCP) 

を選択するか、IP アドレ、ネット msk、およびゲート w. に
手動で値を入力します。オートコンフィグレーションを有効

にしている場合は、手動で設定することはできません。 

 

0709-004 

図 52 IP コンフィグレーションメニュー 

値を手動で入力するには、▲▼ 矢印ボタンを使用して変更

するパラメーターを選択し、ヘンコウを押します。最初の桁

の位置にカーソルが表示されます。◄► 矢印ボタンを使用

してカーソルを移動し、▲▼ 矢印ボタンを使用してカーソ

ル位置の値を変更します。OK を押して選択を確定します。 
6. 目的のパラメーターを設定したら、オワリを押して変更を適

用し、基本表示に戻ります。 
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シリアルラインを使用した方法 

シリアルラインコマンド NET を使用して、LAN および WLAN イ
ンターフェースのネットワーク設定を表示したり設定したりする

ことができます。また、ネットワーク情報を更新したり、すべて

のアクティブな接続を切断したりすることもできます。 

NET [REFRESH] [DISCONNECT] [DHCP WEB] [DHCP IP SUBNET 
GATEWAY WEB]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

REFRESH = ネットワーク情報を更新して表示します。 
DISCONNECT = 現在のすべてのセッションを切断します。 
DHCP = ON または OFF。オート IP コンフィグレーシ

ョンを有効または無効にします。 
WEB = ON または OFF。Web コンフィグレーション

ページを有効または無効にします。 
IP = 4 つの部分からなる、変換器のネットワーク 

ID。オートコンフィグレーションを使用しな

い場合は、手動で設定する必要があります。 
SUBNET = IP アドレスと一緒に使用して、変換器が含ま

れているネットワークを特定します。オート

コンフィグレーションを使用しない場合は、

手動で設定する必要があります。 
GATEWAY = 変換器から他のネットワークにアクセスする

ために使用するサーバーの IP アドレス。オー

トコンフィグレーションを使用しない場合

は、手動で設定する必要があります。 
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例： 

>net refresh 
OK 
DHCP           : OFF 
IP address     : 192.168.0.101 
Subnet mask    : 255.255.255.0 
Default gateway: 192.168.0.1 
Web config.    : OFF 
MAC address    : 00:40:9d:2c:d2:05 
Status         : Not connected 
> 
 
>net on off 
DHCP           : ON 
IP address     : 192.168.0.104 
Subnet mask    : 255.255.255.0 
Default gateway: 192.168.0.1 
Web config.    : OFF 
MAC address    : 00:40:9d:2c:d2:05 
Status         : Connected 
OK 
> 
 
>net off 192.168.0.101 255.255.255.0 192.168.0.1 off 
DHCP           : OFF 
IP address     : 192.168.0.101 
Subnet mask    : 255.255.255.0 
Default gateway: 192.168.0.1 
Web config.    : OFF 
MAC address    : 00:40:9d:2c:d2:05 
Status         : Not connected 
OK 
> 
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無線 LAN 設定 
WLAN インターフェースの設定については、表 18 を参照してく

ださい。現在の設定についてはシリアルライン経由または機器情

報表示を使用して確認できます。82 ページの「情報表示」を参照

してください。 

- CCMP 暗号化は、一部のネットワーク製品では AES と呼ばれ

ています。 
- WLAN インターフェースは、WPA-PSK モードを選択した場合

でも、WPA と WPA2（802.11i とも呼ばれる）の両方のセキュ

リティをサポートしています。 
- WLAN ネットワークで下記以外のセキュリティメソッドを使用

している場合、これらのいずれかの設定を行っている一時的な 
WLAN ネットワークを構築してから、Web 設定を使用して実

際のネットワーク用の WLAN セキュリティ設定を行う必要が

あります。105 ページの「LAN および WLAN の Web 設定」を

参照してください。 

表 18 無線 LAN 設定 

パラメーター 説明 

SSID 接続先の無線ネットワークのサービスセット ID（ネットワーク名）。 
1 ～ 32 文字。 

セキュリティタイプ 無線ネットワークのセキュリティタイプ。オプションは以下のとおりです。 
 
OPEN 
OPEN/WEP 
WPA-PSK/TKIP 
WPA-PSK/CCMP 
 
OPEN 以外のすべてのオプションを使用するには、セキュリティキー 
（下記を参照）が必要です。 

セキュリティキー 暗号化ネットワークと一緒に使用する暗号キーまたはパスフレーズ。 
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ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 

無線 LAN 設定は、ディスプレイ/キーパッドを使用して以下の手

順で設定できます。 

1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. ► 矢印ボタンを押し、インターフェースを選択します。 
3. ► 矢印ボタンを押し、ネットワーク セッティングを選択し

ます。変換器でネットワーク情報が更新されるため、少し時

間がかかります。 
4. ► 矢印ボタンを押し、ワイヤレス LAN セッティングを選択

します。 

 
0802-111 

図 53 無線 LAN 設定 

5. このページのネットワークネー（ネットワークネーム）には、

現在選択されている無線ネットワークの SSID が表示されます。

SSID を変更するには、セッテイボタンを押します。▲▼ 矢印

ボタンを使用してカーソル位置の文字を変更し、◄► 矢印ボ

タンを使用してカーソルを移動します。変更が終わったら、

OK ボタンを押します。 

 
0802-110 

図 54 ネットワーク SSID の入力 
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6. 現在選択されているネットワークタイプを変更するには、タ

イプを選択し、ヘンコウボタンを押します。リストから新し

いタイプを選択し、エラブボタンを押します。 

 
0802-112 

図 55 無線ネットワークタイプの選択 

7. 暗号化ネットワークタイプ（WEP または WPA）を選択した

場合は、使用するセキュリティキーを入力する必要がありま

す。アンゴウキー/パスフレーズを選択し、セッテイボタン

を押します。SSID と同様の方法でキーを入力し、OK ボタ

ンを押します。WEP 暗号の場合、16 進数（64 ビット暗号の

場合は 10 桁の 16 進数、128 ビット暗号の場合は 26 桁の 16 
進数）の暗号キーを入力します。WPA キーは、ASCII 文字 8 
～ 63 文字である必要があります。 

8. 無線ネットワークのパラメーターを設定した後、ワイヤレス 
LAN セッティングメニューでオワリボタンを押します。新

しい設定の確定を求めるメッセージが表示されます。新しい

設定が保存されると、その時点でアクティブなすべての 
WLAN 接続が切断されることに注意してください。 
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シリアルラインを使用した方法 

シリアルラインコマンド WLAN を使用して、無線ネットワーク

設定を表示したり設定したりすることができます。暗号化ネット

ワークタイプを設定する場合は、セキュリティキーを入力するよ

う求められます。WEP 暗号の場合、16 進数（64 ビット暗号の場

合は 10 個の 16 進数、128 ビット暗号の場合は 26 個の 16 進数）

または通常の ASCII 文字（64 ビット暗号の場合は 5 文字、128 ビ
ット暗号の場合は 13 文字）で暗号キーを入力します。WPA キー

は、ASCII 文字 8 ～ 63 文字である必要があります。 

WLAN [SSID TYPE]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

SSID = ネットワーク名。1 ～ 32 文字。 
TYPE = 無線ネットワークのセキュリティタイプ。オプ

ションは以下のとおりです。 
 
OPEN 
OPEN/WEP 
WPA-PSK/TKIP 
WPA-PSK/CCMP 

例： 

>wlan ? 
Network SSID   : WLAN-AP 
Type           : OPEN 
> 
 
>wlan accesspoint wpa-psk/tkip 
Network SSID   : accesspoint 
Type           : WPA-PSK/TKIP 
WPA-PSK phrase ? thequickbrownfox 
Save changes (Y/N) ? y 
OK 
> 
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通信プロトコル 
LAN または WLAN インターフェース経由で Telnet 接続を確立す

る場合、セッションの通信モード、RUN インターバル、ポールア

ドレス、およびエコーの各設定は、シリアルポート（ユーザーポ

ート）セッションの場合と同じになります。 

これらの設定は、ディスプレイ/キーパッドまたはシリアルライン

（ユーザーポートまたはサービスポート）を使用して変更したり、

Telnet セッション時に変更したりできます。 

表示メニューから通信プロトコル設定に移動するには、メインメ

ニュー ► インターフェース ► ネットワーク セッティング ► コ
ミュニケーションプロトコルの順に選択します。 

設定を変更するには、SMODE、INTV、ADDR、および ECHO の
コマンドを使用します。 

LAN および WLAN の Web 設定 
LAN および WLAN インターフェースには共に、ブラウザーを使

用してアクセスできる Web 設定ページがあります。ネットワーク

設定からこのページを無効にしていない場合は、Web ブラウザー

でインターフェースの IP アドレスを指定することでこのページに

アクセスすることができます。インターフェースに現在割り当て

られている IP アドレスは、機器情報画面（135 ページの「機器情

報」を参照）から確認できるほか、シリアルラインから net ? コ
マンドを実行することでも確認できます。 

Web 設定ページにアクセスする場合、まず次の情報を使用してロ

グインする必要があります。 
 
Username：user 
Password：vaisala 

Web 設定ページには、シリアルラインやディスプレイ/キーパッド

と同様のネットワーク設定に関するオプションが用意されていま

す。また、上級ユーザー向けの追加オプションもあります。たと

えば、無線ネットワークのセキュリティに関する追加オプション

があります。 
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これらの追加オプションを使用している場合、シリアルラインま

たはディスプレイ/キーパッドから表示すると、カスタム設定とし

て表示されます。 

 
1102-017 

図 56 WLAN の Web 設定インターフェース 

端末プログラム設定 
Windows 用の PuTTY 端末アプリケーションを使用して PTU300 に
接続する手順を以下に示します。この手順を実行する前に、必要

なケーブル配線と変換器の設定を実施してください。 

PuTTY は、http://www.vaisala.com/software からダウンロードで

きます。 

注記 変換器を Modbus プロトコルを使用するよう設定している場合、

PuTTY を使用して、ユーザーポート経由で変換器にアクセスする

ことはできません。ただし、サービスポート経由の場合は、いつ

でも PuTTY を使用して変換器にアクセスすることができます。 

http://www.vaisala.com/software


第 4 章 _______________________________________________________________________ 操作 

VAISALA _______________________________________________________________________ 107 

シリアル/USB 接続を開く 

1. PTU300 の電源を入れ、PuTTY アプリケーションを起動します。 
2. Serial & USB 設定カテゴリを選択し、Serial or USB line to 

connect to フィールドで正しい COM ポートを選択している

ことを確認します。必要に応じて、ポートを変更します。 
 
ヴァイサラ USB ケーブルを使用している場合、使用してい

るポートを確認するには、USB Finder... ボタンをクリックし

ます。クリックすると、USB ドライバーと共にインストー

ルされている Vaisala USB Instrument Finder プログラムが開き

ます。 
3. 接続の他のシリアル/USB ライン設定が正しいことを確認し、

必要に応じて変更します。PTU300 のサービスポートでは、

初期設定（下の図 57 を参照）が使用されます。 

 
 0810-070 

図 57 シリアル接続を開く 

4. Open ボタンをクリックして接続ウィンドウを開き、シリア

ルラインの使用を開始します。 
 
選択したシリアルポートを PuTTY で開けない場合、代わり

にエラーメッセージが表示されます。この場合、PuTTY を
再起動して設定を確認します。 
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Telnet セッション（LAN/WLAN）を開く 

注記 以下の手順は、変換器の LAN/WLAN インターフェースが正しく設

定されており、ネットワーク接続がすでに行われていることを前

提としています。 

1. 変換器の電源を入れ、PuTTY アプリケーションを起動しま

す。変換器で DHCP を使用してネットワークアドレスを取

得している場合、この作業が完了するまでしばらく待ってか

ら、変換器のアドレスを確認します。 
2. Session ウィンドウで、Telnet 接続タイプを選択します。 
3. Host Name (or IP address) フィールドに変換器の IP アドレス

を入力します。初期設定の Telnet ポートである 23 を使用し

ます。 

 
 0810-071 

図 58 Telnet 接続を開く 

4. Open ボタンをクリックして接続ウィンドウを開き、Telnet 
セッションの使用を開始します。 
 
入力した IP アドレスに PuTTY で接続できない場合、代わり

にエラーメッセージが表示されます。この場合、IP アドレス

と接続を確認し、PuTTY を再起動して再度接続を試みます。 
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シリアルコマンド一覧 
どのコマンドも大文字と小文字を区別しません。コマンドの例では、

ユーザーがキーボードから入力する文字は太字で示しています。 

<cr> は、コンピュータのキーボードの Enter キーを押すことを表

します。コマンドの入力を開始する前に、<cr> を 1 回入力してコ

マンドバッファを消去してください。 

以下の表の [ ] 内の太字は初期設定を示します。 

表 19 測定コマンド 
コマンド 説明 

R 連続出力を開始します 
S 連続出力を中止します 
INTV [0 ～ 255 S/MIN/H] 連続出力間隔を設定します 

（RUN モード用） 
SEND [0 ～ 255] 指示値を 1 回分出力します 
DSEND 接続されているすべての変換器（STOP または 

POLL モード）から指示値を 1 回出力します 
SCOM メッセージを 1 つ出力するための、ユーザー

独自の SEND コマンドを定義します 
SMODE [STOP/SEND/RUN/ 
POLL/MODBUS] 

シリアルインターフェースモードを設定します 

SDELAY ユーザーポート（RS-232 または RS-485）最

小応答遅れの設定を表示または設定します 
SERI [baud p d s] ユーザーポート設定（初期設定：4800 E 7 1）

ボー：300 ...115200 
ADDR [0 ～ 255] 変換器アドレスを設定します（POLL および 

MODBUS モード用） 
NET LAN および WLAN インターフェースのネット

ワークパラメーターを表示または設定します 
WLAN WLAN インターフェースの無線ネットワーク

パラメーターを表示または設定します 
OPEN [0 ～ 255] POLL モードの機器への接続を一時的に開きま

す 
CLOSE 一時的な接続を閉じます 

（POLL モードに戻ります） 
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表 20 書式コマンド 
コマンド 説明 

FORM SEND コマンドと R コマンドの出力書式を設

定します 
TIME 時刻を設定します 
DATE 日付を設定します 
FTIME [ON/OFF] SEND および R 出力に時刻を追加します 
FDATE [ON/OFF] SEND および R 出力に日付を追加します 
FST [ON/OFF] SEND および R コマンドの出力にプローブ加

温とケミカルパージの状態を追加します 
SCOM SEND コマンドのように機能する新しいコマ

ンド名を割り当てます 
UNIT 出力単位としてメートル系または非メートル系

を選択します 
 

表 21 データ記録コマンド 
コマンド 説明 

DIR 記録したファイルを表示します 
PLAY [0 ～ 28] [START END] 記録したデータファイルを出力します。データ

ロガーモジュールを取り付けている場合のみ、

開始時間と終了時間を指定できます。日時は以

下の書式で指定する必要があります。 
yyyy-mm-dd hh:mm:ss 

DSEL 記録および表示するデータ項目 
（1 ～ 4）を選択します 

DELETE オプションのデータロガーモジュールのメモリ

を含む、すべてのデータファイルを削除します 
UNDELETE 削除されたが上書きされていないファイルを復

元します 

表 22 ケミカルパージコマンド 
コマンド 説明 

PUR 自動ケミカルパージを設定します 
PURGE 手動ケミカルパージを開始します 
RGLIMIT [ON/OFF] センサ温度が 0 °C 未満の場合にケミカルパー

ジを抑制します 
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表 23 校正および調整コマンド 
コマンド 説明 

CRH 相対湿度の校正 
CT 温度の校正 
CTA 追加温度プローブの校正 
FCRH センサ交換後の相対湿度の校正 
CTEXT 校正情報フィールドにテキストを入力します 
CDATE 校正日付を設定します 
ACAL アナログ出力の校正 
LC 使用しているリニアライゼーション補正値を出

力します 
LCI [ON/OFF] 線形オフセットまたはオフセット/ゲイン気圧

補正をオンまたはオフにします 
LCI 新しい線形オフセットおよびオフセット/ゲイ

ン気圧補正値を変換器に入力します 
MPC 気圧測定に使用しているマルチポイント補正値

を出力します 
MPCI [ON/OFF] 気圧測定のマルチポイント補正をオンまたはオ

フにします 
MPCI 気圧測定の新しいマルチポイント補正値を入力

します 
MPC RH 
[ON/OFF/LIST/INIT/CLEAR] 

相対湿度のマルチポイント補正 

OFFSET 気圧の 1 ポイントオフセット補正 

表 24 アナログ出力の設定およびテスト 
コマンド 説明 

AMODE アナログ出力モードを表示します 
ASEL アナログ出力のパラメーターを選択します 
ITEST アナログ出力をテストします 
AERR アナログエラー出力値を変更します 
AOVER [ON/OFF] アナログ出力範囲を 10 % 拡張します 

表 25 リレーの設定およびテスト 
コマンド 説明 

RSEL リレーを設定および表示します 
RTEST リレーをテストします 
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表 26 圧力コマンド 
コマンド 説明 

PRES [hPa] 圧力補正値を設定します 
XPRES [hPa] 圧力補正値を一時的に設定します 
PFIX  圧力補正に固定値を使用するか測定値を使用するかを

選択します 
AVRG 圧力平均化期間を設定します 
HHCP HCP 計算用高度オフセットを設定します 
HQNH QNH 計算用高度オフセットを設定します 
HQFE QFE 計算用高度オフセットを設定します 
PSTAB 圧力安定指数を設定します 
PDMAX 圧力差限界を設定します 

表 27 GPS コマンド 
コマンド 説明 

*0100P9 データ出力の問い合わせ 
*0200P9 データ出力の問い合わせ 
*9900P9 データ出力の問い合わせ 
*9900SN シリアル番号の問い合わせ 

表 28 その他のコマンド 
コマンド 説明 

? 機器に関する情報を出力します 
?? POLL モードの機器に関する情報を出力します 
ALSEL 表示アラームを設定します 
CON ディスプレイのコントラストを設定します 
ECHO [ON/OFF] シリアルインターフェースのエコーのオン/オフを切

り替えます 
ERRS 現在の変換器エラーを一覧表示します 
FILT 結果のフィルタリングを設定します 
FIND POLL モードのすべての機器が自身のアドレスを送信

します 
HELP 現在利用可能なコマンドを一覧表示します 
LIGHT ディスプレイのバックライトモードを設定します 
LOCK メニューをロックまたはキーパッドを無効にします 
MODBUS Modbus 診断カウンターを表示します 
MODS 接続されているモジュールに関する情報を表示します 
RHLIMIT [ON/OFF] RH 出力の最高値を 100 % に制限します 
VERS ソフトウェアのバージョン情報を表示します 
XHEAT センサ加熱 
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シリアルラインからの測定値の出力 
連続出力の開始 

R 

R コマンドを入力すると測定値の連続出力が開始されます。初期

設定の出力書式は、変換器がサポートしている測定項目によって

異なります。メッセージの出力書式と出力間隔は、それぞれ 
FORM および INTV コマンドを使用して変更できます。118 ペー

ジの「FORM」と 144 ページの「INTV」を参照してください。 

例： 

>r 
P=  1021.6 hPa   T= 23.2 'C RH=  5.8 %RH 
> 

値が長すぎて指定されたスペースに収まらない場合、または項目の

出力時にエラーがあった場合は、値は星印（*）で表示されます。 

例： 

RH=***.* %RH T= 31.0 'C 

連続出力の停止 

S 

S コマンドを使用して、RUN モードを終了できます。このコマン

ドの後では他のすべてのコマンドが使用できるようになります。

Esc ボタンを押すか変換器をリセットしても、出力を停止するこ

とができます。 

初期設定（電源投入時）の操作モードを変更するには、SMODE 
コマンドを参照してください。 

指示値の出力（1 回） 

SEND 

SEND コマンドを使用して、STOP モードの測定値を 1 回出力で

きます。 

例： 

>send 
P=  1021.6 hPa   T= 23.3 'C RH=  5.7 %RH 
> 
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SEND コマンドのエイリアスの割り当て 

SCOM を使用して、SEND コマンドのように機能する新しいコマ

ンドを割り当てることができます。変換器標準の SEND コマンド

は、SCOM の定義にかかわらず、常に通常どおり機能します。コ

マンド名の大文字と小文字は区別されません。 

SCOM<cr> 

例（P コマンドを SEND コマンドのエイリアスとして割り当て）： 

>scom 
Send command   :   ? p 
>p 
P=  1021.4 hPa   T= 23.2 'C RH=  5.7 %RH 
> 
 

SCOM の定義は、コマンド名を入力する際に Esc を押すことで消

去できます。 
>scom 
Send command   : p ? <esc> 
> 
 

すべての変換器からの指示値の出力（1 回） 

DSEND コマンドを使用して、接続されている、STOP または 
POLL モードのすべての変換器から指示値を 1 回出力できます。

変換器は、データの衝突を回避するために、適切な時間待機して

から応答を送信します。応答には、変換器のアドレスの後に測定

メッセージが含まれます。 

注記 DSEND コマンドの総実行時間は、シリアルポート接続のビット

レートによって異なります。低速の場合、アドレス番号の大きい

デバイスの応答には相当の時間がかかります。この遅延は、他に

デバイスが接続されていない場合でも同じです。 

 
DSEND<cr> 

例（アドレス 3 と 25 の変換器の応答）： 

>dsend 
  3 P=  1021.4 hPa   T= 23.2 'C RH=  5.7 %RH 
 25 P=  1021.3 hPa   T= 21.2 'C RH=  8.2 %RH 
> 
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変換器との POLL モードでの通信 

OPEN 

RS-485 バス上の変換器がすべて POLL モードの場合、OPEN コマ

ンドは 1 つの変換器を一時的に STOP モードにして他のコマンド

を入力できるようにします。 

OPEN [aa]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

aa = 変換器のアドレス（0 ～ 255） 

CLOSE 

CLOSE コマンドを使用して、変換器を POLL モードに切り替え

ることができます。 

例： 

>open 2  (opens the line to transmitter 2, other 
transmitters stay in POLL mode) 

>crh  (for example, calibration performed) 
... 
>close   (line closed) 
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シリアルラインメッセージの書式設定 

注記 このセクションで説明している FTIME、FDATE、および FST コ
マンドを使用する代わりに、FORM コマンドを書式要素 TIME、
DATE、および STAT と共に使用することもできます。118 ページ

の「FORM」を参照してください。 

FTIME および FDATE 

FTIME および FDATE コマンドを使用して、シリアルラインへの

時刻と日付の出力を有効または無効にすることができます。R お
よび SEND の出力に時刻を追加するには、以下のコマンドを使用

します。 

FTIME [x]<cr> 

R および SEND の出力に日付を追加するには、以下のコマンドを

使用します。 

FDATE [x]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

x = ON または OFF 
 

例： 
>send 
RH= 98.4 %RH T= 31.0 'C 
>ftime on 
Form. time     : ON 
>send 
03:47:59 RH= 98.4 %RH T= 31.0 'C 
>fdate on 
Form. date     : ON 
>send 
2004-07-05 03:48:03 RH= 98.4 %RH T= 31.0 'C 
> 
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一般設定 

項目と単位の変更 
項目と単位を変更するには、シリアルコマンドまたはオプション

のディスプレイ/キーパッドを使用します。使用可能な項目と単位

の詳細については、26 ページの表 2 を参照してください。オプシ

ョン項目の詳細については、26 ページの表 3 を参照してください。 

注記 ディスプレイ出力項目として選択できるのは、機器の注文時に選

択した項目のみです。 

ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 

ディスプレイ出力項目を選択するには、以下の手順に従います。 

1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. ディスプレイを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. ソクテイコウモクを選択し、右矢印ボタンを押します。 
4. 上下矢印ボタンを押して項目を選択します。エラブキーを押

して選択を確定します。一度に 1 ～ 4 個のディスプレイ項目

を選択できます。 
5. オワリキーを押すと、基本表示に戻ります。 

表示単位を選択するには、以下の手順に従います。 

1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. ディスプレイを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. タンイを選択し、右矢印ボタンを押します。 
4. 上下矢印ボタンを押して表示単位を選択します。ヘンコウキ

ーを押して選択を確定します。単位は、メートル単位系から

非メートル単位系またはその逆に変更されます。 
5. オワリキーを押すと、基本表示に戻ります。 

注記 ディスプレイ/キーパッドを使用して項目/単位を変えても、シリ

アル出力データには影響しません。 
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シリアルラインを使用した方法 

FORM 

シリアルラインコマンド FORM を使用して、SEND および R コ
マンド出力用の書式変更または特定項目の選択ができます。 

FORM [x]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

x = 書式指定文字列 

書式指定文字列は、項目と書式要素で構成されます。書式指定文

字列を入力しない場合、現在有効な書式指定文字列が表示されま

す。現在の書式指定文字列を表示する場合は、ハッシュ記号「#」
がバックスラッシュ（または円記号）「\」として表示されること

に注意してください。 

コマンドを入力する際は、項目の略号を使用します。項目の詳細

については、26 ページの表 2、26 ページの表 3、および 26 ページ

の表 4 を参照してください。 

書式要素については、119 ページの表 29 を参照してください。 
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表 29 FORM コマンド書式要素 
書式要素 説明 
x.y 桁数（全体の桁数および小数点の位置） 
#t タブ 
#r 改行 
#n 行送り 
“” 文字列定数 
#xxx コード "xxx"（10 進数）の特殊文字。たとえば ESC は #027 
U5 単位領域と桁数（オプション） 
ADDR 変換器アドレス [00 ～ 255] 
ERR P、T、Ta、RH のエラーフラグ [0000 ～ 1111]、0 = エラーなし 
STAT 変換器状態（7 文字）。例： 

N      0 加熱なし 
h   115 プローブ加熱有効、電源 115/255 
H 159.0 パージ加熱有効、温度 159ºC 
S 115.0 パージ冷却有効、温度 115ºC 
X   95.0 センサ加熱有効、温度 95ºC 

SN 変換器シリアル番号 
TIME 時刻 [hh:mm:ss] 
DATE 日付 [yyyy-mm-dd] 
OK 圧力安定指数、2 文字 [OK または "  "] 
CS2 これまでに送信されたメッセージの 256 の剰余によるチェック

サム、ASCII でエンコードされた 16 進表記 
CS4 これまでに送信されたメッセージの 65536 の剰余によるチェッ

クサム、ASCII でエンコードされた 16 進表記 
CSX これまでに送信されたメッセージの NMEA XOR チェックサ

ム、ASCII でエンコードされた 16 進表記 
A3H 気圧傾向 [* または 0 ～ 8] 
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FORM / コマンドで初期設定の出力書式に戻すことができます。

初期設定の出力書式は機器の設定によって異なります。 

>form / 
OK 
>send 
P=  1013.2 hPa   T= 31.1 'C RH= 38.3 %RH 
> 
 

気圧、温度、および相対湿度を含む指示値を出力するには、次の

ように入力します。 

>form 6.1 "P=" P " " U6 3.1 "T=" T " " U3 3.1 "RH=" RH " " 
U4 \r \n 
OK 
>send 
P=  1033.7 hPa   T= 22.2 'C RH= 38.3 %RH 
 

初期設定の出力書式には、測定された気圧の平均値（項目 P）が

含まれます。PTU300 に 2 つの圧力トランスデューサーが取り付

けられている場合は、トランスデューサーのそれぞれの圧力指示

値を出力書式に追加します（項目 P1 および P2）。 

>form 6.1 "P1=" P1 " " U6 6.1 "P2=" P2 " " U6 6.1 "P=" P " 
" U6 3.1 "T=" T " " U3 3.1 "RH=" RH " " U4 \r \n 
OK 
>send 
P1= 1008.9 hPa P2= 1009.1 hPa P= 1009.0 hPa T= 23.9 'C RH= 
34.5 %RH 
 

その他の例： 

>form "RH=" 4.2 rh U5 #t "T=" t U3 #r #n 
OK 
>send 
>RH=  14.98%RH   T=  74.68'F 
 
>form "Tfrost=" tdf U3 #t "Temp=" t U3 #r#n 
OK 
>send 
>Tfrost=   36.0'C        Temp=   31.0'C 
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UNIT 

メートル系または非メートル系の出力単位を選択するには、この

コマンドを使用します。このコマンドを使用して、P の単位を設

定することもできます。 

UNIT [x] [y]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

x = M または N または P 
y = 圧力単位（26 ページの表 4 参照） 
 
記号の意味は次のとおりです。 

M = メートル単位 
N = 非メートル単位 
P = 気圧 

単位を変更する例： 

>unit n 
Output units   : non metric 
>unit m 
Output units   : metric 
>unit p torr 
P units        : torr 
>unit p hpa 
P units        : hPa 
> 
 

注記 このコマンドによって、シリアル出力の単位と表示単位の両方が

メートル系または非メートル系に変更されます。メートル単位と

非メートル単位の両方を同時にディスプレイに出力する場合、後

でディスプレイ/キーパッドを使用して表示単位を選択します。 
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RH 出力範囲の制限 
シリアルラインコマンド RHLIMIT は、相対湿度（RH）項目の許

容値を 0 ～ 100 % の範囲に厳密に制限する場合に使用します。こ

の制限は、すべての出力とディスプレイに適用されます。RH 以
外の項目には影響しません。100 %RH を超える値は、センサの結

露や高湿度環境における測定ドリフトの可能性を検知するのに有

用であることに注意してください。そのため、ヴァイサラはこの

機能を初期設定（オフ）のままにすることをお勧めします。 

RHLIMIT [ON/OFF]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

ON = RH 出力の許容範囲は 0 ～ 100 % 
OFF = RH 出力の許容範囲は -5 ～ 110 %（初期設定） 
 
例（現在の設定を表示）： 

>rhlimit ? 
RH limit 0...100: OFF 
> 
 

例（RH 制限を有効にする）： 

>rhlimit on 
RH limit 0...100: ON 
> 
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日付と時刻 
ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 

オプションのデータロガーモジュールを取り付けている場合、デ

ィスプレイ/キーパッドを使用して日付と時刻を変更できます。 

1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. システムを選択し、► 矢印ボタンを押して選択を確定しま

す。 
3. ヒヅケ & ジコクを選択し、► 矢印ボタンを押します。 
4. セッテイボタンを押して調整モードに入り、矢印ボタンを使

用して値を選択し変更します。 
5. グラフに表示される日付と時刻の書式も変更できます。選択

した書式はディスプレイでのみ使用され、シリアル通信で使

用される書式は変更されません。 
6. オワリを押して基本表示に戻ります。 

シリアルラインを使用した方法 

時刻を設定するには、TIME コマンドを入力します。日付を設定

するには、DATE コマンドを入力します。 

TIME<cr> 
DATE<cr> 

これらのコマンドで設定した日付と時刻は、PLAY コマンドのタ

イムスタンプに表示されます。R および SEND コマンドの出力に

時刻と日付を含める場合は、FTIME および FDATE コマンドを使

用します。 

例： 
>time 
Time           : 13:42:49 ? 
 
>date 
Date           : 2007-05-31 ? 
 

注記 オプションのデータロガーモジュールが取り付けられていない場

合、シリアルポートで利用可能な日付と時刻に限り、リセットま

たは電源オフ時に消去され 2000-01-01 00:00:00 になります。 
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NMEA データ書式 
PTU300 変換器は GPS 受信機と組み合わせて使用することができ

ます。GPS 入力コマンドに応答して、事前定義した単独の NMEA 
書式メッセージまたは変換器のシリアル番号を出力します。 

注記 NMEA データ書式を使う場合、圧力単位は bar に設定する必要が

あります。 

FORM は最大 128 文字までです。 

 

注記 変換器と GPS 受信機のシリアルバスの設定が同一であることを

確認してください。推奨ボーレートは 9600 未満です。 

 

例： 

"$PASHS,XDR,P,"1.5_P_",B,"_SN_",C,"_3.2_T_",C,"_SN_",H,"_RH_",P,"_S
N_#r #n 

記号の意味は次のとおりです。 

"$PASHS,XDR,P," テキスト領域 $PASHS,XDR,P,（P：トラン

スデューサー = 圧力型） 
1.5  数字領域 
P   圧力 
",B,"  テキスト領域（B：変換器単位 = Bar） 
SN  変換器 ID（シリアル番号） 
",C,"  テキスト領域（C：トランスデューサー = 
   温度型） 
3.2  数字領域 
T   温度 
",C,"  テキスト領域（C：温度単位 = 摂氏度） 
SN  変換器 ID（シリアル番号） 
",H,"  テキスト領域（H：トランスデューサー = 
   湿度型） 
RH  湿度 
",P,"  テキスト領域（P：湿度 = 相対湿度 %） 
SN  変換器 ID（シリアル番号） 
#r #n  CR LF 
_   スペース 
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出力書式： 

>send 
$PASHS,XDR,P,0.99710,B,S1630001,C,22.47,C.S1630001,H,20.84,
P,S1660001 
> 
 

例： 

"$PASHS,XDR,P," 1.5_P_",B,,C,"_3.2_T_",C,,H,"_RH_",P,"_#r_#n_ 

出力書式： 

>send 
$PASHS,XDR,P,1.01148,B,,C, 27.11,C,,H, 54.29,P, 
> 

GPS コマンド 
PTU300 変換器は次の GPS 特有のコマンドに応答します。 

*0100P9<cr> 

例： 

>*0100P9 
$PASHS,XDR,P,1.03384,B,A2100012,C,22.28,C,A2100012,H,39.65,
P,A2100012 
> 

*0200P9<cr> 

例： 

>*0200P9 
$PASHS,XDR,P,1.01496,B,T5030004,C,24.42,C,T5030004,H,41.18,
P,T5030004 
> 

*9900P9<cr> 

例： 

>*9900P9 
$PASHS,XDR,P,1.01496,B,T5030004,C,24.42,C,T5030004,H,41.18,
P,T5030004 
> 
 
*9900SN<cr> 

例： 

>*9900sn 
A2100012 
> 
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圧力補正設定 
圧力は湿度の計算と精度に影響を及ぼします。したがって、正確

な計算のためにプロセス圧力を考慮に入れる必要があります。 

mmHg および inHg からの変換は 0 °C で、mmH2O および inH2O か
らの変換は 4 °C で定義されています。 

注記 圧力補正は通常の大気で使用するようにのみ設計されています。

他の気体で測定する場合は、詳細についてヴァイサラまでお問い

合わせください。 

ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 
ディスプレイ/キーパッドを使用して圧力補正を設定できます。デ

ィスプレイ/キーパッドを使用して圧力の単位を選択するには、117 
ページの「項目と単位の変更」を参照してください。 

1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. ソクテイを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. アツリョク ホセイを選択し、右矢印ボタンを押します。 
4. 上下矢印ボタンを使用して、圧力補正用にコテイ: 

1013.25hPa またはソクテイ アツリョクのいずれかを選択し

ます。 
5. ソクテイ アツリョクを選択した場合：エラブキーを押して

から、メニューを終了します。 
6. コテイ: 1013.25hPa を選択した場合：エラブを押してから、

セッテイを押します。左右矢印ボタンを押すと次の桁に移動

することができます。単位を変更するには、上下矢印ボタン

を押します。 
7. OK キーを押してから、メニューを終了します。 
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シリアルラインを使用した方法 
PRES および XPRES 

XPRES コマンドは、（値を更新する自動システムなどで）値を頻

繁に変更する場合に使用する必要があります。値はリセット時に

保持されず、0 に設定すると PRES で最後に設定した値が代わり

に使用されます。シリアルラインを使用して、以下のコマンドを

実行します。 

PRES [aaaa.a]<cr> 

XPRES [aaaa.a]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

aaaa.a = 絶対プロセス圧力（hPa） 
 

例： 

>pres 
Pressure       : 1013.00 hPa ? 
>pres 1010 
Pressure       : 1010.00 hPa 
> 
 

表 30 圧力の単位の変換係数 
変換前 変換後：hPa 
mbar 1 
Pa N/m2 0.01 
mmHg torr 1.333224 
inHg 33.86388 
mmH2O 0.09806650 
inH2O 2.490889 
atm 1013.25 
at 980.665 
bar 1000 
psia 1） 68.94757 

1）psia = psi 絶対値。 

例： 

29.9213 inHg = 29.9213 x 33.86388 = 1013.25 hPa 
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PFIX 

入力した P または測定した P を選択するには、PFIX コマンドを

使用します。 

- PFIX がオンの場合、固定 PRES 値が使われます。 

- PFIX がオフの場合、測定 PRES 値が使われます。 

PSTAB 

PSTAB コマンドを使って圧力安定指数を定義して、2 回の連続測

定平均値間の最大許容差を定義します。さらに FORM コマンド

を定義して「OK」安定指数領域を含める必要があります。安定指

数の工場出荷時の設定は 0.5 hPa です。 

例： 

>pstab 
Stab. indicator: OFF ? on 
Max P change   : 0.5 ? 1.0 

 
PDMAX [x]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

x = 圧力指示値 
 
PDMAX [x] コマンドは、2 つの圧力トランスデューサー（P1 と 
P2）の指示値の最大圧力差の設定に使用します。圧力差が設定し

た値を超えた場合は、ERR 領域の対応桁が 0 から 1 に変わります。 

許容可能な測定の必要条件は： 

2 つのトランスデューサーの差（P high - P low）が最大限度

（Pdmax）以下であること。 
 
Pdmax の工場出荷時の設定は 1.0 hPa です。 
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限度を 0.5 hPa に設定する例： 

>pdmax 
Max P diff.    : 1.00 ? 0.5 
 

Pdmax 限度の作用： 

>form 4.1 p1 " " p2 " " p " " u3 " " ERR #r#n 
OK 
 

例：最大圧力差が限度内の場合 

>send 
1034.2 1034.4 1034.3 hPa 0000 
 

例：最大圧力差が限度を超える場合 

>send 
1034.2 1035.4 ****** hPa 1000 
 

問題の分析には ERRS コマンドを使用します。 
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気圧のデータフィルタリング 
シリアルコマンド AVRG を使用すると、個々の気圧測定サンプル

を統合して平均化された指示値を得るための平均化時間を表示お

よび設定することができます。平均化時間は、変換器の合計平均

化時間です。 

AVRG [x]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

X = 1 ...60 秒（初期設定：1 秒） 
. 
平均化時間を長く設定した場合、電源投入時の起動時間も長くな

ることに注意してください。 

それぞれの圧力トランスデューサーに、最小の平均化時間 1 秒を

設定することを推奨します。この設定値は、工場出荷時設定の平

均化時間として使用されています。 

平均化時間を 60 秒に設定する例（気圧測定の WMO 平均化時

間）： 

>avrg 
P1 average     : 1 s ? 60 
> 
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湿度と温度のデータフィルタリング 
湿度と温度のデータ平均化フィルター設定は、気圧のフィルタリ

ング設定とは別に行います。この設定を変更するには、ディスプ

レイ/キーパッドまたはシリアルラインを使用します。以下の 3 つ
のフィルタリングレベルがあります。長期間フィルターを使用す

ると、測定ノイズが最小になります。 

表 31 湿度と温度のフィルタリングレベル 
設定 フィルタリングレベル 
OFF フィルターなし（初期設定）。 
標準 標準のフィルタリング。約 13 秒の移動平均。 
ロング 長時間のフィルタリング。初期設定では約 1 分の平

均。ただし、シリアルラインで設定可能。 
 

ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 

1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. ► 矢印ボタンを押してソクテイを選択します。 
3. フィルタリングを選択し、ヘンコウを押して選択を確定しま

す。 
4. オフ/ヒョウジュン/ロングを選択し、エラブを押して選択を

確定します。 
5. オワリを押して基本表示に戻ります。 
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シリアルラインを使用した方法 

シリアルラインコマンド FILT を使用して、RH と T のフィルタ

リングレベルを設定できます。 

FILT [level] [extfactor]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

level = フィルタリングレベル。オプションは以下のとおり

です。 
 
OFF（フィルターなし、初期設定） 
ON（標準フィルタリング、約 13 秒の移動平均） 
EXT（長時間のフィルタリング、初期設定では約 1 
分の平均、ただし extfactor を変更することで設定可

能） 
extfactor = ロングフィルタリングレベルの加重平均係数。範囲 

0 ～ 1、初期設定 0.030。 
 
ロングフィルタリングモードでは、出力は次の式に

基づいて計算されます。 
[(新しい結果 * extfactor) + (古い結果 * (1.0 - 
extfactor))] これは変換器において、extfactor の値が 
1 の場合は最新の測定値のみが考慮され、extfactor 
の値が 0.1 の場合は以前の出力（90 %）と最新の測

定値（10 %）の組み合わせが新しい出力になること

を意味します。 
 
例（標準フィルタリングを有効にする）： 

>filt on 
Filter         : ON 
> 
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HCP、QFE、および QNH のオフセット 
PTU300 では、特に航空機で使用される HCP（高度補正圧力）、

QFE、および QNH 圧力の補正値を設定することができます。 

- HCP は、気圧に対する直接的な高度補正（気圧計の設置場所

と圧力を計算する場所の高度差（例：塔と地上））です。 

- QFE は、気圧高度計の指示値を与えるために使用し、QFE 
基準ポイント（滑走路など）に対する高度を計算するため

に使用できます。QFE に設定された高度計の指示値は、基

準ポイントの高度（滑走路の開始位置の地上面など）でゼ

ロになります。 

- QNH は、気圧高度計の指示値を与えるために使用し、平均

海面からの高度を計算するために使用できます。気圧から

海抜が得られます。 

HCP、QFE、および QNH 圧力補正を PTU300 の測定で使用するに

は、hhcp、hqfe、および hqnf コマンドを使用して、高度や海抜の

オフセット（メートル単位）を設定します。 

HCP、QNH、および QFE で使用される計算式については、235 ペ
ージの「計算式」を参照してください。 

HHCP 
HHCP コマンドを使用すると、高度補正圧力に使用される高度オ

フセットを表示または設定（プロンプトに新しい値を入力、また

は <cr> を押して現在の値を保持）することができます。HCP 高
度の有効な範囲は -30 ～ +30 m です。 

例： 

 
>hhcp 
HCP height : 0.0 m ? 
> 
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HQFE 

HQFE コマンドを使用すると、QFE 補正圧力に使用される高度オ

フセットを表示または設定（プロンプトに新しい値を入力、また

は <cr> を押して現在の値を保持）することができます。QFE 高
度の有効な範囲は -100 ～ +100 m です。 

例： 

>hqfe 
QFE height : 0.0 m ? 
> 

HQNH 

HQNH コマンドを使用すると、QNH 補正圧力に使用される海抜

オフセットを表示または設定（プロンプトに新しい値を入力、ま

たは <cr> を押して現在の値を保持）することができます。QNH 
高度の有効な範囲は -100 ～ +9999 m です。 

例： 

>hqnh 
QNH height : 0.0 m ? 
> 
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機器情報 
機器情報には現在の構成（機器の状態および諸設定）が含まれます。

この情報はディスプレイ/メニューから確認することもできます。詳

細については、82 ページの「情報表示」を参照してください。 

機器情報を要求すると、次の情報が表示されます。 

- 現在進行中のセンサ動作（該当する場合、ケミカルパージなど） 
- 現在または過去の未確認のエラー（該当する場合） 
- 機器情報：製品名、バージョン、シリアル番号 
- 現在の日付と時刻（データロガーモジュールを取り付けている

場合のみ） 
- 調整情報（最終調整日、ユーザーによる調整内容） 
- 測定設定 
- ケミカルバージ設定に関する情報（該当する場合） 
- 表示アラーム設定 
- シリアルインターフェース情報 
- LAN および WLAN インターフェースのネットワーク設定と状

態 
- アナログ出力情報 
- リレー出力情報（該当する場合） 
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シリアルラインを使用した方法 

? 

シリアルラインコマンド ? を使用して、現在の変換器の設定を確

認できます。?? コマンドも同様ですが、このコマンドは変換器が 
POLL モードでも使用できます。 

例： 

>? 
PTU300 / 3.01 
Serial number  : A2150004 
Batch number   : A1450004 
Adjust. date   : 2006-01-22 
Adjust. info   : (not set) 
Date           : 2006-02-27 
Time           : 14:00:57 
Serial mode    : RUN 
Baud P D S     : 4800 E 7 1 
Output interval: 150 s 
Address        : 0 
Echo           : OFF 
Pressure       : 1013.25 hPa 
Filter         : ON 
Ch1 output     : 4...20mA 
Ch2 output     : 4...20mA 
Ch1 P     low  : 500.00 hPa 
Ch1 P     high : 1100.00 hPa 
Ch2 T     low  : -40.00 'C 
Ch2 T     high : 60.00 'C 
Module 1       : RELAY-1 
Module 2       : BARO-1 
> 
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LIGHT 

LIGHT コマンドを使用して、ディスプレイ（オプション）のバッ

クライトモードを表示したり設定したりすることができます。モ

ードを指定せずにこのコマンドを実行すると、現在のバックライ

トモードが表示されます。 

LIGHT [mode]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

mode = ディスプレイバックライトの動作モード。オプション

は以下のとおりです。 
 
ON（バックライト常時オン） 
OFF（バックライト常時オフ） 
AUTO（バックライトは通常はオフでキーパッドの使用

時に自動的にオンになる） 
 

例： 

>light 
Backlight      : OFF 
>light auto 
Backlight      : AUTO 
> 
 

HELP 

HELP コマンドを使用して、コマンド一覧を表示することができます。 

例： 

>help 
?         ACAL      ADDR      AERR      ALSEL 
ASEL      AVRG      CDATE     CLOSE     CON 
CRH       CT        CTEXT     DATE      DELETE 
DIR       DSEL      DSEND     ECHO      ERRS 
FCRH      FILT      FORM      HELP      HHCP 
HQFE      HQNH      INTV      ITEST     LIGHT 
LOCK      MODBUS    MODS      MPC       MPCI 
OFFSET    PDMAX     PFIX      PLAY      PRES 
PSTAB     PUR       PURGE     R         RESET 
SCOM      SDELAY    SEND      SERI      SMODE 
SYSTEM    TEST      TIME      UNDELETE 
UNIT      VERS      XHEAT     XPRES 
> 
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ERRS 

ERRS コマンドを使用して、変換器のエラーメッセージを表示で

きます。185 ページの「エラー状態」と 186 ページの表 35 を参照

してください。 

例： 

>errs 
No errors 
> 
 

例： 

>errs 
Error: E2  Humidity sensor open circuit. 
> 
 

MODS 

MODS コマンドを使用して、変換器に接続されているオプション

モジュールに関する情報を表示できます。 

例： 
>mods 
Module 1       : WLAN-1 (POST: release_82000941_J; FW: 
Version 82000977_K1 10/16/2008) 
Module 2       : LOGGER-1       (1024 MB; HW: B; SW: 5) 
> 
 

VERS 

VERS コマンドを使用して、ソフトウェアバージョン情報を表示

できます。 

例： 

>vers 
PTU300 / 5.10 
> 
 



第 4 章 _______________________________________________________________________ 操作 

VAISALA _______________________________________________________________________ 139 

シリアルラインを使用した変換器のリセット 
RESET 

機器をリセットします。ユーザーポートは、SMODE コマンドで

選択されている出力モードで起動します。 

シリアルラインを使用したメニュー/キーパ

ッドのロック 
LOCK 

LOCK コマンドを使用して、ユーザーがキーパッドを使用してメ

ニューにアクセスできないようにしたり、キーパッドを完全にロ

ックしたりすることができます。オプションで 4 桁の PIN コード

（4444 など）を設定できます。 

PIN コードを設定した場合、ユーザーがメニューにアクセスしよ

うとすると、コードを入力するよう求めるメッセージが表示され

ます。正しいコードを入力すると、基本表示に戻るまでロックが

解除されます。 

LOCK [x] [yyyy]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

x = キーパッドのロックレベル、範囲 0 ～ 2。オプションは

以下のとおりです。 
0 - ロックなし（フルアクセス可能） 
1 - メニューをロック、グラフにはアクセス可能 
2 - キーパッドを完全に無効化 

yyyy = 4 桁の PIN コード。コードはキーパッドのロックレベル

が 1 の場合にのみ設定できます。 
 

例： 

>lock 1 4444 
Keyboard lock  : 1 [4444] 
> 
 
>lock 1 
Keyboard lock  : 1 
> 
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シリアル出力設定 
ユーザーポートの通信設定は、シリアルライン経由またはオプシ

ョンのディスプレイ/キーパッドを使用して変更できます。サービ

スポートの通信設定は固定されており、変更できません。 

注記 通信モジュール（LAN、WLAN、または RS-422/RS-485 インター

フェース）を取り付けている場合、ユーザーポートにはアクセス

できません。設定変更は、モジュールに用意されているインター

フェースに適用されます（該当する場合）。 

 

ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 
1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. インターフェースを選択し、► 矢印ボタンを押して選択を

確定します。 
3. シリアル インターフェースを選択し、► 矢印ボタンを押し

て選択を確定します。 
4. ヘンコウボタンを押して、ビットレートおよびシリアル フ

ォーマットを選択します。▲▼ 矢印ボタンを使用し、エラ

ブを押して選択を確定します。 
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5. ヘンコウボタンを押して、シリアル出力で使用するプロトコ

ルを選択します。▲▼ 矢印ボタンを使用してオプションを

選択し、エラブを押します。この設定は、シリアルコマンド 
SMODE で変更できるシリアルモード設定と同じです。 
- RUN モードでは、設定した間隔で測定メッセージが連続

出力されます。RUN モードを選択した場合、RUN インタ

ーバルも目的の値に設定します。 
- POLL モードでは、複数の変換器が同じ RS-485 ラインを

共有できます。POLL モードを選択した場合、デバイスア

ドレスも選択し、ライン上の各変換器のアドレスが一意

になるようにします。 
- STOP モードでは、変換器はリセットまたは電源投入時に

変換器のソフトウェアバージョンを出力し、コマンドの

入力を待機します。 
- SEND モードは、STOP モードとほぼ同じです。異なる点

は、変換器が起動時にソフトウェアバージョンの代わり

に測定メッセージを出力することだけです。 
- MODBUS モードでは、Modbus プロトコル通信のみを利

用できます。173 ページの第 5 章「Modbus」を参照して

ください。 
6. RUN インターバルとその単位を選択します。OK を押して

確定します。 
7. デバイスアドレスを選択し、セッテイを押して確定します。 
8. エコーを選択し、オンを押してオンにするか、オフを押して

オフにします。 
9. オワリを押して基本表示に戻ります。 

ディスプレイ/キーパッドを使用して設定した新しいユーザーポー

ト設定はすぐに有効になります。 
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シリアルラインを使用した方法 

注記 現在サービスポートに接続している場合でも、シリアルコマンド

を使用してユーザーポート設定を変更または表示できます。 

SERI 

SERI コマンドを使用して、ユーザーポートの通信設定を設定で

きます。変更した設定は、次回リセットまたは電源投入したとき

に有効になります。 

SERI [b p d s]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

b = ビットレート（110、150、300、600、1200、2400、
4800、9600、19200、38400、57600、115200） 

p = パリティ（n = なし、e = 偶数、o = 奇数） 
d = データビット（7 または 8） 
s = ストップビット（1 または 2） 
 

設定は、パラメーターを 1 つずつ変更することも、すべてのパラ

メーターを一度に変更することもできます。 

例（すべてのパラメーターの変更）： 

>SERI 600 N 8 1 
600 N 8 1  
> 

例（パリティのみ変更）： 

>SERI O 
4800 O 7 1  
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SMODE 

SMODE コマンドを使用して、ユーザーポートの起動操作モード

を設定できます。 

SMODE [xxxx]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

xxx = STOP、SEND、RUN、POLL、または MODBUS。 
表 32 出力モードの選択 

モード 測定値出力 使用可能なコマンド 
STOP SEND コマンドによる出力

のみ。 
すべてのコマンド（初期設定）。 

SEND 起動時に 1 回測定メッセー

ジが自動出力され、その後

は SEND コマンドによる

出力のみ。 

すべて。 

RUN 自動出力。 S コマンドのみ。 
POLL SEND [addr] コマンドによ

る出力のみ。 
SEND [addr] および OPEN [addr]。OPEN コマン

ドを使用して変換器へのラインを開くと、他のコ

マンドも使用できるようになります。 
 
複数の変換器で同じラインを共有可能な RS-485 
バスとともに使用します。 

MODBUS Modbus プロトコルを使用

して変換器から読み取る必

要があります。 

Modbus プロトコルのみ。173 ページの第 5 章
「Modbus」を参照。 

 

選択した出力モードは、次回リセットまたは電源投入したときに

有効になります。 

ADDR 

ADDR コマンドを使用して、変換器のデバイスアドレスを設定で

きます。アドレスが必要なのは POLL モードおよび MODBUS モ
ード（シリアル Modbus）の場合です。 

ADDR [aa]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

aa = 変換器のデバイスアドレス、範囲 0 ～ 255（初期設定 = 0  

例（変換器アドレスを 0 から 52 に変更）： 

>addr 
Address        : 0 ? 52 
> 
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INTV 

INTV コマンドを使用して、RUN モードの出力間隔を設定できま

す。間隔は RUN モードがオンの場合にのみ有効です。間隔をゼ

ロに設定すると、出力速度が最速になります。 

INTV [xxx yyy]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

xxx = 遅延、範囲 0 ～ 255。 
yyy = 単位：S、MIN、または H。 

例（出力間隔を 10 分に設定）： 
>intv 10 min 
Output interval: 10 min 
> 

SDELAY 

SDELAY コマンドを使用して、ユーザーポートの遅延（応答時間）

を設定したり、現在設定されている遅延値を表示したりすること

ができます。半二重通信（通常は 2 線式 RS-485）を使用する場合

は、遅延の調整が必要になることがあります。 

遅延値の 1 単位は 10 ミリ秒に対応します（例：5 = 0.050 秒の最

小応答遅れ）。この値は 0 ～ 254 に設定できます。 

例： 

>sdelay 
Serial delay   : 0 ? 10 
 
>sdelay 
Serial delay   : 10 ?  
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ECHO 

ECHO コマンドを使用して、ユーザーポートのエコーを設定でき

ます。このコマンドを使用すると、受信した文字列のエコーをオ

ンまたはオフにすることができます。 

ECHO [x]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

x = ON（有効、初期設定）または OFF（無効） 
 

注記 2 線接続の RS-485 インターフェースを使用している場合、エコー

は必ずオフにしてください。RS-232、RS-422/485 の 4 線式接続、

LAN、または WLAN を使用している場合、必要に応じてオンま

たはオフにできます。 

データの記録 
データ記録機能は常にオンになっており、データは機器のメモリ

に自動的に収集されます。オプションのデータロガーモジュール

を取り付けている場合、変換器はこのモジュールを自動的に使用

します。記録されたデータは、電源をオフにしてもメモリから消

去されません。収集されたデータは、ディスプレイのグラフ表示

でグラフ形式で確認したり、シリアルラインまたは MI70 Link プ
ログラムを使用して一覧表示したりすることができます。 

データを記録する項目の選択 
機器にオプションのディスプレイが取り付けられている場合、記

録される項目は必ずディスプレイ用に選択している項目になりま

す。同時に記録できる項目は最大 4 個です。キーパッドを使用し

て表示項目を選択する方法については、117 ページの「項目と単

位の変更」を参照してください。 
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DSEL 

変換器にディスプレイ/キーパッドが取り付けられていない場合、

シリアルラインコマンド DSEL を使用して記録する項目を選択で

きます。 

DSEL [xxx]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

xxx = データを記録する項目。使用可能な項目と単位の詳細に

ついては、26 ページの表 2 を参照してください。オプシ

ョン項目の詳細については、26 ページの表 3 を参照して

ください。 
 

例： 

>dsel rh t tdf 
 RH T Tdf 
> 

コマンドをパラメーターなしで入力して ENTER を押すと、現在

記録されているパラメーターが表示されます。 

記録されたデータの表示 
機器にオプションのディスプレイが取り付けられている場合、グ

ラフ表示には選択した項目のデータが一度に 1 つずつ表示されま

す。グラフ表示の詳細については、80 ページの「グラフ表示履歴」

を参照してください。 

また、以下のコマンドを使用して、記録されたデータを数値形式

でシリアルラインにダンプすることができます。 
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DIR 

シリアルラインで DIR コマンドを使用して、利用可能なファイル

を確認できます。 

データロガーモジュールがない場合、機器は選択した項目ごとに 
6 個のファイル（6 個の観測期間）を記録します。データロガーを

使用すると、記録されるファイルの数は項目ごとに 7 個になりま

す。そのため、ファイルの総数は 6 ～ 28 個の間で変動します。80 
ページの表 12 を参照してください。 

たとえば、2 個の項目（P および T）を選択しているとします。最

後の列には、ファイルに保存されているデータポイントの数が示

されています。 

例（データロガーモジュールを取り付けている場合）： 
>dir 
   File description          Oldest data available  No. of points 
1  P    (10 s intervals)  2007-05-30 08:26:50  13996800 
2  P    (90 s intervals)    2007-05-30 05:25:30  1555200 
3  P    (12 min intervals)  2007-05-29 05:48:00  194400 
4  P    (2 h intervals)  2007-05-19 02:00:00  19440 
5  P    (12 h intervals)  2007-03-23 12:00:00  3240 
6  P    (3 d intervals)  2006-04-20 00:00:00  540 
7  P    (12 d intervals) 2002-12-16 00:00:00  135 
8  T    (10 s intervals)  2007-05-30 08:26:50  13996800 
9  T    (90 s intervals)  2007-05-30 05:25:30  1555200 
10 T    (12 min intervals)  2007-05-29 05:48:00  194400 
11 T    (2 h intervals)  2007-05-19 02:00:00  19440 
12 T    (12 h intervals)    2007-03-23 12:00:00  3240 
13 T    (3 d intervals)      2006-04-20 00:00:00  540 
14 T    (12 d intervals)     2002-12-16 00:00:00  135 
 

例（データロガーモジュールを取り付けていない場合）： 
>dir 
   File description          Oldest data available No. of points 
1  P    (10 s intervals)   2008-04-11 23:41:10 135 
2  P    (90 s intervals)   2008-04-11 20:41:11 135 
3  P    (12 min intervals) 2008-04-10 21:03:41 135 
4  P    (2 h intervals)    2008-03-31 18:03:41 135 
5  P    (12 h intervals)   2008-02-04 12:03:41 135 
6  P    (3 d intervals)    2007-03-04 00:03:41 135 
7  T    (10 s intervals)   2008-04-11 23:41:11 135 
8  T    (90 s intervals)   2008-04-11 20:41:11 135 
9  T    (12 min intervals) 2008-04-10 21:03:41 135 
10 T    (2 h intervals)    2008-03-31 18:03:41 135 
11 T    (12 h intervals)   2008-02-04 12:03:41 135 
12 T    (3 d intervals)    2007-03-04 00:03:41 135 
> 
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PLAY 

PLAY コマンドを使用して、選択したファイルをシリアルライン

に出力できます。データロガーモジュールを取り付けている場合、

出力する間隔を指定できます。 

出力データはタブ区切りです。この形式は多くの表計算プログラ

ムと互換性があります。必要に応じて、このコマンドの入力前に 
TIME および DATE コマンドを使用してローカルの日付と時刻を

設定します。 

PLAY [x] [start_date start_time end_date end_time]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

x = 出力されるデータファイルの数、範囲 0 ～ 21。数は 
DIR コマンドの出力と対応しています。147 ページの例

を参照してください。 
0 を選択すると、すべてのデータファイルが出力されま

す。 
start_date = 出力する間隔の開始日。yyyy-mm-dd の書式で指定する

必要があります。 
start_time = 出力する間隔の開始時刻。hh:mm:ss または h:mm の書式

で指定する必要があります。 
end_date = 出力する間隔の終了日。yyyy-mm-dd の書式で指定する

必要があります。 
end_time = 出力する間隔の終了時刻。hh:mm:ss または h:mm の書式

で指定する必要があります。 
 

例： 

>play 3 2007-05-05 00:00:00 2007-05-06 00:00:00 
RH   (12 min intervals) 2007-05-05 00:00:00 121 
Date     Time       trend   min     max 
yyyy-mm-dd  hh:mm:ss   %RH     %RH     %RH 
2007-05-05  00:00:00 19.16   18.99   19.33 
2007-05-05  00:12:00 19.30   19.09   19.55 
2007-05-05  00:24:00 20.01   19.28   21.17 
2007-05-05  00:36:00 21.21   20.98   21.44 
2007-05-05  00:48:00 19.57   17.72   21.11 
2007-05-05  01:00:00 19.09   18.62   19.84 
... 

<ESC> キーを使用して一覧出力を中断できます。 
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注記 記録されたデータを大量に出力する場合、データファイルが大き

くなり、時間がかかります。分解能 10 秒でデータロガーのメモリ

全体の出力には最大で数日かかります。データをより簡単に処理

できるように、適切な最大データ間隔を選択し、開始時間と終了

時間を慎重に指定することをお勧めします。 

 

記録されたファイルの削除 
記録されたデータファイルは、キーパット/ディスプレイを使用す

るか、シリアルラインで DELETE コマンドを使用することで削

除できます。削除はすべてのデータに対して行われます。個々の

ファイルを削除することはできません。 

変換器は、メモリが一杯になると古いデータを自動的に上書きす

るため、通常は記録されたファイルを手動で削除する必要はない

ことに注意してください。 

キーパッド/ディスプレイを使用してデータファイルを削除するに

は、以下の手順に従います。 

1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. システムを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. 下矢印ボタンを使用して、メモリーノ データヲ ショウキョ

を選択します。ショウキョキーを押します。ハイキーを押し

て確定します。 

注意 この機能は、すべてのグラフとオプションのデータロガーモジュ

ールの内容を含む、変換器のデータ履歴全体を消去します。 

UNDELETE 

DELETE コマンドと同様に、UNDELETE コマンドは引数なしで

使用します。削除されたがまだ上書きされていないデータをすべ

て復元します。 
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アナログ出力設定 
アナログ出力は注文フォームに従って工場で設定されます。この

設定を変更する場合は、本説明に従ってください。62 ページの

「3 番目のアナログ出力」を参照してください。 

出力モードと範囲の変更 
両方の出力チャンネルには、それぞれ 8 個のスイッチ付きの DIP 
スイッチモジュールがあります。位置については、30 ページの図 
2（アナログ出力設定用の DIP スイッチ）を参照してください。 

1. 電流/電圧出力を選択します。スイッチ 1 と 2 のいずれかを 
ON にします。 

2. 範囲を選択します。スイッチ 3 ～ 7 のいずれかを ON に 
します。 

 
0503-045 

図 59 出力モジュールの電流/電圧スイッチ 

以下の番号は、上の図 59 に対応しています。 

1 = 電流/電圧選択出力スイッチ（1 ～ 2） 
2 = アナログ出力 1 および 2 の電流/電圧範囲選択スイッチ

（3 ～ 7） 
3 = 保守点検専用スイッチ。常に OFF 位置にしてください。 
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注記 1 つの出力チャンネルに対して、1 つのモードと 1 つの範囲スイ

ッチのみを設定します。残りのスイッチは OFF のままにする必

要があります。 

例：チャンネル 1 で 0 ～ 5 V 電圧出力を、チャンネル 2 で 4 ～ 
20 mA を選択します。 

 OFF ON 選択 1 █   

2  █ 電圧出力を選択 3 █   

4 █   

5 █   

6  █ 0 ～  5 V を選択 7 █   

8 █   

    

1  █ 電流出力を選択 2 █   

3 █   

4  █ 4 ～  20 mA を選択 5 █   
6 █   

7 █   

8 █   
 

注記 エラー出力設定をカスタマイズした場合（AERR）、設定したエ

ラー値が出力モード/範囲の変更後も引き続き有効であることを確

認してください。155 ページの「アナログ出力の故障時表示設

定」を参照してください。 
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アナログ出力項目 

注記 より良い精度を得るために、気圧は必ず Ch3 を使用して出力する

必要があります（利用可能な場合）。 

ディスプレイ/キーパッドを使用して、アナログ出力項目の変更と

スケーリングができます。 

1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. インターフェースを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. アナログ シュツリョクを選択し、右矢印ボタンを押します。 
4. シュツリョク 1/2/3 を選択し、右矢印ボタンを押します。 
5. コウモクを選択し、ヘンコウキーを押します。 
6. 上下矢印ボタンを使用して項目を選択します。エラブキーを

押して選択を確定します。 
7. 上下矢印ボタンを押してスケーリングの下限値を選択します。

セッテイキーを押します。上下左右矢印ボタンを押して下限値

を調整します。OK キーを押して設定を確定します。 
8. 上下矢印ボタンを押してスケーリングの上限値を選択します。

セッテイキーを押します。上下左右矢印ボタンを押して上限値

を調整します。OK キーを押して設定を確定します。 
9. オワリキーを押すと、基本表示に戻ります。 

AMODE/ASEL 

シリアルラインを使用して、アナログ出力項目の選択とスケーリ

ングができます。AMODE コマンドを使用して、アナログ出力モ

ードを確認します。 

AMODE<cr> 

例： 

>amode 
Ch1 output     : 0...1V 
Ch2 output     : 0...1V 
> 

ASEL コマンドを使用して、アナログ出力用の項目を選択しスケ

ールを決めます。選択できるオプション項目は、機器を注文した

ときに選択したものに限られることに注意してください。 
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ASEL [xxx yyy zzz]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

xxx = チャンネル 1 の項目 
yyy = チャンネル 2 の項目 
zzz = オプションのアナログ出力チャンネル 3 の項

目 
 

常にすべての出力について項目を入力してください。項目とその

略号については、26 ページの表 2、表 3 および表 4 を参照してく

ださい。 

アナログ出力が 2 チャンネルの機器を使っている場合は、以下の

例に示すように ASEL [xxx yyy] コマンドを使用します。 

例： 

>asel rh t p 
Ch1 RH    low  : 0.00 %RH ? 
Ch1 RH    high : 100.00 %RH ? 
Ch2 T     low  : -40.00 'C ? 
Ch2 T     high : 60.00 'C ? 
Ch3 P     low  : 500.00 hPa ? 
Ch3 P     high : 1100.00 hPa ? 
> 

アナログ出力のテスト 
ディスプレイ/キーパッドを使用して、既知の値を強制的に出力さ

せることでアナログ出力の動作をテストできます。その後、電流/
電圧計で出力を測定します。 

1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. システムを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. シンダンを選択し、右矢印ボタンを押します。 
4. アナログ シュツリョク テストを選択し、右矢印ボタンを押

します。 
5. スケールノ 0%/50%/100%ヲ シュツリョクのいずれかのテス

トオプションを選択します。テストキーを押します。すべて

の出力が同時にテストされます。実際の出力値は選択した範

囲によって異なります。 
6. OK キーを押してテストを中止します。さらに、オワリキー

を押すと基本表示に戻ります。 



第 4 章 _______________________________________________________________________ 操作 

VAISALA _______________________________________________________________________ 154 

ITEST 

シリアルラインを使用して、アナログ出力の操作をテストするこ

とができます。ITEST コマンドを使って、入力値を強制的にアナ

ログ出力させます。設定値は、パラメーターなしで ITEST コマン

ドを入力するか、変換器をリセットするまで保持されます。 

ITEST [aa.aaa bb.bbb cc.ccc]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

aa.aaa = チャンネル 1 に設定される電流または電圧値 
（mA または V） 

bb.bbb = チャンネル 2 に設定される電流または電圧値 
（mA または V） 

cc.ccc = チャンネル 3 に設定される電流または電圧値 
（オプション）（mA または V） 

例： 

>itest 20 5 
Ch1 (Td )      :          *        20.000 mA   H'672A 
Ch2 (T  )      :          *         5.000 mA   H'34F9 
>itest 
Ch1 (Td )      :    -23.204 'C     16.238 mA   H'FFFE 
Ch2 (T  )      :     22.889 'C      8.573 mA   H'5950 
> 
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アナログ出力の故障時表示設定 
エラー発生時におけるアナログ出力の工場初期設定は 0 V/0 mA で
す。新しいエラー値を選択する場合は、変換器のエラー状態によ

ってプロセス監視に予期しない問題が発生しないように注意して

ください。 

ディスプレイ/キーパッドを使用して、アナログ出力の故障時表示

を設定できます。 

1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. インターフェースを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. アナログ シュツリョクを選択し、右矢印ボタンを押します。 
4. シュツリョク 1/2/3 を選択し、右矢印ボタンを押します。 
5. コショウジノ アタイを選択します。セッテイキーを押しま

す。矢印ボタンを使用して故障時の値を入力します。OK キ
ーを押して設定を確定します。この値は、変換器エラーが発

生すると出力されます。 
6. オワリキーを押すと、基本表示に戻ります。 

AERR 

シリアルラインコマンド AERR を使用して、エラー出力を変更で

きます。 

AERR<cr> 

例： 

>aerr 
Ch1 error out  : 0.000V ? 5.0 
Ch2 error out  : 0.000V ? 5.0 
> 

注記 エラー時の出力値はアナログモードの有効範囲内である必要があ

ります。 

 

注記 エラー時の出力値が表示されるのは、湿度センサの損傷などの電

気的な小さな故障の場合のみです。深刻な機器の動作不良の場合

は、エラー時の出力値は必ずしも出力されません。 
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アナログ出力範囲の拡張 
AOVER コマンドを使用して、アナログ出力チャンネルが指定範

囲を 10 % 超過することを許容できます。パラメーターのスケー

リングはそのまま維持されます。追加の範囲はスケールの上限側

で追加の測定範囲に使用されます。 

AOVER [ON/OFF]<cr> 

例： 

>aover on 
Extended output: ON 
> 
 

次に、アナログ出力が受ける影響の例を示します。チャンネル 1 
では、RH が電圧出力 0 ～ 5 V（0 ～ 100 %RH）で出力されます。

AOVER ON コマンドを入力した後の範囲は 0 ～ 5.5 V（0 ～ 
110 %RH）です。100 %RH ポイントは 5 V のままであることに注

意してください。 

リレーの動作 

リレー出力の項目 
リレーは、リレー出力用に選択した項目を監視します。利用可能

な項目であれば、どれでも選択できます。 

測定ベースのリレー出力モード 
リレーセットポイント 

測定値が設定した「セットポイント 1」（上限）と「セットポイ

ント 2」（下限）の間にある場合、リレーはオフ状態です。「セ

ットポイント 1」の値として低い値を選択し、「セットポイント 2」
の値として上限値よりも高い値を選択すると、リレーは測定値が

両セットポイントの間にない場合にオフ状態になります。セット

ポイントを一方のみ設定することもできます。 

さまざまな測定ベースのリレー出力モードの例については、157 
ページの図 60 を参照してください。 
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 1102-007 

図 60 リレー出力モード   

測定値が安全な範囲を超え、アラームの作動が必要な場合は通常、

モード 4 が使用されます。リレーは、測定値が範囲内のとき作動

し、測定値が範囲外か測定失敗の場合に解除されます。 

注記 選択した項目の測定が失敗、または変換器の電源が失われた場

合、リレーは解除されます。 
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ヒステリシス 

ヒステリシス機能は、測定値がセットポイントの値に近くにある

場合にリレーがオン/オフを繰り返すことを防止します。 

リレーは、測定値がセットポイントの値をちょうど超えたときに

作動します。測定値が何度もセットポイントを上下した場合でも、

セットポイントの値±スレッシュホールド値に達するまで、リレ

ーは解除されません。 

スレッシュホールド値は、セットポイント間の差よりも小さくす

る必要があります。 

例： 

「セットポイント 1」の値が 60 %RH、スレッシュホールド値が 
5 %RH である場合、相対湿度が 60 %RH に達するとリレーが作動

します。湿度が下がり 55 %RH になった時点で、リレーは解除さ

れます。 

注記 両方のセットポイントを指定し、「セットポイント 1」（上限）

が「セットポイント 2」（下限）未満である場合、ヒステリシス

は逆方向に機能します。すなわち、測定値がセットポイントの値

をちょうど越えたときに、リレーが解除されます。 

 

変換器エラー状態を示すリレー 
機器の動作状態を追跡するリレーを設定できます。リレーは、出

力項目として FAULT/ONLINE STATUS を選択することで、動作

状態に基づいて次のように状態が変化します。 

FAULT STATUS（不良状態） 

通常動作時：リレー作動（C と NO の出力は閉） 

非測定状態（エラー状態または電源オフ）：リレー解除（C と 
NC の出力は閉） 

ONLINE STATUS（オンライン状態） 

測定中（データあり）：リレー作動（C と NO の出力は閉） 

測定中のデータなし（例：エラー状態、ケミカルパージ、または

調整モード）：リレー解除（C と NC の出力は閉） 

FAULT/ONLINE STATUS リレー出力モードの例については、159 
ページの図 61 を参照してください。 
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 1102-040 

図 61 FAULT/ONLINE STATUS リレー出力モード 

FAULT/ONLINE STATUS リレーは通常、出力値の妥当性に関する

情報を得るためにアナログ出力と併用されます。 

注記 変換器の電源が失われた場合、すべての状態ベースのリレーが機

器の故障の場合と同様に解除されます。 
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表 33 リレー状態の例 

リレー作動の基

準 変換器の動作状態 NC-C 接続 NO-C 接続 

未選択    
 電源オフ   

RH 50 % 未満* 

RH 測定値 50 % 
超   

RH 測定値 50 % 
未満   

RH 50 % 超* 

RH 測定値 50 % 
超   

RH 測定値 50 % 
未満   

不良状態 
測定 OK   
エラー発生   

オンライン状態 

測定中   
パージまたはセン

サ加熱がアクティ

ブ状態 
  

* ヒステリシスは、測定中の内容に基づいてリレーの切り替えが行われるタイ

ミングに影響を及ぼします。158 ページの「ヒステリシス」を参照してくださ

い。 
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リレーのオン/オフ 
たとえばシステムの保守点検のために、リレーをオフにすること

ができます。 

リレー出力の設定 

注記 リレーモジュールが 1 つだけ取り付けられている場合は、そのリ

レーが「リレー 1」および「リレー 2」となります。 

リレーモジュールが 2 つ取り付けられている場合は、MODULE 1 
スロットに接続されているモジュールのリレーが「リレー 1」お

よび「リレー 2」となり、MODULE 2 スロットに接続されている

モジュールのリレーが「リレー 3」および「リレー 4」となりま

す。 

 
0706-055 

図 62 ディスプレイのリレーインジケータ 

番号は上の図 62 に対応しています。 

1 = オン状態のリレーの一覧。作動状態のリレーが黒で表示さ

れます。オフ状態のリレーは表示されません。 
 
ディスプレイ/キーパッドを使用してリレー出力を設定できます。 
1. いずれかの矢印ボタンを押して、メインメニューを開きます。 
2. インターフェースを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. リレー シュツリョクを選択し、右矢印ボタンを押します。 
4. リレー 1/2/3/4 を選択し、右矢印ボタンを押します。 
5. コウモクを選択し、ヘンコウボタンを押します。上下矢印ボ

タンを使用して項目を選択します。エラブボタンを押して選

択を確定します。 
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6. セットポイント 1/セットポイント 2 を選択します。SET ボ
タンを押します。値を変更するかセットポイントを削除する

かを尋ねられる場合があります。その場合、ヘンコウを選択

して値を調整するか、ショウキョを選択してセットポイント

を削除します。上下左右矢印ボタンを押して数値を調整しま

す。OK ボタンを押して選択を確定します。 
7. スレッシュホールドを選択します。セッテイキーを押し、値

を調整します。最後に、OK ボタンを押します。 
8. リレードウサヲ カノウニ スルを選択します。オン/オフキー

を押してリレーをオン/オフにします。 

RSEL 
シリアルラインを使用して、項目、セットポイント、ヒステリシ

スを選択したり、リレー出力のオン/オフを切り替えたりできます。

RSEL コマンドを使用します。 

RSEL [q1 q2]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

q1 = リレー 1 の項目または Fault/Online 
q2 = リレー 2 の項目または Fault/Online 
 

工場設定：すべてのリレーがオフです。 

項目の選択には略号を使用します。項目、その略号、圧力の単位

については、26 ページの表 2、表 3、および表 4 を参照してくだ

さい。 

上限と下限の両方を設定する例： 

リレー 1 を相対湿度測定値、リレー 2 を温度の追跡用に選択します。

両方のリレーについて 2 つのリレーセットポイントを設定します。 

>rsel rh t  
Rel1 RH   above: 0.00 %RH ? 30 
Rel1 RH   below: 0.00 %RH ? 40 
Rel1 RH   hyst : 0.00 %RH ? 2 
Rel1 RH   enabl: OFF ? ON 
Rel2 T    above: 0.00 'C ? 30 
Rel2 T    below: 0.00 'C ? 40 
Rel2 T    hyst : 0.00 'C ? 3 
Rel2 T    enabl: OFF ? ON 
> 
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上限のみを設定する例： 

リレー 1 を相対湿度、リレー 2 を温度、リレー 3 を露点、リレー 
4 を露点の追跡用に選択します。すべての出力について 1 つのセ

ットポイントを選択します。 

>rsel rh t td td 
Rel1 RH   above: 60.00 %RH ? 70 
Rel1 RH   below: 70.00 %RH ? - 
Rel1 RH   hyst : 2.00 %RH ? 2 
Rel1 RH   enabl: ON ? on 
Rel2 T    above: 50.00 'C ? 60 
Rel2 T    below: 40.00 'C ? - 
Rel2 T    hyst : 2.00 'C ? 2 
Rel2 T    enabl: ON ? on 
Rel3 Td   above: 5.00 'C ? 10 
Rel3 Td   below: 0.00 'C ? - 
Rel3 Td   hyst : 1.00 'C ? 1 
Rel3 Td   enabl: OFF ? on 
Rel4 Td   above: 0.00 'C ? 20 
Rel4 Td   below: 0.00 'C ? - 
Rel4 Td   hyst : 0.00 'C ? 2 
Rel4 Td   enabl: OFF ? on 
> 
 

リレー 1 を故障アラームとして使用する例：リレー 1 を故障状態、

リレー 2 を温度測定値の追跡用に選択します。 

>rsel fault t 
Rel1 FAUL above: - 
Rel1 FAUL below: - 
Rel1 FAUL hyst : - 
Rel1 FAUL enabl: ON ? 
Rel2 T    above: 0.00 'C ? 30 
Rel2 T    below: 0.00 'C ? - 
Rel2 T    hyst : 0.00 'C ? 2 
Rel2 T    enabl: OFF ? ON 
> 
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リレーの動作テスト 
リレーがオフになっていても、テスト時にはオンになります。 

モジュールのプッシュボタンを使用してリレーをオンにします。 
REL 1 または REL 2 キーを押し、対応するリレーをオンにします。 

リレー作動：  LED 点灯 
リレー非作動：  LED 消灯 

ディスプレイ/キーパッドを使用してリレーの動作をテストできます。 

1. 矢印ボタンのいずれかを押して、メインメニューを開きます。 
2. システムを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. シンダンを選択し、右矢印ボタンを押します。 
4. リレー テストを選択し、右矢印ボタンを押します。 
5. リレー 1 ヲ テストを選択し、テストキーを押します。選択

したリレー出力が強制的に逆の状態になります。OK キーを

押して通常動作に戻ります。 
6. オワリキーを押すと、基本表示に戻ります。 

RTEST 

シリアルラインコマンド RTEST を使用して、リレーの動作をテ

ストすることができます。 

RTEST [x1 x2 x3 x4]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

x = ON/OFF 

例：4 つすべてのリレーを作動させてから解除します。 

>rtest on on on on 
 ON ON ON ON 
> 
>rtest off off off off  
 OFF OFF OFF OFF 
> 
 

RTEST コマンドをパラメーターなしで実行すると、テストを中

止できます。 
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センサ機能 

ケミカルパージ（オプション） 
特定の用途においては、測定対象のガスに存在する化学物質（ケ

ミカル）に影響されてセンサの感度が徐々に低下することがあり

ます。化学物質の影響によるセンサ感度の低下とケミカルパージ

の効果を以下に示します。165 ページの図 63 を参照してください。

センサポリマは影響を及ぼす化学物質を吸収します。これにより、

水分子を吸収するポリマの能力が徐々に低下します。その結果、

センサの感度が低下します。ケミカルパージは、湿度センサを約 
+160 °C の温度レベルで数分間加熱して、影響を及ぼす化学物質

を蒸発させます。 

パージ機能では、まずセンサを加熱します。次に加熱を停止して

センサの温度が下がるのを待ちます。温度が下がると変換器は通

常モードに戻ります。サイクル全体の所要時間は約 6 分です。 

注記 ケミカルパージが働いている間、出力値は約 6 分間固定されます。 

 

 
0508-035 

図 63 センサ感度の低下 
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ケミカルパージを開始する前に、以下の点に注意してください。 

-センサは PPS グリッドで保護されています。このグリッドには、

ステンレス鋼ネット、焼結ステンレス鋼フィルター、または 
SST メンブレンフィルターが付いています。 

- センサの温度は 100 °C 未満である必要があります。それより高

い温度では、センサから化学物質が自然に蒸発するため、ケミ

カルパージは不要です。 

自動ケミカルパージ（インターバルパージ） 

PTU300 の工場出荷時には、自動ケミカルパージ（選択されてい

る場合）が工場設定の時間間隔で繰り返し実行されるようになっ

ています。パージが行われる間隔は、シリアルコマンドまたはオ

プションのディスプレイ/キーパッドを使用して変更することがで

きます。影響を及ぼす化学物質の濃度が高い測定環境では、間隔

の変更が必要になる場合があります。また、自動ケミカルパージ

を必要に応じてオフにすることもできます。 

手動ケミカルパージ 

校正（189 ページの「校正と調整」を参照）の前、または影響を

及ぼす化学物質にセンサがさらされていると考える場合には、必

ず手動でケミカルパージを実施してください。校正を開始する前

に、センサの温度が常温にまで下がっていることを確認してくだ

さい。 

電源投入時のケミカルパージ 

機器の電源を投入すると 10 秒以内にケミカルパージ（起動時パー

ジ）を開始するように設定できます。 
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ケミカルパージの開始と設定 
マザーボード上のボタンを使用した方法 

変換器内部にあるマザーボード上の 2 つの PURGE ボタンを同時に

数秒間押すことで、手動ケミカルパージを開始できます。パージが

完了するまで（最大 6 分間）、インジケータ LED が点滅します。 

 
0508-011 

図 64 マザーボード上の PURGE ボタン 
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ディスプレイ/キーパッド（オプション）を使用した方法 

キーパッド/ディスプレイを使用すると、自動および手動ケミカル

パージを設定できます。 

1. 矢印ボタンのいずれかを押して、メインメニューを開きます。 
2. ソクテイを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. ケミカルパージを選択し、右矢印ボタンを押します。 

 
1102-016 

図 65 ケミカルパージの設定 

- パージヲスタートシマスを選択しカイシを押して、ケミ

カルパージを手動で開始します。 
-矢印ボタンを使用してスタートジニ パージを選択します。

オン/オフを押して自動時のパージをオン/オフにします。 
- ジドウ パージを選択し、オン/オフキーを押して自動パー

ジをオン/オフにします。 
- インターバルを選択し、セッテイキーを押します。矢印

ボタンを使用してパージ間隔と単位（時間/日）を設定し

ます。間隔は 1 時間 ～ 10 日の間に設定する必要がありま

す。OK キーを押します。 
- データロガーモジュールを取り付けている場合、パージを

次回実施するヒヅケとジコクを指定することもできます。 
4. オワリキーを押すと、基本表示に戻ります。 

 
0706-004 

図 66 ケミカルパージの実施 
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シリアルラインを使用した方法 

PURGE 

PURGE コマンドを使用して、ケミカルパージをすぐに開始でき

ます。 

>purge 
Purge started, press any key to abort. 

加熱が終了すると、プロンプト「>」が表示されます。ただし、

センサの温度が下がるまでは、変換器の出力はケミカルパージの

実施前に測定された値に固定されます。 

PUR 

PUR コマンドを使用して、自動ケミカルパージと電源投入時のケ

ミカルパージのオン/オフを切り替えたり、自動パージの間隔を設

定したりすることができます。センサが化学物質にさらされる環

境の場合は、ケミカルパージを少なくとも 720 分（= 12 時間）ご

とに実施することをお勧めします。化学物質の影響がそれほど大

きくないと考えられる場合は、間隔を長く取ることができます。 

変換器にデータロガーモジュールを取り付けている場合、インタ

ーバルパージの開始日と開始時刻を設定することもできます。設

定した時刻になると、インターバルパージが設定した間隔で実施

されます。この機能を使用して、ケミカルパージが特定の日時に

確実に開始されるようにすることができます。 

パージの継続時間、安定化時間、温度、温度差の設定は、ヴァイ

サラ社の担当者からの指示がない限り変更しないでください。 

PUR と入力し、ENTER を押して実行します。変更しない値は 
ENTER を押してスキップします。現在の値（日付と時刻など） 
で示される書式で変更後の値を入力します。最大間隔は 14400 分 
（= 10 日）です。 
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例（データロガーモジュールを取り付けていない場合）： 
>pur 
Interval Purge : OFF ? 
Interval       : 600 min ? 
Power-up Purge : OFF ? 
Duration       : 60 s ? 
Settling       : 240 s ? 
Temperature    : 180 'C ? 
Temp. diff.    : 0.5 'C ? 
> 

例（データロガーモジュールを取り付けている場合）： 
>pur 
Interval Purge : OFF ? 
Interval       : 600 min ? 
Next Purge date: 2011-02-09 ? 
Next Purge time: 12:00:00 ? 
Power-up Purge : OFF ? 
Duration       : 60 s ? 
Settling       : 240 s ? 
Temperature    : 180 'C ? 
Temp. diff.    : 0.5 'C ? 
> 

 

注記 新たに設定した間隔をすぐに有効にする場合は、変換器をリセッ

トしてください。 

 

注記 電源投入時のケミカルパージを設定した場合、電源投入後、正常

な測定開始までに約 6 分間お待ちください。出力チャンネルは、

最初の動作の際に数分間、最初に測定された値に固定されます。 

 

RGLIMIT 

RGLIMIT コマンドを使用して、0 °C 未満の温度でケミカルパー

ジが実施されないようにすることができます。 

RGLIMIT [ON/OFF]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

ON = 0 °C 未満の温度ではケミカルパージが無効になります。 
OFF = 0 °C 未満の温度でもケミカルパージが実施されます。 
 
例（リミッタを有効にして 0 °C 未満の温度でのパージを抑制）： 
>rglimit on 
No purge if <0'C: ON 
> 
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センサの加熱設定 
この機能は、HUMICAP®180 C センサを備えた変換器のみに適用

できるオプションです。加温プローブでのみ使用してください。 

センサ加熱は、わずかな温度差でも水分がセンサに結露する原因

になる高湿度環境での使用をお勧めします。センサ加熱により、

湿度センサの結露からの回復が速くなります。 

センサ加熱は、測定環境の相対湿度がユーザーが設定した RH 値
（RH 限度値）に到達すると開始されます。RH センサの加熱温度

と加熱継続時間は定義できます。 

加熱サイクルが終わると湿度条件がチェックされ、設定した条件

に達していない場合は、センサ加熱が再度実行されます。 

注記 センサ加熱中の出力は、加熱サイクルが始まる前に測定された値

に固定されます。 

 

ディスプレイ/キーパッドを使用した湿度センサの加熱

設定 

PTU300 の工場出荷時には、センサ加熱は工場初期設定の値にな

っています。この機能のオン/オフ、RH 限度値の変更、加熱温度

や加熱継続時間の定義を行うことができます。 

1. 矢印ボタンのいずれかを押して、メインメニューを開きます。 
2. ソクテイを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. センサ カオンを選択し、オンキーを押します。 
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シリアルラインを使用した方法 
XHEAT 

センサ加熱をオンまたはオフにすることができます。 

XHEAT [xx] 

記号の意味は以下のとおりです。 

xx = ON / OFF 

例： 

>xheat on 
Extra heat     : ON 
>xheat off 
Extra heat     : OFF 
> 

センサ加熱を設定するには、XHEAT コマンドをパラメーターな

しで使用します。「?」の後に値を入力します。設定可能な範囲は

以下のとおりです。 

追加加熱 RH 限度値（この設定値

を上回ると加熱が開始されます） 
0 ～ 100 %RH 
（初期設定：95 %RH） 

追加加熱温度 0 ～ 200 ºC 
（初期設定：100 ºC） 

追加加熱時間 0 ～ 255 秒 
（初期設定：30 秒） 

例： 

>xheat 
Extra heat     : OFF 
Extra heat RH  : 95 ? 90 
Extra heat temp: 100 ? 85 
Extra heat time: 30 ? 10 
>xheat on 
Extra heat     : ON 
> 
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第 5 章 

MODBUS 

この章では、Modbus プロトコルを使用して変換器を操作する際に

必要な情報を説明します。 

Modbus プロトコルサポートの概要 
PTU300 変換器には Modbus シリアル通信プロトコルを使用してア

クセスできます。Modbus プロトコルのサポートは、ソフトウェア

バージョン 5.10 以降、すべての PTU300 変換器で標準機能として

利用できます。サポートされている Modbus の種類と使用される

接続については、下の表 34 を参照してください。 

表 34 サポートされている Modbus の種類 
サポートされている Modbus の種類 接続 
Modbus RTU（シリアル Modbus） RS-232（標準ユーザーポート） 

RS-422/485 インターフェース（オプシ

ョンモジュール） 
Modbus TCP（イーサネット 
Modbus） 

LAN インターフェース（オプションモ

ジュール） 
WLAN インターフェース（オプション

モジュール） 
 

サポートされている Modbus 機能、レジスター、設定オプション、

および診断については、239 ページの付録 C「Modbus リファレン

ス」を参照してください。 

Modbus 導入には次の制限事項があることに注意してください。 

- Modbus TCP モードは、一度に 1 つの TCP 接続のみを受け付け

ます。1 つの Modbus TCP クライアントのみが変換器にアクセ

スするようにシステムを設計してください。 
- Modbus TCP で確実に処理できるのは、一度に 1 つの Modbus 

トランザクションのみです。トランザクションが入れ子になら

ないように、クライアントのポーリングレートを下げてくださ

い。 
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Modbus の使用開始 
PTU300 で Modbus プロトコルの使用を開始するには、組み込みの

ディスプレイおよびキーパッド（オプション）またはシリアルラ

インに接続された PC を使用して設定作業を行う必要があります。

たとえば、USB サービスケーブル（ヴァイサラ注文コード：

219685）を使用してサービスポートに接続することができます。

設定中は、適切な電源から変換器に電源供給する必要があります。 

設定の実施方法については、以下のセクションを参照してくださ

い。 

- シリアル Modbus の有効化 （175 ページの） 
- イーサネット Modbus の有効化 （177 ページの） 

変換器を設定したら、35 ページの第 3 章「設置」の手順に従って

変換器の取り付けと配線を実施してください。 

設定手順では、変換器の使用に習熟していることを想定していま

す。ディスプレイ/キーパッド、サービスポートの使用、シリアル

コマンドの詳細については、本取扱説明書の他のセクションを参

照してください。 

- ディスプレイ/キーパッドオプションの使用については、76 ペ
ージの「ディスプレイ/キーパッド（オプション）」を参照して

ください。 
- USB サービスケーブルを初めて使用する場合は、詳細について 

95 ページの「サービスポート接続」を参照してください。サー

ビスケーブルを使用する前に、必要なドライバーをインストー

ルする必要があります。 
- LAN および WLAN インターフェースの設定については、96 ペ

ージの「LAN 通信」を参照してください。 
- サービスポート経由で利用できるシリアルコマンドについては、

109 ページの「シリアルコマンド一覧」を参照してください。 
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シリアル Modbus の有効化 
RS-232 または RS-485 上の Modbus では、デバイスで Modbus プロ

トコルを有効にするほかに、ソフトウェアでシリアルビットレー

ト、パリティ、ストップビット数、Modbus デバイスアドレスを設

定する必要があります。 

ディスプレイ/キーパッド（オプション） 
を使用した方法 

1. ▼▲◄► 矢印ボタンのいずれかを押して、メインメニュー

を開きます。 
2. インターフェース ► シリアル インターフェースに移動 

します。 
3. シリアルインターフェース設定画面で、以下の設定を行 

います。 
- Modbus プロトコルを有効にします。 
- 必要に応じてボーレートとパリティを変更します。 
- Modbus デバイスアドレスを設定します。 

 

 
 1101-033 

図 67 シリアルインターフェースの設定 

4. 設定を変更したら、オワリボタンを押します。これで 
Modbus 設定は完了です。ディスプレイ/キーパッドで行った

設定変更はすぐに有効になります。 
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シリアルラインを使用した方法 
1. 変換器カバーを開けます。 
2. 電源の配線を接続し（電源モジュールを使用していない場

合）、変換器の電源を入れます。 
3. USB サービスケーブルでコンピュータを変換器のサービス

ポートに接続します。 
4. Vaisala USB Instrument Finder プログラム（USB サービスケー

ブルドライバーとともにコンピュータにインストールされま

す）を起動し、ケーブルで使用されている COM ポートを確

認します。 
5. 端末プログラムを開き、サービスポートに接続します。サー

ビスポートの固定シリアルライン設定は 19200 8 1 N です。 
6. SMODE コマンドを使用して、Modbus モードを有効にします。 

 
>smode modbus 
Serial mode    : MODBUS 
> 

7. 必要に応じて、SERI コマンドを使用して、ユーザーポート

のシリアルインターフェース設定を確認して変更します。た

とえば、ユーザーポートのシリアル設定を 19200 N 8 1 に設

定する場合、次のコマンドを実行します。 
 
>seri 19200 N 8 1 
 

注記 Modbus RTU の場合、データビットの数は必ず 8 である必要があ

ります。 

PTU300 のシリアル Modbus インターフェースは、115、150、300 
ビット/秒のボーレートでは動作しません。 

 

8. ADDR コマンドを使用して、変換器の Modbus アドレスを設

定します。たとえば、Modbus アドレスを 52 に設定する場合、

次のコマンドを実行します。 
 
>addr 52 
 

0 以外のアドレスを設定する必要があります。0 の場合、

Modbus RTU は動作しません。 

9. これで Modbus 設定は完了です。変換器をリセットするか、

電源をいったん切って再度電源を入れて、変換器の取り付け

とシリアルインターフェースの配線を行います。 
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イーサネット Modbus の有効化 
Modbus TCP では、デバイスで Modbus プロトコルを有効にするほ

かに、ソフトウェアで IP アドレス、サブネットマスク、デフォル

トゲートウェイアドレスを設定する必要があります。また、無線

ネットワークを使用する場合は、ネットワーク名（SSID）とセキ

ュリティ設定を設定する必要があります。 

ディスプレイ/キーパッド（オプション） 
を使用した方法 

1. ▼▲◄► 矢印ボタンのいずれかを押して、メインメニュー

を開きます。 
2. インターフェース ► ネットワーク セッティング ► IP コン

フィグレーションに移動します。 
3. IP コンフィグレーション画面で、ネットワーク設定を行い、

オワリを押して変更を保存します。 

 
 1101-034 

図 68 IP 設定 

4. ネットワーク セッティングメニューに戻ります。WLAN イ
ンターフェースを使用している場合は、ワイヤレス LAN セ
ッティングを選択します。 

5. ワイヤレス LAN セッティング画面で、ネットワーク名

（SSID）とセキュリティオプションを設定し、オワリを押

して変更を保存します。 

 
 1101-036 

図 69 無線 LAN 設定 
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6. ネットワーク セッティングメニューに戻ります。コミュニ

ケーションプロトコルを選択します。 
7. コミュニケーションプロトコル画面で、Modbus プロトコル

を有効にします。オワリボタンを押して変更を保存します。 
 
デバイスアドレス設定は Modbus TCP には無関係であること

に注意してください。Modbus モードでは、変換器はすべて

の有効な Modbus メッセージに「ユニット識別子」値で応答

します。 

 
 1101-034 

図 70 通信プロトコル 

8. これで Modbus 設定は完了です。ディスプレイ/キーパッドで

行った設定変更はすぐに有効になります。 

シリアルラインを使用した方法 
1. 変換器カバーを開けます。 
2. 電源の配線を接続し（電源モジュールを使用していない場

合）、変換器の電源を入れます。 
3. USB サービスケーブルでコンピュータを変換器のサービス

ポートに接続します。 
4. Vaisala USB Instrument Finder プログラム（USB サービスケー

ブルドライバーとともにコンピュータにインストールされま

す）を起動し、ケーブルで使用されている COM ポートを確

認します。 
5. 端末プログラムを開き、サービスポートに接続します。サー

ビスポートの固定シリアルライン設定は 19200 8 1 N です。 
6. SMODE コマンドを使用して、Modbus モードを有効にします。 

 
>smode modbus 
serial mode    : MODBUS 
> 
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7. 使用しているインターフェースのネットワークパラメーター

を設定します。 

注記 変換器の起動後、ネットワークインターフェースで設定を利用で

きるようになるまでに数分かかる場合があります。 

 
a. NET コマンドを使用して、LAN および WLAN インターフ

ェースの両方のネットワークパラメーターを設定します。

たとえば、このコマンドをパラメーターなしで入力し、メ

ッセージに従って設定を入力することができます。 
 
>net 
DHCP           : ON ? OFF 
IP address     : 0.0.0.0 ? 143.154.142.102 
Subnet mask    : 0.0.0.0 ? 255.255.0.0 
Default gateway: 0.0.0.0 ? 
Web config.    : ON ? OFF 
Save changes (Y/N) ? y 
OK 
> 

b. WLAN インターフェースを使用している場合は、

WLAN コマンドを使用してネットワーク名（SSID）と

セキュリティ設定を設定します。以下に例を示します。 
 
>wlan 
Network SSID   : NAME ? NETWORKID 
Type           : OPEN ? WPA-PSK/TKIP 
WPA-PSK phrase ? thequickbrownfox 
Save changes (Y/N) ? y 
OK 
> 
 

利用可能な設定については、101 ページの「無線 LAN 
設定」を参照してください。 

 

8. これで Modbus 設定は完了です。変換器をリセットするか、

電源をいったん切って再度電源を入れて、変換器の取り付け

を行います。 
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Modbus 診断カウンター 
PTU300 には、Modbus の問題を特定するために使用できる診断カ

ウンターがあります。このカウンターは、Modbus プロトコルが有

効である場合は常にアクティブです。 

ディスプレイ/キーパッドを使用したカウン

ターの表示 
ディスプレイ/キーパッドオプションを使用して、カウンターを表

示したり消去したりできます。メインメニューにアクセスし、シ

ステム ► シンダン ► MODBUS カウンターに移動します。 

 
1101-037 

図 71 Modbus カウンター 

サービスポートを使用したカウンターの表示 
MODBUS コマンドを使用して、カウンターを表示できます。 

MODBUS<cr> 

例： 

>modbus 
Bus messages   : 0 
Bus comm. error: 0 
Bus exceptions : 0 
Slave messages : 0 
Slave no resp. : 0 
Last message   : 
> 
 

診断カウンターに加えて、最新のメッセージ（受信または送信）

が 16 進数形式で表示されます。最新のメッセージがブロードキャ

ストメッセージである場合、非表示になっている応答メッセージ

が表示されます。 
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MODBUS コマンドの使用中にアクティブな Modbus トラフィック

がある場合、最新のメッセージとして不完全なメッセージが表示

されることがあります。 

Modbus RTU のみ：最新の受信メッセージが CRC チェックサム 
エラーのために拒否された場合、MODBUS コマンドによってメ

ッセージと訂正された CRC（最後の 2 バイトの更新）が表示され

ます。 

カウンターを消去するには、SMODE コマンドを使用して Modbus 
モードを再度選択します。 

>smode modbus 

Modbus の無効化 
変換器での Modbus の使用を中止するには、ディスプレイ/キーパ

ッドオプションまたは SMODE コマンドを使用して変換器を他の

動作モードに設定します。 

たとえば、変換器を一定間隔で測定値が出力される RUN モード

に戻すには、サービスポート経由で以下のコマンドを実行します。 

>smode /run 
 

または、ディスプレイ/キーパッドオプションを使用してメインメ

ニューにアクセスし、インターフェースサブメニューからモード

を変更します。 

出力インターフェース（ユーザーポート、LAN インターフェース、

または WLAN インターフェース）のその他の通信設定はそのまま

で、Modbus プロトコルが無効になります。 
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第 6 章 

メンテナンス 

この章では、製品の基本的なメンテナンスに必要な事項について

説明します。 

定期メンテナンス 

クリーニング 
糸くずの出ない柔らかい布切れを中性洗剤で湿らせ、変換器の筐

体を拭いてください。 

プローブフィルターの交換 
1. フィルターを反時計回りに回転させて緩めます。 
2. フィルターをプローブから取り外します。フィルターがセン

サに触れないよう注意してください。フィルターを外した状

態ではセンサを損傷する危険性が高くなるため、プローブは

慎重に扱ってください（フィルターに指の脂分、汚れ等をつ

けないようにご注意ください）。 
3. 新しいフィルターをプローブに取り付けます。ステンレス鋼

フィルターを使用する際は、注意してフィルターを適切な力

（推奨トルク：5 Nm）で締め付けてください。 
新しいフィルターは、220 ページの「スペア部品とアクセサリー」

を参照のうえ、ヴァイサラにご注文ください。 
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センサの交換 

注記 センサを交換する場合、新しいセンサは古いセンサと同じタイプ

（HUMICAP180R など）である必要があります。センサタイプの

変更は、ヴァイサラサービスセンターでのみ実施できます。ヴァ

イサラセンサの情報については、オンラインで 
www.vaisala.com/sensorinfo を参照してください。 

 
HUMICAP180 および HUMICAP180R 湿度センサの交換は簡単で

す。変換器が HUMICAP180C または HUMICAP180RC センサを利

用するケミカルパージまたは加温プローブオプションを備えてい

る場合、統合型温度センサの素子のピンを取り付けるためにはん

だ付けが必要になり、交換は難しくなります。ヴァイサラは、

HUMICAP180C および HUMICAP180RC の交換をヴァイサラサー

ビスセンターにご依頼いただくことをお勧めします。ただし、ご

自身で交換する場合はスペア部品を入手できます。はんだ付けの

手順は提供されません。 

センサの交換は是正メンテナンスと考えてください。通常の利用

状況では交換は不要です。変換器の精度が仕様の範囲内にないと

思われる場合は、変換器の校正と調整が必要である可能性が高く、

通常、センサの交換は不要です。189 ページの「校正と調整」を

参照してください。 

HUMICAP180 または HUMICAP180R センサを交換するには、以

下の手順に従います。 

1. フィルターをプローブから取り外します。183 ページの「プ

ローブフィルターの交換」の手順を参照してください。 

2. 不具合のあるセンサを取り外し、新しいセンサを挿入します。

新しいセンサはプラスチックのソケット部分を持って扱って

ください。センサプレートには触れないでください。 

3. 202 ページの「センサ交換後の相対湿度の調整」の指示に従

って、校正と調整を行います。 

4. 新しいフィルターをプローブに取り付けます。ステンレス鋼

フィルターを使用する際は、注意してフィルターを適切な力

（推奨トルク：5 Nm）で締め付けてください。 

http://www.vaisala.com/sensorinfo


第 6 章 ________________________________________________________________ メンテナンス 

VAISALA _______________________________________________________________________ 185 

 
0508-079 

   

1 = センサを引き抜く 
2 = プラスチックのソケッ

ト部分 
図 72 センサの交換 

エラー状態 
エラー状態では、影響を受けている項目が測定されず、以下のよ

うに出力が表示されます。 

- アナログチャンネルには 0 mA または 0 V が出力される（シリ

アルラインコマンド AERR またはディスプレイ/キーパッドを

使用して、この故障時の値を変更できます。155 ページの「ア

ナログ出力の故障時表示設定」を参照してください）。 
- シリアルポートには測定データではなく「***」が出力される。 
- ディスプレイには測定データではなく「----」が出力される。 
- カバー LED が点滅する。 
- ディスプレイにエラーインジケータが表示される。 

 
1103-068 

図 73 エラーインジケータとエラーメッセージ 

番号は上の図 73 に対応しています。 

1 = エラーインジケータ 
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エラーインジケータは、エラー状態が終了しており、エラーメッ

セージを確認済みである場合に消えます。ジョウホウボタンを押

すと、エラーメッセージが表示されます。 

ERRS コマンドを使用して、シリアルインターフェースでエラー

メッセージを確認することもできます。エラーが解消されない場

合は、188 ページの「技術サポート」を参照し、ヴァイサラにご

連絡ください。 

表 35 エラーメッセージ 
エラーコード エラーメッセージ 処置 
E0 シツド センサ ソクテイガ フチョ

ウ デス。 
湿度プローブとプローブケーブルに問題

がないか確認します。プローブの塵埃、

水、氷、その他の汚染物をクリーニング

します。 
E1 シツド センサガ ショート シテイ

マス。 
E2 シツド センサノ カイロガ ツナガ

ッテ イマセン。 
湿度プローブとプローブケーブルに問題

がないか確認します。 
E3 オンド センサノ カイロガ ツナガ

ッテ イマセン。 
E4 オンド センサガ ショート シテイ

マス。 
湿度プローブとプローブケーブルに問題

がないか確認します。プローブの塵埃、

水、氷、その他の汚染物をクリーニング

します。 
E5 オンド ソクテイガ フチョウ デ

ス。 
E6 オンド センサノ デンリュウガ モ

レテイマス。 
湿度プローブとプローブケーブルに問題

がないか確認します。プローブの塵埃、

水、氷、その他の汚染物をクリーニング

します。 
E7 ナイブノ ADC ノ ヨミトリ エラー

デス。 
変換器の内部不具合です。変換器を取り

外し、故障ユニットをヴァイサラサービ

スにご返送ください。 
E8 ツイカノ オンド センサガ ショー

ト シテ イマス。 
温度プローブとプローブケーブルに問題

がないか確認します。プローブケーブル

の塵埃、水、氷、その他の汚染物をクリ

ーニングします。 
E9 ナイブノ コンフィギュレーショ

ンノ メモリニ チェックサム エラ

ーガ アリマス。 

変換器の内部不具合です。変換器を取り

外し、故障ユニットをヴァイサラサービ

スにご返送ください。 
E10 ナイブノ EEPROM ノ ヨミトリ 

エラーデス。 
E11 ナイブノ EEPROM ノ カキコミ 

エラーデス。 
E12 ～ E13 アトヅケ モジュール 1/2 ガ キチ

ント セツゾク サレテイマセン。 
電源をオフにし、モジュールの接続を確

認します。電源をオンにします。 
E14 ケイキ ナイノ オンドガ ハンイガ

イ デス。 
動作温度が有効範囲内であることを確認

します。 
E15 ナイブ RAM メモリー、ソフトウ

ェア チェックサムノエラー。 
変換器の内部不具合です。変換器を取り

外し、故障ユニットをヴァイサラサービ

スにご返送ください。 
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エラーコード エラーメッセージ 処置 
E16 ～ E17 ツイカモジュールノアツリョクフ

リョウ。 
電源を切断し、圧力モジュールの接続を

確認します。 
E18 ナイブ ADC キジュン デンアツガ 

ハンイガイ デス。 
変換器の内部不具合です。変換器を取り

外し、故障ユニットをヴァイサラサービ

スにご返送ください。 E19 ナイブ アナログ シュツリョク キ
ジュン デンアツガ ハンイガイ デ
ス。 

E20 ～ E22 アナログ シュツリョク 1/2/3 ノ 
コンフィギュレーション スイッ

チノ セッテイガ マチガイ デス。 

スイッチを確認し、再設定します。55 ペ
ージを参照してください。 

E24 ～ E25 アドオンモジュール 1/2 ノナイブ

エラー。 
電源を切断し、モジュールの接続を確認

します。 
E26 コミュニケーション モジュール

ガ マチガッタ アトヅケ モジュー

ル スロットニ ツイテイマス。 

電源を切断し、通信モジュールを別のモ

ジュールスロットに変更します。 

E27 アツリョクユウコウレンジガイ。 想定される圧力が変換器の測定範囲内に

あることを確認します。 
E28 ～ E29 フメイナ モジュールガ アトヅケ 

モジュール スロット 1/2 ニ トリ

ツケラレテ イマス。 

モジュールが PTU300 と互換性があるこ

とを確認します。 

E30 ナイブ アナログ デンアツガ ハン

イガイ デス。 
変換器の内部不具合です。変換器を取り

外し、故障ユニットをヴァイサラサービ

スにご返送ください。 
E31 ナイブ システム デンアツガ ハン

イガイ デス。 
電源電圧が正しいことと、電源が機器に

十分な電力を供給できることを確認しま

す。 
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技術サポート 
技術的な質問は、ヴァイサラ社技術サポートへ E メール 
（japan.support@vaisala.com）でお問い合わせください。 
最低限、サポートに必要な以下の情報をご提供ください。 

- 問題になっている製品の名前とモデル 
- 製品のシリアル番号 
- 設置場所の名前と場所 
- 問題に関する詳細情報をご提供いただける技術担当者の氏名お

よび連絡先情報 

ヴァイサラサービスセンターの連絡先情報については、 
www.vaisala.co.jp/jp/support/servicecenters を参照してください。 
 

  

mailto:aftersales.asia@vaisala.com
http://www.vaisala.co.jp/jp/support/servicecenters
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第 7 章 

校正と調整 

PTU300 は、工場から出荷される際に校正と調整が行われていま

す。通常の校正間隔は 2 年です。用途によっては、より頻繁にチ

ェックを行うことが推奨される場合があります。機器が仕様で定

めた精度の範囲外であると推定される理由がある場合は、必ず校

正を行う必要があります。 

校正間隔を決める場合、長期的な仕様とお客様の要件を考慮する

必要があります。詳細については、ヴァイサラサービスセンター

にお問い合わせください。 

校正と調整はヴァイサラ社において実施されることを推奨します。

ヴァイサラサービスセンターの連絡先情報については、 
www.vaisala.co.jp/jp/support/servicecenters を参照してください。 

校正と調整は、マザーボード上のプッシュボタン、シリアルポー

ト経由、またはオプションのディスプレイ/キーパッドを使用して

実施します。 

ヴァイサラポータブル機器 HM70 および HMI41 も使用できます。 

気圧 
ユーザーは、シンプルなオフセットまたは 2 点オフセットとゲイ

ン調整を選択できます。また、LCI コマンドを使用して、圧力ト

ランスデューサーの調整を行うことができます。MPCI コマンド

を使用すると、最大 8 つの圧力レベルでのより高度なマルチポイ

ント補正機能を使用できます。 

トランスデューサーの再調整を行う前に、まず、変換器で現在使

用されているリニアライゼーション補正値を確認します。新しい

リニアライゼーション補正値を入力すると、これまでのリニアラ

イゼーション補正値が消えるため、これまでのリニアライゼーシ

ョン補正値について検討してから、新しい補正値を決める必要が

あります。 

http://www.vaisala.co.jp/jp/support/servicecenters
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注記 新しいリニアライゼーション補正値またはマルチポイント補正値

を入力すると、それまでの補正値はキャンセルされます。誤って

消去された場合を考慮して、それまでの補正値を書きとめておく

ことをお勧めします。 

表 36 調整および校正コマンド 
機能 コマンド 
リニアライゼーション補正のオン/オフ LCI ON/OFF 
リニアライゼーション補正値の入力 LCI 
マルチポイント補正のオン/オフ MPCI ON/OFF 
マルチポイント補正値の入力 MPCI 
校正日 CDATE 

 

調整モードの開始と終了 
1. 変換器カバーを開けます。調整に必要なボタンはマザーボー

ドの左側にあります。 
2. ケミカルパージオプションが利用できる場合は、RH の校正

前に必ず実施してください。ケミカルパージを開始するには、

（マザーボード上の）2 つの PURGE プッシュボタンを同時

に数秒間押します。パージが完了するまで（最大 6 分間）、

赤いインジケータ LED が短い間隔で点滅します。 
3. 調整モードを開始するには、ADJ ボタンを押します。 
4. 調整モードを終了するには、ADJ ボタンを再度押します。 

 
0508-013 

図 74 調整ボタンとパージボタン 

以下の番号は、上の図 74 に対応しています。 

1 = インジケータ LED 
2 = 調整ボタン 
3 = ケミカルパージを開始するにはパージボタンを同時に押

す（利用可能な場合） 
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チョウセイ メニューは、（変換器内部のマザーボード上の）ADJ 
ボタンを押したときにのみ表示されます。 

 
0706-054 

図 75 調整メニュー 

表 37 インジケーター LED の機能 
インジケーター LED の機能 説明 
LED オフ 調整機能がロックされている 
LED オン 調整が可能 
LED の点滅（長い間隔） 測定が不安定 
LED の点滅（短い間隔） ケミカルパージの実施中 
 

注記 加温プローブ（PTU307 オプション）を使用している場合、プロ

ーブの加温は ADJ ボタンを押すと中断されます。調整を始める

前に、プローブが周囲温度と同じ温度にまで下がっていることを

確認してください。 

 

注記 調整モードでは、圧力補正値として 1013.25 hPa（固定）が使用さ

れます。 
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気圧の調整 

ディスプレイ/キーパッドを使用した 1 
ポイント調整 
1. ケミカルパージを実施します（利用可能な場合）。 
2. ADJ ボタンを押し、チョウセイ メニューを開きます。 
3. P ソクテイノ チョウセイを選択し、右矢印ボタンを押します。 
4. P1 チョウセイを選択します。スタートキーを押します。 
5. 指示値を安定させます。安定したら OK キーを押します。 
6. 上下矢印ボタンを使って、使用する実際の基準圧力を入力し

ます。OK キーを押します。 
7. ハイキーを押すと調整が実行されます。OK を押して調整メ

ニューに戻ります。 

シリアルラインを使用した 1 ポイント調整 

注記 調整が可能になるのは、ロックを解除してからです。調整メニュ

ーを解除するには、変換器のマザーボード上の ADJ ボタンを押

します。 

 

LCI 

LCI コマンドを使用すると次のことができます。 

- リニアライゼーション調整機能をオンまたはオフにできます 
- 新しい線形オフセットおよびオフセット/ゲイン気圧補正値を変

換器に入力できます 
- 既存の線形オフセットおよびオフセット/ゲイン気圧補正値を編

集できます 
各圧力トランスデューサーのリニアライゼーション補正値を個別

に入力できます。 

注記 新しいリニアライゼーション補正値を入力すると、それまでの補

正値と有効な変換器校正日はキャンセルされます。 
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例： 

>lci 
P1 linear adj. : OFF ? on 
P1 1.reading   : 0.000 ? 950 
P1 1.correction: 0.000 ? 0.22 
P1 2.reading   : 0.000 ? 1120 
P1 2.correction: 0.000 ? 0.15 
 

LC 

LC コマンドを使用すると、線形オフセットおよびオフセット/ゲ
イン気圧補正の現在の状態を確認できます。 

例： 

>lc 
P1 linear adj. : ON 
P1 1.reading   : 950.000 
P1 1.correction: 0.220 
P1 2.reading   : 1120.000 
P1 2.correction: 0.150 
 

MPCI 

MPCI コマンドを使用すると次のことができます。 

- マルチポイント圧力調整機能をオンまたはオフにできます 
- 新しいマルチポイント気圧測定補正値を入力できます 
- 既存のマルチポイント気圧測定補正値を編集できます。 
最初に、LCI OFF コマンドや MPC1 OFF コマンドを使用して、

それまでの気圧補正をオフにします。次に、変換器の事前校正機

能により必要な条件が得られます。 

気圧の新しいマルチポイント補正値を入力するときは、必ず最低

気圧から始め、気圧の高い方に向かって入力を進めます。各圧力

トランスデューサーのマルチポイント補正値を個別に入力します。 

注記 気圧測定の新しいマルチポイント補正値を入力すると、それまで

の補正値と有効な変換器校正日はキャンセルされます。 
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例： 

>mpci 
P1 multi adj.  : OFF   ? on 
P1 1.reading   : 0.000 ? 900 
P1 1.correction: 0.000 ? 0.2 
P1 2.reading   : 0.000 ? 950 
P1 2.correction: 0.000 ? 0.22 
P1 3.reading   : 0.000 ? 1000 
P1 3.correction: 0.000 ? 0.27 
P1 4.reading   : 0.000 ? 1050 
P1 4.correction: 0.000 ? 0.31 
P1 5.reading   : 0.000 ? 1100 
P1 5.correction: 0.000 ? 0.32 
P1 6.reading   : 0.000 ? 1150 
P1 6.correction: 0.000 ? 0.33 
P1 7.reading   : 0.000 ? 1200 
P1 7.correction: 0.000 ? 0.34 
P1 8.reading   : 0.000 ? 
P1 8.correction: 0.000 ? 
 

MPC 

MPC コマンドを使用すると、マルチポイント気圧測定補正の現在

の状態を確認できます。 

例： 

>mpc 
P1 multi adj.  : ON 
P1 1.reading   : 900.000 
P1 1.correction: 0.200 
P1 2.reading   : 950.000 
P1 2.correction: 0.220 
P1 3.reading   : 1000.000 
P1 3.correction: 0.270 
P1 4.reading   : 1050.000 
P1 4.correction: 0.310 
P1 5.reading   : 1100.000 
P1 5.correction: 0.320 
P1 6.reading   : 1150.000 
P1 6.correction: 0.330 
P1 7.reading   : 1200.000 
P1 7.correction: 0.340 
P1 8.reading   : 0.000 
P1 8.correction: 0.000 
> 
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相対湿度の調整 

プッシュボタンを使用した方法 
シンプルなプッシュボタンによる調整は、2 つの相対湿度基準 
（11 %RH（LiCl）と 75 %RH（NaCl））を使用して実施されます。

調整に必要な 3 つのボタンは、変換器の左上隅、マザーボード上

にあります。 

1. ケミカルパージを実施します（利用可能な場合）。 
 

LiCl 基準 

2. ADJ ボタン（190 ページの図 74 を参照）を押して、調整モ

ードを開きます。インジケータ LED の点滅が始まります。 
3. プローブからフィルターを取り外して、湿度校正器 HMK15 

の 11 %RH（LiCl）の測定孔にプローブを挿入します。

PTU307 プローブには、アダプタフィッティングを使用してく

ださい。 
4. センサが安定する（インジケータ LED が継続的に点灯する）

まで少なくとも 30 分待ちます。状態が安定しない（インジケ

ータ LED が点滅している）場合、調整は実施できません。 
5. インジケータ LED が継続的に点灯したら、LiCl~11% ボタンを押

して 11 %RH 状態に調整します。調整後、変換器は通常動作

モードに戻します（インジケータ LED が消灯します）。 
 

NaCl 基準 

6. 2 つ目の基準 75 %RH に調整する場合、ADJ ボタンを押して

調整モードを開始します。インジケータ LED の点滅が始ま

ります。 
7. 湿度校正器 HMK15 の 75 %RH（NaCl）基準チャンバーの測

定孔にプローブを挿入します。PTU307 プローブには、アダ

プタフィッティングを使用してください。 
8. センサが安定する（インジケータ LED が継続的に点灯する）

まで少なくとも 30 分待ちます。状態が安定しない（インジケ

ータ LED が点滅している）場合、調整は実施できません。 
9. 状態が安定していることを確認して、NaCl~75% ボタンを押

し、75 %RH 状態に調整します。調整後、変換器は通常動作

モードに戻します（インジケータ LED が消灯します）。 
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ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 
調整に用いる 2 つの湿度基準は、50 %RH 以上の差が必要である

ことに注意してください。 

1. ケミカルパージを実施します（利用可能な場合）。 
2. ADJ ボタンを押します（チョウセイ メニューが表示され 

ます）。 
3. RH ソクテイノ チョウセイを選択し、右矢印ボタンを押 

します。 
4. 1 ポイント/2 ポイント チョウセイを選択します。スタートキ

ーを押します。 
5. 表示された中から目的の基準を選択し、エラブキーを押します。 

 
0706-005 

図 76 ポイント 1 基準の種類の選択 

6. プローブからフィルターを取り外して、低湿側の基準チャン

バー（湿度校正器 HMK15 の LiCl：11 %RH など）の測定孔

にプローブを挿入します。PTU307 プローブには、アダプタ

フィッティングを使用してください。 
7. センサが安定するまで少なくとも 30 分待ちます。グラフ表

示から安定状態を確認します。 
8. 安定したら OK キーを押します。マニュアル基準値を選択して

いる場合、ここで矢印ボタンを使用して基準値を入力します。 
2 ポイント調整を実施する場合は次の調整点に進み、1 ポイ

ント調整の手順と同様の手順を実施してください。 
9. ハイを押して調整を確定します。OK キーを押して調整メニ

ューに戻ります。 
10. オワリキーを押して調整モードを終了し、基本表示に戻りま

す。調整モードを終了する前に、調整情報を機器に入力しま

す。206 ページの「調整情報の入力」を参照してください。 
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シリアルラインを使用した方法 
調整に用いる 2 つの湿度基準は、50 %RH 以上の差が必要である

ことに注意してください。 

1. PTU300 を PC に接続します。93 ページの「シリアルライン

通信」を参照してください。端末プログラムを開きます。 
2. ケミカルパージを実施します（利用可能な場合）。 
3. ADJ ボタンを押します。 
4. プローブからフィルターを取り外して、低湿側の基準チャン

バー（湿度校正器 HMK15 の LiCl：11 %RH など）の測定孔

にプローブを挿入します。PTU307 プローブには、アダプタ

フィッティングを使用してください。 
5. CRH コマンドを入力し、ENTER を押します。 

 
>crh 

6. センサが安定するまで少なくとも 30 分待ちます。 
7. 指示値が安定しているかを確認するため、C と入力して 

ENTER を押す操作を数回繰り返します。 
8. 指示値が安定したら、「?」の後に基準湿度を入力して 

ENTER を押します。 
>crh 
 
RH  :    11.25  Ref1 ? c 
RH  :    11.25  Ref1 ? c 
RH  :    11.25  Ref1 ? c 
RH  :    11.24  Ref1 ? c 
RH  :    11.24  Ref1 ? 11.3 
Press any key when ready ... 

9. この状態で、機器は高湿側の基準待ちとなります。高湿側の

基準チャンバー（湿度校正器 HMK15 の NaCl：75 %RH チャ

ンバーなど）の測定孔にプローブを挿入します。PTU307 プ
ローブには、アダプタフィッティングを使用してください。

準備ができたら、任意のキーを押してください。 
10. プローブを約 30 分間安定させます。安定状態は、C と入力

して ENTER を押すことで確認できます。 
11. 指示値が安定したら、「?」の後に高湿側の基準値を入力し

て ENTER を押します。 
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>crh 
 
RH  :    11.25  Ref1 ? c 
RH  :    11.24  Ref1 ? c 
RH  :    11.24  Ref1 ? 11.3 
Press any key when ready ... 
 
RH  :    75.45  Ref2 ? c 
RH  :    75.57  Ref2 ? c 
RH  :    75.55  Ref2 ? c 
RH  :    75.59  Ref2 ? 75.5 
OK 
> 

12. OK は調整が成功したことを示し、新しい校正係数が計算さ

れて保存されます。調整情報（日付とテキスト）を変換器の

メモリに入力します。コマンド CTEXT と CDATE を参照し

てください。 
13. マザーボード上の ADJ ボタンを押し、調整モードを終了し

ます。 
14. プローブを基準チャンバーから取り出し、フィルターを戻し

ます。 
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シリアルラインを使用したマルチポイント

相対湿度調整 
MPC RH コマンド（ソフトウェアバージョン 5.14 で導入）を使用

して、相対湿度測定のマルチポイント調整を実施できます。

HUMICAP® センサは線形応答であるため、すべてのユーザーに対

して標準の 2 ポイント湿度調整をお勧めします。マルチポイント

補正は、以下の場合に限り使用してください。 

- 3 ～ 8 個の調整ポイントで相対湿度測定を調整する必要がある。 
- 狭い範囲について測定を行う場合に、その範囲における RH 測

定パフォーマンスを最適化する必要がある。 

マルチポイント湿度調整は、調整ポイントが 3 ～ 8 個ある補正表

を使用して実施されます。各ポイントについて変換器に表示され

る RH 指示値と正しい湿度基準値を入力するという趣旨によるも

のです。基準ポイントは 0 ～ 100 %RH の範囲で任意に選択できま

すが、最小基準ポイントと最高基準ポイントの差は 50 %RH 以上

にすることをお勧めします。 

注記 マルチポイント調整は、（CRH コマンド、押しボタン、またはデ

ィスプレイを使用して行った）標準の 2 ポイント相対湿度調整より

「優先」して適用されます。MPC RH コマンドを使用する前に、既

存の湿度調整を消去することをお勧めします。この操作は、以下に

示すマルチポイント調整手順の例の一環として行われています。 

 

MPC RH コマンドの構文 

MPC RH [機能]<cr> 

記号の意味は次のとおりです。 

機能 = 目的の機能。オプションは以下のとおりです。 
 
ON – マルチポイント補正を有効にする。 
OFF – マルチポイント補正を無効にする。 
LIST – 補正表を表示する。 
INIT – 補正表への値の入力を開始する。 
CLEAR – 補正表のすべての値を削除し、マルチ

ポイント補正を無効にする。 
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マルチポイント調整手順の例 

1. PTU300 を PC に接続します。93 ページの「シリアルライン

通信」を参照してください。端末プログラムを開きます。 
2. PURGE コマンドを実行してケミカルパージを実施し、完了

するまで 6 分待ちます。ケミカルパージ機能のない変換器は、

このコマンドに応答しません。 
 
>purge 
Purge started, press any key to abort... 
 

3. 部品ボード上の ADJ ボタンを押します。 
4. L コマンドを使用して、現在適用されている標準のユーザー

調整オフセットとゲインを確認します。オフセットが 0、ゲ

インが 1 である場合（以下の例を参照）、ユーザー補正は適

用されていません。 
 
>l 
RH offset      :   0.00000000E+00 
RH gain        :   1.00000000E+00 
T offset       :   0.00000000E+00 
T gain         :   1.00000000E+00 
 

5. RH オフセットまたはゲインが適用されている場合、調整内

容を書き留め、LI コマンドを使用して RH オフセットを 0、
H ゲインを 1 に設定し、調整を消去します。 
 
>li 
RH offset      :   0.001300000E+00 ? 0 
RH gain        :   1.040000000E+00 ? 1 
T offset       :   0.00000000E+00 ? 
T gain         :   1.00000000E+00 ? 
 

6. ここで、湿度発生器または食塩水（HMK15 湿度校正器など）

を使用して、3 ～ 6 個の補正ポイントのリストを用意する必

要があります。各ポイントで変換器の RH 指示値を測定し、

基準 RH 指示値を書き留めます。以下に 4 ポイント補正のリ

ストの例を示します。 
表 38 マルチポイント補正のリストの例 
ポイント番号 変換器の指示値 基準 
1 12.2 %RH 11 %RH 
2 34 %RH 33 %RH 
3 75.5 %RH 75 %RH 
4 97.3 %RH 97 %RH 
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まず、プローブからフィルターを外して、使用する最も低湿

側の基準チャンバーの測定孔にプローブを挿入します。低湿

から高湿の順に作業を進めます。各ポイントでセンサが安定

するまで少なくとも 30 分待つようにしてください。 
7. リストの用意が完了したら、最後の測定チャンバーからプロ

ーブを取り外し、フィルターを再取り付けします。 
8. シリアルラインで MPC RH INIT コマンドを実行し、ステッ

プ 6 で用意した指示値と基準ポイントの入力を開始します。

入力するポイントがなくなったら、ENTER を押してポイン

トを保存します。 
>mpc rh init 
1 Reading  : ? 12.2 
1 Reference: ? 11 
2 Reading  : ? 34 
2 Reference: ? 33 
3 Reading  : ? 75.5 
3 Reference: ? 75 
4 Reading  : ? 97.3 
4 Reference: ? 97 
5 Reading  : ? 

 
Mpc points saved. 
 

9. MPC RH LIST コマンドを実行して、入力したリストを確認

します。 
>mpc rh list 
MPC            : OFF 
#    Reading  Reference Correction 
1      12.20      11.00      -1.20 
2      34.00      33.00      -1.00 
3      75.50      75.00      -0.50 
4      97.30      97.00      -0.30 

 

10. 補正リストに問題がなければ、MPC RH ON コマンドを実行

してマルチポイント補正を有効にします。 
 
>mpc rh on 
 

11. これで、相対湿度のマルチポイント調整は完了です。 
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センサ交換後の相対湿度の調整 

ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 
オプションのディスプレイ/キーパッドを使用する場合、196 ペー

ジの「ディスプレイ/キーパッドを使用した方法」の手順に従いま

す。ただし、1 ポイント/2 ポイント チョウセイの代わりに RH セ

ンサ コウカンゴノ チョウセイを選択してください。 

シリアルラインを使用した方法 
センサ交換後、前のセクションに記述された手順を実施します。

ただし、CRH コマンドの代わりに FCRH コマンドを入力してく

ださい。 

FCRH 

例： 

>fcrh 
RH : 1.82 1. ref ? 0     
Press any key when ready...       
RH :  74.22 2. ref ? 75  
OK  
> 
 

OK は校正が成功したことを示します。 
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温度の調整 

ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 
1. マザーボード上の ADJ ボタンを押し、チョウセイ メニュー

を開きます。プローブが加温タイプの場合、プローブの加温

は ADJ ボタンを押すと中断されます。プローブが周囲温度

に達するまでしばらく待ちます。 
2. T ソクテイノ チョウセイ（または、追加プローブの場合、

TA ソクテイノ チョウセイ）を選択し、右矢印ボタンを押し

ます。 
3. 1 ポイント/2 ポイント チョウセイを選択します。スタートキ

ーを押します。 
4. プローブからフィルターを取り外し、プローブを基準温度内

に挿入します。 
5. センサが安定するまで少なくとも 30 分待ちます。グラフ表

示から安定状態を確認します。 
6. 安定したら OK キーを押します。矢印ボタンを使用して基準

温度値を入力します。 
2 ポイント調整を実施する場合は次の調整点に進み、上記の

手順を実施してください。調整に用いる 2 つの温度基準は、

30 ºC 以上の差が必要であることに注意してください。 

7. OK キーを押します。さらに、ハイを押して調整を確定しま

す。 
8. OK キーを押して調整メニューに戻ります。 
9. オワリキーを押して調整モードを終了し、基本表示に戻ります。 
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シリアルラインを使用した方法 

1. マザーボード上の ADJ ボタンを押し、調整モードを開始し

ます。プローブが加温タイプの場合、プローブの加温は 
ADJ ボタンを押すと中断されます。プローブが周囲温度に

達するまでしばらく待ちます。 
2. プローブフィルターを取り外し、プローブを基準温度内に挿

入します。 
3. CT コマンド（または追加 T プローブの場合は CTA）を入力

し、ENTER を押します。 
4. 指示値が安定しているかを確認するため、C と入力して 

ENTER を押す操作を数回繰り返します。指示値が安定した

ら、「？」の後に基準温度の値を入力し ENTER を 3 回押し

ます。 
別の基準温度がある場合（2 ポイント校正）は、ENTER を 
2 回だけ押し、プローブを 2 つ目の基準に挿入します。指示

値が安定したら、「?」の後に 2 つ目の基準温度を入力して 
ENTER を押します。調整に用いる 2 つの温度基準は、30 ºC 
以上の差が必要であることに注意してください。 

例（1 ポイント調整）： 

>ct 
T   :    16.06  Ref1 ? c 
T   :    16.06  Ref1 ? c 
T   :    16.06  Ref1 ? c 
T   :    16.06  Ref1 ? c 
T   :    16.06  Ref1 ? c 
T   :    16.06  Ref1 ? 16.0 
Press any key when ready ... 
T   :    16.06  Ref2 ?  
OK 
> 

5. OK は校正が成功したことを示します。校正情報（日付とテ

キスト）を変換器のメモリに入力します。コマンド CTEXT 
と CDATE を参照してください。 

6. マザーボード上の ADJ ボタンを押し、調整モードを終了し

ます。 
7. プローブを基準チャンバーから取り出し、フィルターを戻し

ます。 
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アナログ出力の調整（Ch1 と Ch2） 
アナログ出力の校正では、アナログ出力は強制的に下記の値が使

用されます。 

- 電流出力：2 mA と 18 mA 
- 電圧出力：出力範囲の 10 % と 90 % の値 
PTU300 を校正済みの電流/電圧計（マルチメーター）に接続し、

選択した出力の種類に応じて電流または電圧を測定します。 

注記 通常、アナログ出力 Ch3 は工場出荷後に調整する必要がありませ

ん。ただし、装置の精度が疑わしい場合は、ヴァイサラに装置を

送付し、再調整/校正を依頼することをお勧めします。 

ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 
1. ADJ ボタンを押し、チョウセイ メニューを開きます。 
2. アナログ シュツリョクノ チョウセイを選択し、右矢印ボタ

ンを押します。 
3. 調整対象の出力をアナログ シュツリョク 1/2 ノ チョウセイ

で選択し、スタートキーを押します。 
4. 最初のアナログ出力値をマルチメーターで測定します。矢印

ボタンを使用して測定値を入力します。OK キーを押します。 
5. 2 つ目のアナログ出力値をマルチメーターで測定します。矢

印ボタンを使用して測定値を入力します。OK キーを押しま

す。 
6. OK キーを押して調整メニューに戻ります。 
7. オワリキーを押して調整モードを終了し、基本表示に戻 

ります。 
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シリアルラインを使用した方法 

ACAL コマンドを入力し、各ケースのマルチメーターの指示値を

入力します。ENTER を押して続行します。 

ACAL 

例（電流の出力）： 

>acal 
Ch1 I1 (mA) ? 2.046   
Ch1 I2 (mA) ? 18.087  
Ch2 I1 (mA) ? 2.036   
Ch2 I2 (mA) ? 18.071  
> 

調整情報の入力 
この情報は、機器情報フィールドに表示されます。135 ページの

「機器情報」を参照してください。 

ディスプレイ/キーパッドを使用した方法 
1. 調整メニューが表示されていない場合は、マザーボード上の 

ADJ ボタンを押します（チョウセイ メニューが表示されま

す）。 
2. チョウセイ ジョウホウを選択し、右矢印ボタンを押します。 
3. ヒヅケを選択し、セッテイキーを押します。矢印ボタンを使

って日付を入力します。OK キーを押します。 
4. i を選択し、セッテイキーを押します。17 文字以内で情報テ

キストを入力します。矢印ボタンを使用します。OK キーを

押します。 
5. オワリキーを押すと、基本表示に戻ります。 
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シリアルラインを使用した方法 
CTEXT 

CTEXT コマンドを使用して、調整情報フィールドにテキストを

入力することができます。 

例： 

>ctext 
Adjust. info   : (not set) ? HMK15 
> 

CDATE 

CDATE コマンドを使用して、調整情報フィールドに日付を入力

できます。調整日は YYYY-MM-DD の書式で設定します。 

例： 

>cdate 
Adjust. date   : (not set) ? 2006-01-22 
> 
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第 8 章 

技術データ 

この章では、製品の技術情報を示します。 

仕様 

性能 

気圧 

気圧範囲  500 ...1100 hPa 50 ...1100 hPa 
精度 500 ...1100 hPa 500 ...1100 hPa  50 ...1100 hPa 
  クラス A クラス B 
直線性 ±0.05 hPa ±0.10 hPa ±0.20 hPa 
ヒステリシス* ±0.03 hPa ±0.03 hPa  ±0.08 hPa 
再現性* ±0.03 hPa ±0.03 hPa ±0.08 hPa 
校正不確かさ**  ±0.07 hPa ±0.15 hPa ±0.20 hPa 
精度（+20 °C）*** ±0.10 hPa ±0.20 hPa ±0.30 hPa 
温度依存性**** ±0.1 hPa ±0.1 hPa ±0.3 hPa 
総合精度  
(-40 ...+60 °C/ 
-40 ...+140 °F） ±0.15 hPa ±0.25 hPa ±0.45 hPa 
長期安定性/年 ±0.1 hPa ±0.1 hPa ±0.2 hPa 
応答時間 
（100 % 応答）   
1 センサ 2 秒 1 秒 1 秒 
圧力単位  hPa、mbar、kPa、Pa、inHg、mmH20、mmHg、torr、
psia 
 
*  エンドポイントの非直線性、ヒステリシス誤差、再現性誤差、

校正不確かさにおける ±2 標準偏差限界として定義。 
**  NIST へのトレーサビリティを含む実用標準の誤差における ±2 

標準偏差限界として定義。 
*** 室温でのエンドポイントの非直線性、ヒステリシス誤差、再現性

誤差、校正不確かさにおける二乗和平方根（RSS）として定義。 
**** 動作温度範囲における温度依存の ±2 標準偏差限界として定義。 
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相対湿度 

測定範囲 0 ～ 100 %RH 
精度（非直線性、ヒステリシス、再現性を含む） 
 
使用機器 HUMICAP®180 標準的な用途 
 HUMICAP®180C ケミカルパージ/加温プローブ向け 
 +15 ～ 25 °C ± 1 %RH（0 ～ 90 %RH） 
  ± 1.7 %RH（90 ～ 100 %RH） 
 -20 ～ +40 °C の場合 ± (1.0 + 0.008 x 指示値) %RH 

 -40 ～ +60 °C の場合 ± (1.5 + 0.015 x 指示値) %RH 

 

使用機器 HUMICAP®180R 化学的要件の厳しい用途向け 
 -10 ～ +40 °C の場合 ± (1.0 + 0.01 x 指示値) %RH 
 -40 ～ +60 °C の場合 ± (1.5 + 0.02 x 指示値) %RH 
 
工場校正の不確かさ（+20 °C） 
  ±0.6 %RH（0 ～ 40 %RH） 
  ±1.0 %RH（40 ～ 97 %RH） 
  （± 2 × 標準偏差を限度として定義。小さな

変動は許容。校正証明書も参照。） 
応答時間 
（90 %、静止空気中、+20 °C 時） 
  8 秒、格子フィルター付き 
  20 秒、格子 + 鋼ネットフィルター付き 
  40 秒、焼結フィルター付き 
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温度（+ 動作圧力範囲） 

表 39 PTU301、303、307、および 30T の温度範囲および

動作圧力範囲 
項目 PTU 301 PTU303 PTU 307 PTU30T** 
ハウジング* 
（気圧測定限界） 

-40 ～ +60 °C 
（-40 ～ +140 °F） 

-40 ～ +60 °C 
（-40 ～ +140 °F） 

-40 ～ +60 °C 
（-40 ～ +140 °F） 

-40 ～ +60 °C 
（-40 ～ +140 °F） 

プローブ* 
（RH または T 測定

時の動作限界） 

-40 ～ +60 °C 
（-40 ～ +140 °F） 

-40 ～ +80 °C  
（-40 ～ +176 °F） 

-40 ～ +180 °C 
（-40 ～ +356 °F） 

-70 ～ +180 °C 
（-94 ～ +356 °F）
** 

+20 °C（+68 °F） 
での精度 

± 0.2 °C  
（± 0.4 °F） 

± 0.2 °C  
（± 0.4 °F） 

± 0.2 °C  
（± 0.4 °F） 

± 0.1 °C  
（± 0.18 °F） 

温度の単位 °C、°F °C、°F °C、°F °C、°F 
 

* PTU303、PTU307、および PTU30T プローブの動作温度限界は、PTU300 変換

器よりも高く設定されています。変換器の温度限界は、気圧測定の上限温度  
+60°C（140°F）に基づいています。 

** PTU30T は T および P 測定のみに使用でき、RH 測定には使用できません。 

温度範囲全域での精度（下のグラフを参照）： 

 
0507-021 

図 77 温度範囲全域での精度 

温度センサ Pt 100 RTD 1/3 Class B IEC 751 
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オプションの温度プローブ 

温度測定範囲：  -70 ～ + 180 ºC（-94 ～ +356 ºF） 
標準精度：  0.1 ºC（0.18 ºF） 
センサ：   Pt100 PRT DIN IEC 751 Class 1/4 B 
ケーブル長：   2 m、5 m、および 10 m 
耐圧性：   7 bar まで 
プローブ材質： ステンレス鋼 
 

計算項目 

表 40 計算項目（標準範囲） 
項目 PTU 301 PTU303 PTU 307 
露点温度 -20 ～ +60 °C -20 ～ +80 ºC -20 ～ +100 °C 
混合比 0 ～ 160 g/kg 

dry air 
0 ～ 500 g/kg 
dry air 

0 ～ 500 g/kg 
dry air 

絶対湿度 0 ～ 160 g/m3 0 ～ 500 g/m3 0 ～ 500 g/m3 
湿球温度 0 ～ 60 ºC 0 ～ +100 °C 0 ～ +100 °C 
エンタルピー -40 ～ +1500 kJ/kg -40 ～ +1500 kJ/kg -40 ～ +1500 kJ/kg 
水蒸気圧 0...1000 hPa 0...1000 hPa 0...1000 hPa 

 

計算項目の精度 
計算項目の精度は湿度センサと温度センサの校正精度に依存しま

す。以下に、± 2 %RH、± 0.2 °C の場合の精度を示します。 

露点温度の精度（°C） 

 相対湿度 
温度 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
-40 1.86 1.03 0.76 0.63 0.55 0.50 0.46 0.43  —  — 
-20 2.18 1.19 0.88 0.72 0.62 0.56 0.51 0.48  —  — 
0 2.51 1.37 1.00 0.81 0.70 0.63 0.57 0.53 0.50 0.48 
20 2.87 1.56 1.13 0.92 0.79 0.70 0.64 0.59 0.55 0.53 
40 3.24 1.76 1.27 1.03 0.88 0.78 0.71 0.65 0.61 0.58 
60 3.60 1.96 1.42 1.14 0.97 0.86 0.78 0.72 0.67 0.64 
80 4.01 2.18 1.58 1.27 1.08 0.95 0.86 0.79 0.74 0.70 
100 4.42 2.41 1.74 1.40 1.19 1.05 0.95 0.87 0.81 0.76 
120 4.86 2.66 1.92 1.54 1.31 1.16 1.04 0.96 0.89 0.84 
140 5.31 2.91 2.10 1.69 1.44 1.26 1.14 1.05 0.97 0.91 
160 5.80 3.18 2.30 1.85 1.57 1.38 1.24 1.14 1.06 0.99 

 



第 8 章 __________________________________________________________________ 技術データ 

VAISALA _______________________________________________________________________ 213 

混合比の精度（g/kg、周囲気圧 1013 mbar） 

 相対湿度 
温度 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
-40 0.003 0.003 0.003 0.003 0.003 0.004 0.004 0.004  —  — 
-20 0.017 0.018 0.019 0.021 0.022 0.023 0.025 0.026  —  — 
0 0.08 0.09 0.09 0.10 0.10 0.11 0.11 0.12 0.13 0.13 
20 0.31 0.33 0.35 0.37 0.39 0.41 0.43 0.45 0.47 0.49 
40 0.97 1.03 1.10 1.17 1.24 1.31 1.38 1.46 1.54 1.62 
60 2.68 2.91 3.16 3.43 3.72 4.04 4.38 4.75 5.15 5.58 
80 6.73 7.73 8.92 10.34 12.05 14.14 16.71 19.92 24.01 29.29 
100 16.26 21.34 28.89 40.75 60.86 98.85 183.66 438.56  —  — 
120 40.83 74.66 172.36  —  —  —  —  —  —  — 

 

湿球温度の精度（°C） 

 相対湿度 
温度 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
-40 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20 0.20  —  — 
-20 0.21 0.21 0.22 0.22 0.22 0.22 0.23 0.23  —  — 
0 0.27 0.28 0.28 0.29 0.29 0.29 0.30 0.30 0.31 0.31 
20 0.45 0.45 0.45 0.44 0.44 0.44 0.43 0.43 0.42 0.42 
40 0.84 0.77 0.72 0.67 0.64 0.61 0.58 0.56 0.54 0.52 
60 1.45 1.20 1.03 0.91 0.83 0.76 0.71 0.67 0.63 0.60 
80 2.23 1.64 1.32 1.13 0.99 0.89 0.82 0.76 0.72 0.68 
100 3.06 2.04 1.58 1.31 1.14 1.01 0.92 0.85 0.80 0.75 
120 3.85 2.40 1.81 1.48 1.28 1.13 1.03 0.95 0.88 0.83 
140 4.57 2.73 2.03 1.65 1.41 1.25 1.13 1.04 0.97 0.91 
160 5.25 3.06 2.25 1.82 1.55 1.37 1.24 1.13 1.05 0.99 

 

絶対湿度の精度（g/m³） 

 相対湿度 
温度 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 
-40 0.004 0.004 0.005 0.005 0.005 0.006 0.006 0.006  —  — 
-20 0.023 0.025 0.027 0.029 0.031 0.032 0.034 0.036  —  — 
0 0.10 0.11 0.12 0.13 0.13 0.14 0.15 0.15 0.16 0.17 
20 0.37 0.39 0.41 0.43 0.45 0.47 0.49 0.51 0.53 0.55 
40 1.08 1.13 1.18 1.24 1.29 1.34 1.39 1.44 1.49 1.54 
60 2.73 2.84 2.95 3.07 3.18 3.29 3.40 3.52 3.63 3.74 
80 6.08 6.30 6.51 6.73 6.95 7.17 7.39 7.61 7.83 8.05 
100 12.2 12.6 13.0 13.4 13.8 14.2 14.6 15.0 15.3 15.7 
120 22.6 23.3 23.9 24.6 25.2 25.8 26.5 27.1 27.8 28.4 
140 39.1 40.0 41.0 42.0 43.0 44.0 45.0 45.9 46.9 47.9 
160 63.5 64.9 66.4 67.8 69.2 70.7 72.1 73.5 74.9 76.4 
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露点温度（PTU307 加温プローブオプシ 
ョン） 
露点温度の曲線と、x 軸の露点温度差（プロセス温度 - 露点温度）

との交点から、y 軸上の露点測定の精度を求めることができます。 

 
0508-017 

図 78 露点測定の精度 

 

動作条件 

動作温度範囲 
 湿度測定 -70 ...+180 °C（-94 ～ +356 °F）、 

プローブの仕様を参照 
 変換器本体の電子回路 -40 ...+60 °C（40 ～ +140 °F） 
 ディスプレイ付き 0 ...+60 °C（+32 ～ +140 °F） 
 
保管温度 
 ディスプレイなし -55 ～ +80 °C（-67 ～ +176 °F） 
 ディスプレイ付き -40 ～ +80 °C（-40 ～ +176 °F） 
  
電磁適合性 EN61326-1：測定、制御、および試験所

用の電気機器 - EMC 要求事項 - 工業立地

での使用 
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入力と出力 

動作電圧   10 ...35 VDC、24 VAC 
 オプションの電源モジ 

ュール使用時   100 ...240 VAC、50/60 Hz 
電源投入後の起動時間  3 秒 
 
20 °C（Uin 24 VDC）での消費電力 
 RS-232  最大 28 mA 
 Uout 3 x 0 ～ 1V / 0 ～ 5V / 

 0 ～ 10V   最大 33 mA 
 Iout 3 x 0 ～ 20 mA  最大 63 mA 
 ディスプレイとバックライト + 20 mA 
 ケミカルパージ中  最大 + 110 mA 
 プローブ加温中（PTU307）  最大 + 120 mA 
電源投入時の起動時間（1 センサ） 
 クラス A  4 秒 
 クラス B  3 秒 
アナログ出力 
 電流出力  0 ...20 mA、4 ～ 20 mA 
 電圧出力  0 ...1 V、0 ～ 5 V、0 ～ 10 V 
湿度および温度 
 20 °C でのアナログ出力の精度 フルスケールの ± 0.05 % 
 アナログ出力の温度依存性  フルスケールの ± 0.005 %/°C 
気圧 

20 ～ 1100 hPa 50 ～ 1100 hPa 
 20 °C でのアナログ出力の精度 0.30 hPa 0.4 hPa 0.75 hPa 
外部負荷 
 電流出力  RL < 500 Ω 
 0...1 V 出力  RL > 2 kΩ 
 0...5 V および 0 ～ 10 V 出力 RL > 10 kΩ 
配線サイズ 0.5 ... 2.5 mm2

（AWG 20 ～ 14） 
標準配線を推奨 

デジタル出力  RS-232 
   RS-422/485（オプション） 
   LAN（オプション） 
   WLAN（オプション） 
      プロトコル  ASCII コマンド 
   Modbus RTU 
   Modbus TCP 
リレー出力（オプション）  0.5 A、250 VAC、SPDT 

ディスプレイ（オプション） バックライト付き LCD、傾向グラフ

表示 
メニュー言語 中国語、英語、フィンランド語、フラ

ンス語、ドイツ語、日本語、ロシア語、

スペイン語、スウェーデン語 
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機構的仕様 

ケーブルブッシング M20x1.5、ケーブル径  
8 ～ 11 mm/0.31 ～ 0.43" 用 

導管取り付け具   1/2"NPT 
ユーザーケーブルコネクタ（オプション） M12 シリーズ 8 ピン（オス） 

 オプション 1 プラグ（メス）、5 m 黒色ケ

ーブル付き 
 オプション 2 プラグ（メス）、ネジ端子付

き 
プローブケーブル径 
 PTU303 80ºC   6.0 mm 
 その他のプローブ   5.5 mm 
プローブチューブ材質 
 PTU301 クロムめっきの ABS プラス

チック 
 その他のプローブ   AISI 316L 
ハウジング材質   G-AlSi 10 Mg（DIN 1725） 
ハウジング等級 
 ディスプレイ不使用時   IP 66（NEMA 4X） 
 ディスプレイ/キーパッド使用時 IP 65（NEMA 4X） 
変換器の重量（プローブ、ケーブル、 
モジュールを含む）    1.0 ...3.0 kg（2.2 ～ 6.6 lb） 
 
表 41 標準プローブケーブル長と変換器の概算重量（kg/lb） 
プローブの種類 プローブケーブル長 

2 m 5 m 10 m 20 m 
PTU303 1.1/2.4 1.2/2.6 1.5/3.3 2.1/4.5 
PTU307 1.2/2.6 1.3/2.9 1.5/3.3 2.1/4.5 
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オプションモジュールの技術仕様 
電源モジュール 

動作電圧  100 ...240 VAC 50/60 Hz 
接続  0.5 ～ 2.5 mm2 

配線（AWG 
20 ～ 14） 
用ネジ端子 

ブッシング ケーブル径 8 ～ 11 mm 用 
動作温度  -40 ...+60 °C 

（-40 ～ +140 °F） 
保管温度  -40 ...+70 °C 

（-40 ～ +158 °F） 

UL ファイル番号   E249387 

アナログ出力モジュール 

出力  0 ...20 mA、4 ～ 20 mA、 
0 ～ 1 V、0 ～ 5 V、0 ～ 10 V 

動作温度範囲 -40 ...+60 °C 
（-40 ～ +140 ºF） 

消費電力   
 Uout 0 ～ 1 V   最大 30 mA 
 Uout 0 ～ 5V/0 ～ 10V   最大 30 mA 
 Iout 0 ～ 20 mA   最大 60 mA 
  
外部負荷 
 電流出力   RL < 500 Ω 
最大負荷 + ケーブルループ抵抗   540 Ω  
 0 ～ 1 V   RL> 2000 Ω 
 0 ～ 5 V と 0 ～ 10 V   RL> 10000 Ω 
 
保管温度範囲 -55 ...+80 °C 

（-67 ～ +176 ºF） 
3 極ネジ端子 
 最大配線サイズ   1.5 mm2

（AWG16） 
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リレーモジュール 

動作温度範囲 -40 ...+60 ºC 
（-40 ～ +140 ºF） 

動作圧力範囲   500 ...1300 mmHg 
24 V での消費電力   最大 30 mA 
接点 SPDT（切替）、例： 
接点構成フォーム C 
 Imax   0.5 A、250 VAC 
 Imax   0.5 A、30 VDC 
リレー部品の安全標準   IEC60950 UL1950 
保管温度範囲 -55 ...+80 ºC 

（-67 ～ +176 ºF） 
3 極ネジ端子/リレー   
最大配線サイズ   2.5 mm2

（AWG14） 

RS-485 モジュール 

動作温度範囲 -40 ...+60 ºC 
（-40 ～ +140 ºF） 

動作モード   2 線式（1 ペア）半二重 
    4 線式（2 ペア）全二重 
最大動作速度   115.2 キロボー 
バス絶縁    300 VDC 
24 V での消費電力   最大 50 mA 
外部負荷 
標準負荷    32 RL> 10 kΩ 
保管温度範囲 -55 ...+80 ºC 

（-67 ～ +176 ºF） 
最大配線サイズ   1.5 mm2

（AWG16） 

LAN インターフェースモジュール 

動作温度範囲 -40 ... +60 ºC 
（-40 ～ +140 ºF） 

保管温度範囲 -40 ... +85 ºC 
（-40 ～ +185 ºF） 

動作湿度範囲   5 ～ 95 %RH 
24 V での消費電力   最大 60 mA 
イーサネットタイプ   10BASE-T、100BASE-TX 
コネクタ    8P8C（RJ45） 
IPv4 アドレス割り当て DHCP（自動）、静的 
プロトコル   Telnet、Modbus TCP 
Telnet/Modbus クライアントの最大数   1 
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WLAN インターフェースモジュール 

動作温度範囲 -20 ... +60 ºC 
（-4 ～ +140 ºF） 

保管温度範囲 -40 ... +85 ºC 
（-40 ～ +185 ºF） 

動作湿度範囲   5 ～ 95 %RH 
24 V での消費電力   最大 80 mA 
サポートされている規格   802.11b 
コネクタ    RP-SMA 
IPv4 アドレス割り当て   DHCP（自動）、静的 
プロトコル   Telnet、Modbus TCP 
Telnet/Modbus クライアントの最大数   1 
セキュリティ WEP 64/128、WPA2/802.11i 

データロガーモジュール 

動作温度範囲 -40 ... +60 ºC（-40 ～ +140 ºF） 
保管温度範囲 -55 ... +80 ºC（-67 ～ +176 ºF） 
24 V での消費電力 最大 10 mA 
記録パラメーター 最大 4 個（それぞれ傾向/最小

/最大値を記録） 
記録間隔    10 秒（固定） 
最大記録期間   4 年 5 ヶ月 
記録ポイント数 1370 万ポイント/パラメーター 
時計の精度   < ±2 分/年 
バッテリー寿命 
 -40 ～ +30 ºC（-40 ～ +86 ºF）  7 年 
 +30 ～ +60 ºC（+86 ～ +140 ºF） 5 年 
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スペア部品とアクセサリー 

 

スペア部品、アクセサリー、および校正用製品に関する情報は、

www.vaisala.co.jp および store.vaisala.com から入手できます。 

 
表 42 スペア部品とアクセサリー 
内容 注文コード 
モジュール 
リレーモジュール RELAY-1 
アナログ出力モジュール AOUT-1T 
絶縁 RS-485 モジュール RS485-1 
電源モジュール POWER-1 
ガルバニック絶縁モジュール DCDC-1 
センサ 
HUMICAP180 15778HM 
HUMICAP180R HUMICAP180R 
HUMICAP180C 229011SP 
HUMICAP180RC HUMICAP180RC 
PT100 センサ 10429SP 
フィルター 
ステンレス鋼ネット付き PPS プラスチックグリ

ッド 
DRW010281SP 

PPS グリッド DRW010276SP 
焼結フィルター AISI 316L HM47280SP 
ステンレス鋼フィルター HM47453SP 
メンブレン付きステンレス鋼フィルター 214848SP 
変換器取り付けアクセサリー 
壁面取り付けプレート（プラスチック製） 214829 
プローブホルダープレート 226252 
ポールまたはパイプライン用取り付けキット 215108 
取り付けキット付きレインシールド 215109 
DIN レール取り付けキット 211477 
取り付けプレート付き 
DIN レールクリップ 

215094 

パネル取り付けフレーム 216038 
プローブ取り付けアクセサリー 
スウェジロック、3/8" ISO ネジ、12 mm プロー

ブ用 
SWG12ISO38 

スウェジロック、1/2" ISO ネジ、12 mm プロー

ブ用 
SWG12ISO12 

スウェジロック、1/2" NPT ネジ、12 mm プロー

ブ用 
SWG12NPT12 

スウェジロック、1/2" ISO ネジ、6 mm プローブ

用 
SWG6ISO12 

スウェジロック、1/8" ISO ネジ、6 mm プローブ SWG6ISO18 

http://www.vaisala.com/
http://store.vaisala.com/
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内容 注文コード 
用 
スウェジロック、1/8" NPT ネジ、6 mm プロー

ブ用 
SWG6NPT18 

ケーブルグランドおよび AGRO、PTU303/307 
用 

HMP247CG 

PTU303/307 用ダクト取り付けキット 210697 
温度プローブ用ダクト取り付けキット 215003 
接続ケーブル 
シリアルインターフェースケーブル 19446ZZ 
USB-RJ45 シリアルインターフェースケーブル 219685 
HM70 用接続ケーブル 211339 
HMI41 接続ケーブル、RJ45 コネクタ付き 25917ZZ 
8 ピンコネクタ用出力ケーブル 
5 m 接続ケーブル、8 ピン M12 メス、黒色 212142 
8 ピン M12 メスコネクタ、ネジ端子付き 212416 
8 ピン M12 オスコネクタ、ケーブルとアダプタ

付き 
214806SP 

ケーブルブッシング 
ケーブルグランド M20x1.5、8 ～ 11 mm ケーブ

ル用 
214728SP 

導管取り付け具 M20x1.5、NPT1/2 導管用 214780SP 
ダミープラグ M20x1.5 214672SP 
WINDOWS ソフトウェア 
MI70 Link 表示ソフトウェアおよび RJ45-D9 ケ
ーブル 

215005 

MI70 Link 表示ソフトウェアおよび USB ケーブ

ル 
219916 

その他 
HMK15 校正アダプタ、7 mm 超のセンサピン付

き 12 mm プローブ用 
211302SP 

HMK15 校正アダプタ、3 mm 未満のセンサピン

付き 12 mm プローブ用 
218377SP 

PTU303/307/30T 用ラジエーションシールド DTR502B 
気象観測用取り付けキット HMT330MIK 
筐体スペアキット：六角カバーネジ（4 本）とヒ

ンジ、取り付けネジ付き 
238509 
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寸法（mm/インチ） 

 
0601-043 

図 79 変換器本体の寸法 
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 0804-033 

図 80 WLAN アンテナの寸法 

 

PTU301 

 
0508-030 

図 81 PTU301 固定プローブの寸法 
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 0911-064 

図 82 PTU301 ショートケーブルプローブの寸法 
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PTU303 

 
0804-060 

図 83 PTU303 プローブの寸法 

PTU307 

 
0804-061 

図 84 PTU307 プローブの寸法 

温度プローブ 

 
0804-062 

図 85 オプションの温度プローブの寸法  
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付録 A 

プローブ取り付けキットおよび取り付け例 

ダクト取り付けキット（PTU303/307 用） 
ダクト取り付けキットには、フランジ、シーリングリング、サポ

ートバー、およびフランジをダクト壁に取り付けるためのプロー

ブとネジ用のプローブ取り付け部品が含まれています。ヴァイサ

ラ注文コードは、210697（PTU303 および PTU307 用）と 215003
（温度プローブ用）です。 
 

 
0508-021 

図 86 ダクト取り付けキット 

以下の番号は、上の図 86 に対応しています。 

1 = ダクト壁面 
2 = フランジ 
3 = シーリングリング 
4 = サポートバー 
5 = プローブ取り付け部品（サポートバーへの固定用） 
6 = 相対湿度プローブ 
 

注記 ダクトとダクト外部の空気との間の温度差が大きい場合、サポー

トバーをダクトの中に出来るだけ深く挿入してください。これに

より、バーとケーブルでの熱伝導による誤差を減らすことができ

ます。 
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温度プローブ用ダクト取り付けキット 
（PTU307 用） 

T プローブ用ヴァイサラダクト取り付けキットには、フランジ、

サポートバー、プローブ取り付け部品、シーリングリング、固定

用ネジ（4 本）が含まれています。ヴァイサラ注文コードは、

215003 です。 

 
0507-019 

図 87 T プローブ用ダクト取り付けキット 

以下の番号は、上の図 87 に対応しています。 

1 = ダクト壁面 
2 = フランジ 
3 = シーリングリング 
4 = サポートバー 
5 = プローブサポート（サポートバーへの固定用） 
6 = リテーナブッシング（サポートバーへの固定用） 
7 = 温度プローブ（リテーナブッシングへの固定用） 
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耐圧スウェジロック取り付けキット（PTU307 用） 

RH プローブの取り付け 
相対湿度プローブ用のスウェジロック取り付けキットには、

ISO3/8" または NPT1/2" ネジのスウェジロックコネクタが含まれ

ています。ヴァイサラ注文コードは、SWG12ISO38 または 
SWG12NPT12 です。 
 
 

 
0508-032 

 

図 88 RH プローブ用スウェジロック取り付けキット 

以下の番号は、上の図 88 に対応しています。 
1 = 相対湿度プローブ 
2 = ダクトコネクタ 
3 = ISO3/8" または NPT1/2" ネジ 
4 = スウェジロックコネクタ 
5 = 押さえリング 
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温度プローブの取り付け 
T プローブ用のスウェジロック取り付けキットには、ISO1/8" また

は NPT1/8" ネジのスウェジロックコネクタが含まれています。ヴ

ァイサラ注文コードは、SWG6ISO18 または SWG6NPT18 です。 
 

 
0508-016 

図 89 T プローブ用スウェジロック取り付けキット 
 

以下の番号は、上の図 89 に対応しています。 
1 = T プローブ 
2 = ダクトコネクタ 
3 = スウェジロックコネクタ 
4 = 押さえリング 

135 mm

33 mm
18 mm min

max 30 mm
1 2 3 4

P = max 10 bar
T = max 180 ºC
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ケーブルグランドを使用した蒸気気密性のある取

り付け例 

RH プローブの取り付け（PTU303/307） 
ケーブルグランド AGRO は、ヴァイサラから入手できます（注文

コード：HMP247CG）。 

  

 
 

0508-026 

図 90 ケーブルグランドを使用したケーブルの取り付け 

以下の番号は、上の図 90 に対応しています。 

1 = ナット（本体に締め付けます） 
2 = シール 
3 = ボディと O リング 
 

 

1

3 2
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0508-018 

 

図 91 ケーブルグランドを使用したプローブの取り付け 

ケーブルグランド付きのプローブ取り付けキットは、ヴァイサラ

では供給していません。 

以下の番号は、上の図 91 に対応しています。 

1 = AGRO 1160.20.145（T= -40 ～ +100 ºC）、ヴァイサラでは供

給していません。 
2 = 加圧プロセスでは、ロックリングを使用してください（例：

11x 1 DIN471）。 
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T プローブの取り付け（PTU307） 

 
0508-015 

図 92 蒸気気密取り付け 

蒸気気密取り付けキットは、ヴァイサラでは供給していません。 

以下の番号は、上の図 92 に対応しています。 

1 = ケーブルグランド。AGRO 1100.12.91.065 など 
（T= -25 ～ +200 ºC） 

2 = 加圧プロセスでは、ロックリングを使用してください 
（例：6x 0.7 DIN471） 

 

 
0508-022 

図 93 壁面取り付け 

壁面取り付けキットは、ヴァイサラでは供給していません。 

以下の番号は、上の図 93 に対応しています。 

1 = ケーブルグランド。AGRO 1100.12.91.065 など 
2 = 圧縮 PTFE スリーブ 
3 = PTFE スリーブとケーブルの間のシリコン接着剤 
4 = 温度プローブ 
5 = プローブを水平位置に保持するためのサポート（推奨） 
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気象観測用取り付けキット（PTU307 用） 
スタティックプレッシャーヘッド付きのヴァイサラ気象観測用取

り付けキット HMT330MIK は、気象観測のために屋外に取り付け

る PTU307 が信頼性の高い測定を行えるように設計されています。

詳細については、HMT330MIK のカタログおよび注文フォームを

参照してください。 

 
0601-044 

図 94 屋外取り付け用の気象観測用取り付けキット 

以下の番号は、上の図 94 に対応しています。 

1 = 追加 T プローブまたは湿度プローブ用のラジエーション

シールド 
2 = T サポートバー 
3 = 変換器取り付けプレート 
4 = サポートバー用のポール取り付けプレート 
5 = Td サポートバー 
6 = 加温湿度プローブ用のラジエーションシールド 
7 = スタティックプレッシャーヘッド 
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付録 B 

計算式 

この付録では、出力項目の計算に使用される計算式について説明

します。 

PTU300 シリーズ変換器は相対湿度と温度を測定します。これら

の値から以下の式を使用して、通常大気圧における露点、混合比、

絶対湿度、エンタルピーの値が計算されます。 

露点： 

1
log

−








=

A
Pw

m
TT n

d

 

(1) 

 
Pw は水蒸気圧です。パラメーター A、m、および Tn には、次の表

のような温度依存性があります。 

t A m Tn 
<0 °C1） 6.1134 9.7911 273.47 
0 ... 50 °C 6.1078 7.5000 237.3 
50 ... 100 °C 5.9987 7.3313 229.1 
100 ... 150 °C 5.8493 7.2756 225.0 
150 ... 180 °C 6.2301 7.3033 230.0 

 
1) 露点がマイナスの値である場合、霜点計算に使用されます。 
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混合比： 

w

w

Pp
Px
-

99.621 ×=
 

(2) 

 

絶対湿度： 

T
Pa w⋅= 68.216

 
(3) 

 

エンタルピー： 

xxTh ⋅+⋅+⋅−= 5.2)00189.001.1()15.273(  (4) 
 

飽和水蒸気圧 Pws は次の 2 つの式（5 および 6）を使用して計算さ

れます。 

∑
=

−=Θ
3

oi

i
iTCT

 
(5) 

 

記号の意味は以下のとおりです。 

T = 温度（K） 
Ci = 係数 
C0 = 0.4931358 
C1 = -0.46094296 * 10-2 
C2 = 0.13746454 * 10-4 
C3 = -0.12743214 * 10-7 
 

∑
−=

Θ+Θ=
3

1
4 lnln

i

i
iws bbP

 
(6) 

 

記号の意味は以下のとおりです。 

bi = 係数 
b-1 = -0.58002206 * 104 
b0 = 0.13914993 * 101 
b1 = -0.48640239 * 10-1 
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記号の意味は以下のとおりです。 

b2 = 0.41764768 * 10-4 
b3 = -0.14452093 * 10-7 
b4 = 6.5459673 
 

水蒸気圧は次の式を使用して計算されます。 

100
ws

w
PRHP ⋅=

 
(7) 

 

体積比 100 万の 1 は次の式を使用して計算されます。 

( )w

w
v Pp

Pppm
−

⋅= 610
 

(8) 

 

記号の意味は以下のとおりです。 

Td = 露点温度（°C） 
Pw = 水蒸気圧（hPa） 
Pws = 飽和水蒸気圧（Pa） 
RH = 相対湿度（%） 
x = 混合比（g/kg） 
p = 大気圧（hPa） 
A = 絶対湿度（g/m3） 
T = 温度（K） 
h = エンタルピー（kJ/kg） 
 

高度補正圧力値（QFE、QNH、HCP）は、次の式を使用して計算

します。 

 

(9) 
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記号の意味は以下のとおりです。 

p = 気圧測定値 
hQFE = 気圧計と基準レベルの高度差（m） 
g = 9.81（m/s2） 
R = 287（J/kg/K） 
T = 温度（K） 
 

 

(10) 

 
記号の意味は以下のとおりです。 

hQNH = ステーションの高度（m） 
g = 9.81（m/s2） 
R = 287（J/kg/K） 
T0 = 288.15（K） 
α = -0.0065（K/m） 
 

 
(11) 

 
記号の意味は以下のとおりです。 

p = 気圧測定値 
HHCP = 気圧計と基準レベルの高度差（m） 
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付録 C 

MODBUS リファレンス 

この付録では、変換器の Modbus 機能およびデータについて説明

します。 

ファンクションコード 
PTU300 は、『Open Modbus/TCP Specification, Release 1.0』に定義

されているすべての Modbus 適合性クラス 0 およびクラス 1 のフ

ァンクションコードをサポートしています。 

表 43 サポートされているファンクションコード 
ファンクションコード 名前 備考 
01（0x01） Read Coils クラス 1 
02（0x02） Read Discrete Inputs クラス 1 
03（0x03） Read Holding Registers クラス 0 
04（0x04） Read Input Registers クラス 1 
05（0x05） Write Single Coil クラス 1 
06（0x06） Write Single Register クラス 1 
07（0x07） Read Exception Status クラス 1 
08（0x08） Diagnostics  
15（0x0F） Write Multiple Coils クラス 2 
16（0x10） Write Multiple Registers クラス 0 
22（0x16） Mask Write Register クラス 2 
23（0x17） Read/Write Multiple Registers クラス 2 
43 / 14（0x2B / 0x0E） Read Device Identification  

 
PTU300 変換器のすべての測定データと設定にアクセスするには、

クラス 0 ファンクションコードだけで十分です。また、すべての

クラス 1 コマンドと一部のクラス 2 コマンドがサポートされてお

り、必要に応じて優れた互換性とより効率的な通信を実現するこ

とができます。 

Modbus の診断および機器 ID データは、その目的専用のファンク

ションコード（08 および 43 / 14）を使用してのみ読み取ることが

できます。 
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レジスターマップ 
Modbus インターフェース経由で利用できるすべてのデータは、下

の表 44 に示されているとおり、連続するレジスターの 6 個のブロ

ックに分けられています。 

表 44 PTU300 Modbus レジスターブロック 
アドレス データ形式 説明 
0001 ～ 0068 32 ビット IEEE 浮動小数

点 
測定データ（読み取り専用） 

0257 ～ 0290 16 ビット符号付き整数 
0513 ～ 0517 ビットフィールド 状態レジスター（読み取り専用） 
0769 ～ 0790 32 ビット IEEE 浮動小数

点 
設定 

1025 ～ 1035 16 ビット符号付き整数 
1281 ～ 1288 ビットフィールド 設定フラグ 
 
アドレスは、先頭桁がない 1 から始まる 10 進 Modbus データモデ

ルアドレス（0xxxx、1xxxx、3xxxx、4xxxx など）です。このアド

レスから 1 を引くことで、Modbus プロトコルデータユニット

（PDU）で使用されているアドレスフィールド値を求めることが

できます。 

レジスターマップは、すべての Modbus ファンクションコードで

同じです。たとえば、ファンクションコード 03 と 04 は 01 と 02 
とまったく同じ結果を返します。 

ファンクションコード 01 と 02 は、対応するレジスターの値が 
0x0000 の場合に 0、0 以外の値の場合に 1 を返します。ファンクシ

ョンコード 05 または 15 を使用した書き込みでは、0x0000 または 
0x0001 という値をレジスターに効率的に書き込むことができます。 
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データエンコーディング 
すべての数値は、32 ビット IEEE 浮動小数点と 16 ビット符号付き

整数の両方の形式で利用できます。 

32 ビット浮動小数点形式 

浮動小数点値は、標準の IEEE 32 ビット浮動小数点形式で表され

ます。浮動小数点数の下位 16 ビットは、『Open Modbus TCP 
Specification, Release 1.0』に規定されているように、小さい方の 
Modbus アドレスに配置されます。これは、「リトルエンディアン」

または「Modicon」ワード順とも呼ばれます。 

注記 仕様とは異なり、一部の Modbus マスターでは「ビッグエンディ

アン」ワード順（上位ワードが先）を想定している場合がありま

す。このような場合、Modbus マスターで PTU300 Modbus レジス

ターに対して「ワードスワップ」浮動小数点形式を選択する必要

があります。 

 
利用できない値の場合は「クワイエット NaN」値が返されます。

NaN または無限値を書き込んでも、警告なしで無視されます。た

とえば、クワイエット NaN は 0x7FC00000 です。ただし、マスタ

ーは任意の NaN 値を認識できます。 

注記 1 回の Modbus トランザクションで 32 ビット浮動小数点値全体の

読み取りおよび書き込みが行われます（たとえば、ファンクショ

ンコード 05、06、および 22 では浮動小数点値に影響はありませ

ん）。 

 

16 ビット整数形式 

16 ビット整数値は、必要な 10 進数を表現できるようにスケール

が調整されます（スケール係数の該当するレジスター表を参照）。

負の値（該当する場合）は、2 の補数（65535 = -1、65534 = -2 な
ど）で表されます。 

注記 通常は正の値である測定パラメーター（0 ～ 100 %RH など）であ

っても、測定の不正確さのために小さい負の値が返される場合が

あります。この負の値は、大きな 16 ビット整数値（2 の補数）と

して返されます。 
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スケール調整された値が 0 ～ 65535（16 ビット）の範囲に収まら

ない場合、この値に対して 65536 が必要な回数加減されてこの範

囲に「ラップ」されます。たとえば、気圧値は通常 1013.25 hPa 程
度ですが、これは 16 ビット形式では 35789 と表示されます（-
29747 と同じ）。Modbus マスターで有効な値を取り出すには適切

なオフセットを 16 ビットデータに加算する必要があります。 

35789 + 65536 = 101325 

ただし、ほとんどの測定データの値にはオフセットは不要です。 

利用できない値の場合は 16 ビット値の 0 が返されます。0 値がパ

ラメーターの有効測定範囲にある場合、欠落値と実際の 0 値とを

判別する方法はありません。 

注記 Modbus マスターで 32 ビット浮動小数点値がサポートされている

場合、16 ビット整数レジスターではなく 32 ビットレジスターを

必ず使用してください。 

重要な用途で 16 ビット整数値を使用することは推奨されません。

これは、実際の 0 値と測定失敗によって生成された 0 値とを判別

できないためです。 

また、2 の補数が使用されるため、負の値が見かけ上大きな正の

数になります。16 ビットレジスター値を使用する場合は、この点

を考慮に入れる必要があります。 

設定レジスターに 16 ビット値を書き込む場合、この値は常に -
32768 ～ +32767 の範囲の符号付き整数として処理されます。この 
16 ビット符号付き整数の範囲外の値を書き込むには、浮動小数点

レジスターを使用してください。書き込み可能な最大の値は 
32767 であり、設定レジスターは負の値を受け付けません。 
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測定データ（読み取り専用） 
表 45 測定データレジスター 
名前 浮動小数点 整数 単位 
RH 0001 ～ 0002 0257 (×0.01) % 
T 0003 ～ 0004 0258 (×0.01) °C 
Ta 0005 ～ 0005 0259 (×0.01) °C 
Td 0007 ～ 0008 0260 (×0.01) °C 
Td/f 0009 ～ 0010 0261 (×0.01) °C 
a 0015 ～ 0016 0264 (×0.01) g/m³ 
x 0017 ～ 0018 0265 (×0.01) g/kg 
Tw 0019 ～ 0020 0266 (×0.01) °C 
H2O 0021 ～ 0022 0267 (×1) ppmV 
pw 0023 ～ 0024 0268 (×0.1) hPa 
pws 0025 ～ 0026 0269 (×0.1) hPa 
H 0027 ～ 0028 0270 (×0.01) kJ/kg 
ΔT 0031 ～ 0032 0272 (×0.01) °C 
P 0043 ～ 0044 0278 (×0.01) hPa 
QNH 0045 ～ 0046 0279 (×0.01) hPa 
QFE 0047 ～ 0048 0280 (×0.01) hPa 
HCP 0049 ～ 0050 0281 (×0.01) hPa 
P3h 0051 ～ 0052 0282 (×0.01) hPa 
P1 0053 ～ 0054 0283 (×0.01) hPa 
P2 0055 ～ 0056 0284 (×0.01) hPa 
H2O 0065 ～ 0066 0289 (×1) ppmW 
P3h WMO 傾向コード 0067 ～ 0068 0290 (×1)  

利用可能な測定は、機器の設定によって異なります。機器障害の

場合も値を利用できないことがあります。状態レジスターまたは

例外状態出力を読み取り、障害の有無を確認してください。 

注記 機器からはリアルタイムデータのみ読み取ることができます。変

換器のメモリ（内部メモリまたはデータロガーモジュール）に記

録されるデータは、Modbus 経由では読み取ることができません。 
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状態レジスター（読み取り専用） 
表 46 状態レジスター 
名前 アドレス 説明 
不良状態 0513 1 = エラーなし 
オンライン状態 0514 1 = オンラインデータあり 
圧力安定性 0515 1 = OK 
エラーコード 
（ビット 15 ～ 0） 

0516 186 ページの表 35 に示されて

いるエラーコードで表されるビ

ットフィールド。アクティブな

エラーには 1 が設定されま

す。たとえば、ビット 14 が 1 
に設定された場合、エラーコー

ド E14 がアクティブです。 

エラーコード 
（ビット 31 ～ 16） 

0517 

 
エラー情報は、ファンクションコード 08、サブファンクション 
02 を使用して取得することもできます。 
 

注記 PTU300 変換器の基本状態情報は、例外状態読み取りファンクシ

ョンコード 07 を使用して確認することもできます。詳細について

は、246 ページの「 
例外状態出力」を参照してください。 

設定レジスタ 
設定パラメーターレジスターは、測定の設定に使用します。範囲

外の値を書き込んでも、警告なしで無視されます。 

表 47 設定パラメーターレジスター 
名前 浮動小数点 整数 有効範囲 
圧力設定初期設定値 0769 ～ 0770 1025 (×1) 0 ～ 9999 hPa 
圧力設定一時値 0771 ～ 0772 1026 (×1) 0 ～ 9999 hPa 
ケミカルパージ間隔 0773 ～ 0774 1027 (×1) 10 ～ 2880 分 
ppmw 計算用の分子量 0775 ～ 0776 1028 (×0.001) 0 ～ 999.999 

g/mol 
QNH 高度 0781 ～ 0782 1031 (×0.1) -100 ～ +9999 m 
QFE 高度 0783 ～ 0784 1032 (×0.1) ±100 m 
HCP 高度 0785 ～ 0786 1033 (×0.1) ±30 m 
最大圧力変化 0787 ～ 0788 1034 (×0.01) 0 ～ 10 hPa 
最大圧力差 0789 ～ 0790 1035 (×0.01) 0 ～ 10 hPa 
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圧力設定を繰り返し変更する場合、レジスター 0769 ～ 0770
（1025）の永続的な設定ではなく、レジスター 0771 ～ 0772
（1026）の一時値を変更してください。初期設定の圧力設定に戻

すには、一時値を 0 に設定します。 

Modbus では、非メートル単位は利用できません。必要な場合は、

変換器以外で換算してください。 

設定フラグを使用すると、機器の一部の基本オプションを選択し

たり、センサ動作を手動で開始したりできます。 

表 48 設定フラグレジスター 
名前 アドレス 説明 
標準フィルタリングのオン/オフ 1281 1 = フィルタリングオン 
ロングフィルタリングのオン/オ
フ 

1282 1 = ロングフィルタリングオン 

自動ケミカルパージのオン/オフ 1283 1 = 自動パージオン。 
設定レジスター 0773 ～ 0774
（1027）を参照。 

起動時ケミカルパージのオン/オ
フ 

1284 1 = 起動時パージオン 

ケミカルパージ中 1285 1 = パージ中 
（手動で開始する場合は 1 を
書き込む） 

センサ加熱のオン/オフ 1287 1 = センサ加熱オン 
（オプション機能） 

圧力補正 1288 0 = 測定値、1 = 固定値 
 
フラグ 1281 と 1282 は同時にいずれか一方しか設定できません。 
 
圧力補正値は、設定レジスター 0769 ～ 0770（1025）または 0771 
～ 0772（1026）を使用して設定します。 
 
一部の設定レジスターは、機器モデルと設定によっては影響がな

い場合があります。 

他の設定については通常、設定する必要はなく、Modbus インター

フェースを使用して利用することもできません。他の設定を変更

する必要がある場合は、サービスケーブルを使用する必要があり

ます。 
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例外状態出力 
例外状態出力（ファンクションコード 07 で読み取り）を確認する

と、下の表 49 に示されている PTU300 変換器状態の概要を把握で

きます。 

表 49 PTU300 例外状態出力 
出力 名前 説明 
0（0x01） 不良状態 1 = エラーなし 
1（0x02） オンライン状態 1 = オンラインデータあり 
2（0x04） 圧力安定性 1 = OK 

 

状態情報は、レジスターにアクセスすることでも確認できます。 
244 ページの「状態レジスター（読み取り専用）」を参照してく

ださい。 

診断サブファンクション 
PTU300 は、『Modbus Application Protocol Specification V1.1b』に

記載されている Modbus 診断ファンクションの一部をサポートし

ています。これらの診断ファンクションには、ファンクションコ

ード 08 を使用してアクセスします。詳細については、247 ページ

の表 50 を参照してください。 
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表 50 PTU300 Modbus 診断 
コード サブファンクション名 備考 
00（0x00） Return Query Data  
01（0x01） Restart Communications 

Option 
「リッスン専用」モードをキャンセル

します。 
 
通信再開オプションのデータフィール

ドは「00 00」に設定する必要がありま

す。データフィールドが「FF 00」のサ

ブファンクション 01 は拒否されます。 
02（0x02） Return Diagnostic Register アクティブな変換器エラーがある場合に 

0 以外の値になります。
 

 

エラー情報については、状態レジスタ

ー 0516 と 0517 を参照してください。

診断レジスターの値はこれら 2 つの状

態レジスターの論理 OR です。 
04（0x04） Force Listen Only Mode 機器を「オフライン」にします。 
10（0x0A） Clear Counters and 

Diagnostic Register 
診断レジスターは消去できません。 

11（0x0B） Return Bus Message Count バス/インターフェースで表示されたメ

ッセージの総数。 
12（0x0C） Return Bus Communication 

Error Count 
不良 Modbus RTU CRC または Modbus 
TCP フレームに関するメッセージの数。 

13（0x0D） Return Bus Exception Error Count 送信された Modbus 例外応答の数。 
14（0x0E） Return Slave Message Count 処理された Modbus メッセージの数。 
15（0x0F） Return Slave No Response 

Count 
応答を送信せずに受信した Modbus メ
ッセージの数。これは、ブロードキャ

ストメッセージを受信した場合

（Modbus RTU のみ）、または 
PTU300 が「リッスン専用」モードで

ある場合に発生します。 
 
Modbus 診断が標準化されているのはシリアルライン機器のみです

が、PTU300 は Modbus TCP 上でも同じ診断ファンクションをサポ

ートしています。 

注記 変換器のリセットや電源投入、または（シリアルコマンドまたは

ユーザーインターフェースを使用して）Modbus モードの再選択を

行うと、すべての Modbus 診断カウンターがリセットされ、「リ

ッスン専用」モードもすべてキャンセルされます。 
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機器識別オブジェクト 
PTU300 Modbus は、『Modbus Application Protocol Specification 
V1.1b』に定義されている拡張識別レベルに準拠しています。オブ

ジェクトへのストリームアクセスと個別アクセスの両方がサポー

トされています。 

表 51 PTU300 Modbus 機器識別 
オブジェク

ト ID 
オブジェクト名 説明 

0x00 VendorName 「Vaisala」 
0x01 ProductCode 製品コード（「PTU300」など） 
0x02 MajorMinorVersion ソフトウェアバージョン 

（「5.10」など） 
0x03 VendorUrl 「http://www.vaisala.com/」 
0x04 ProductName 機器の製品名 
0x80 SerialNumber シリアル番号（「D0920002」など） 
0x81 CalibrationDate 最終校正日 

（「2011-02-07」など、利用できない

場合は空） 
0x82 CalibrationText 最終校正に関する情報テキスト 

（利用できない場合は空） 
 

例外応答 
変換器からの例外応答は、『Modbus Application Protocol 
Specification V1.1b』に従います。 

表 52 PTU300 Modbus 例外応答 
コード 名前 理由 
01 ILLEGAL FUNCTION サポートされていないファンクシ

ョンコード 
02 ILLEGAL DATA ADDRESS 有効範囲外のアドレス 
03 ILLEGAL DATA VALUE その他の不正な要求 
 
表 45 に示している範囲内にある利用できない（サポートされてい

ない、または一時的に欠落している）レジスターにアクセスして

も、例外は生成されません。代わりに「利用できない」場合の値

（浮動小数点データの場合のクワイエット NaN または整数データ

の場合の 0x8000）が返されます。例外は、240 ページの「レジス

ターマップ」に定義されているレジスターブロック外にアクセス

した場合にのみ生成されます。 
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